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1.1. 領域代表者による総括 

 昨年度同様、2025 年 4 ⽉ 5 ⽇に⼆松学舎⼤学にて全体会議を実施した。会議では、各計
画研究班から昨年度の活動報告および今年度の研究計画について報告がなされ、あわせて今
年度の研究推進に向けた情報共有と意⾒交換が⾏われた。また、公募研究者からも研究状況
の報告があり、領域内で進⾏している研究の多様な進展が確認された。各種の報告の後、今
年度に予定されている複数の共同企画に関して、領域内からの広い参画を促す呼びかけが⾏
われた。具体的には、京都およびドイツで開催する国際ワークショップ（総括班と A04 班の
共催）への参加、ならびに論⽂集 2 本（B04 班、A04 班）への（他班からの）投稿について、
積極的な協⼒が要請された。 
 今年度の主要企画としては、英語論⽂集の刊⾏を⽬的としたドイツのベルリン⾃由⼤学と
の共同企画である国際 WS「The Concept of Human Dignity from Western/Eastern Perspectives」
が挙げられる。本国際ワークショップは、まず、11 ⽉ 14〜16 ⽇に京都⼤学で開催された。
ドイツからは Hans Feger（Freie Universität Berlin）と Corinna Mieth（Ruhr-Universität Bochum）
が、インドから Balaganapathi Devarakonda（University of Delhi）が、そして中国から魏偉（中
国社会科学院）が対⾯で参加・発表した。本領域からは領域代表者の加藤泰史（椙⼭⼥学園
⼤学）のほか、孟碩洋（C01 班：⼀橋⼤学）、清⽔正之（A03 班：聖学院⼤学）、⽚⼭勝茂
（C01 班：東京⼤学）、松塚ゆかり（C01 班：⼀橋⼤学）、前川健⼀（A03 班：創価⼤学）、
⼩林道太郎（A01 班：⼤阪医科薬科⼤学）、⾺場智⼀（A02 班：法政⼤学）、芝崎厚⼠（B02
班：駒澤⼤学）、上原⿇有⼦（A04 班：京都⼤学）が司会や発表者として参加した（内容の
概要に関しては 3.18.に譲る）。他にも本領域から複数の参加者があり、質疑応答や夜の交流
会では海外の研究者らと積極的な意⾒交換が⾏われた。ドイツからの参加者とは、2 ⽉にド
イツで開催予定の国際ワークショップや、共同で刊⾏予定の英語論⽂集に関する打ち合わせ
も⾏われ、今回の企画が次年度以降の国際共同研究へと継続されることが確認された。2026
年 2 ⽉ 21〜23 ⽇には、ドイツのベルリン⾃由⼤学での開催が予定されており、本領域から
は領域代表者のほか、⾺場智⼀や孟碩洋らがドイツに渡航して発表を⾏う予定である。⽇本
やドイツ以外からも、Li Yaming（中国社会科学院）や Christel Fricke（University of Oslo）が
参加予定であり、尊厳概念をめぐる⽐較・対話の射程をさらに拡張する場となることが⾒込
まれる。 
 本研究領域では例年数回にわたって、「尊厳学」という新たな学問領域を確⽴するための
モデルとしてのジェンダー学に関する知⾒を共有するために、ジェンダー研究者を招いての
講演会・研究会である「ジェンダー学会議」を総括班の主催で開催している。今年度は登壇
予定者の体調不良による⽇程調整の問題もあり、計 2回の開催となった。2025 年 6 ⽉ 28 ⽇
には、講師に伊藤公雄⽒（京都⼤学・⼤阪⼤学名誉教授）を招き、第 7回ジェンダー学会議
がオンラインで開催された。「近代（男性主導）社会の曲がり⾓〜男性学・男性性研究の視
点から〜」というタイトルで、男性学・男性性研究の歴史的変遷と現代の「メンズ・クライ
シス」が考察され、ケアの重要性やジェンダード・イノベーションの可能性など、男性主導
社会の転換点における課題と展望に関して報告が⾏われた。12 ⽉ 12 ⽇には、B01 班の分担
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者であり、法哲学やジェンダー法学を担当している池⽥弘乃（⼭形⼤学）が報告者となり、
第 8回ジェンダー学会議会議がオンラインで開催された。「ケア」と「クィア」をキーワー
ドに、伝統的な「⼀⼈前の（⾃⽴した）市⺠」という概念の再編を提唱するとともに、性同
⼀性障害特例法や同性婚訴訟などの判例を通じて、⽣殖やセクシュアリティをめぐる法と政
治の現代的課題が提⽰された。 
 これまで総括班からは領域内の研究連携を促してきたが、その効果もあって先述の京都で
の国際 WS以外にも、共同での研究会の開催や、相互参加が複数実施された。2025 年 3 ⽉ 8
⽇には、慶應義塾⼤学にて B01 班と B04 班の合同ワークショップが開催された。前半には
杉本俊介（B04 班：慶應義塾⼤学）と佐々⽊梨花⽒（東京⼤学）・吉原雅⼈⽒（京都⼤学）
による報告が⾏われ、後半では朱穎嬌『尊厳の法理論──ケアと共感にもとづく⼈権のあり
⽅』（弘⽂堂、2024 年）の合評会として、建⽯真公⼦（B01 班：法政⼤学）・松尾直紀（B01
班：法政⼤学）と本⽥康⼆郎（B04 班：⾦沢医科⼤学）がそれぞれ書評を報告した。また、
3 ⽉ 17 ⽇と 18 ⽇には、A02 班と A03 班の共催で「領域横断交流会〜⻄洋・東洋・現場の対
話〜」が企画され、本領域の研究者の研究成果の報告と意⾒交換が⾏われた。さらに、11 ⽉
18 ⽇には、A02 班と C01 班のコラボ企画「⼦供のウェールビーイングの保証」が開催され
た。⼦どもの虐待防⽌センターの⼭⼝有沙⽒を招き、脳科学の視点から⾒た体罰の弊害や、
法改正による体罰全⾯禁⽌の背景など、虐待のない社会づくりに向けた課題について報告が
⾏われ、⼦どもの権利条約に基づき、⼤⼈の⽀配的な関わりを⾒直す「叩かない⼦育て」の
重要性が提起された。⼭⼝⽒の報告に対し、本領域の⾺場智⼀（A02 班）がコメントした後、
質疑応答で意⾒交換がなされた。 
 2025 年も 28回の研究会が開催され、各班の研究は順調に進展している。昨年度は初の成
果物として加藤泰史・⼩島毅編『尊厳の転移』（法政⼤学出版局）を刊⾏することができた
が、それに続いて法政⼤学出版局より『近代⽇本の尊厳理解』と AI・ロボットに関する論⽂
集の 2冊を刊⾏するべく、現在編集作業中である。また、アウトリーチ活動の⼀環として領
域代表者である加藤泰史が 2025 年 12 ⽉ 6 ⽇に第 45回⽇本看護科学学会において講演した
際に、看護と尊厳に関する社会調査の協⼒を呼び掛けたところ、複数の⼤学から協⼒の申し
出があった。これらの⼤学とはすでに調査のための調整を進めており、来年度前半には調査
を実施できる⾒込みである。また、⽇本国内だけでなく、ドイツの⼤学とも協⼒し、渡独し
て調査を実施する予定となっている。これらの社会調査は本研究領域の⽬標である尊厳の社
会実装にとって、⼤きな意義を持つと期待される。 
 今年度は前半の公募研究の最終年度であった。全体会議において各班と公募研究者の連携
を促したこともあり、各班の研究会に公募研究者が参加するという形での交流が⾏われた。
来年度はさらに公募研究の研究成果についての報告を受け、それを領域内での研究に反映し
ていく必要があるだろう。また、来年からは公募研究の後半が開始され、新たな公募研究者
が研究に参加する予定である。公募研究にはこれまでの研究で⾒えてきた課題に対応するよ
うな研究や、これまでの研究とは異なる切り⼝の研究により、本領域の研究をさらに拡⼤・
深化させていくことを期待したい。 
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アウトリーチ活動に関しては、まず、領域代表者の加藤泰史が、2025 年 12 ⽉ 6 ⽇に新潟
の朱鷺メッセで⾏われた第 45 回⽇本看護科学学会学術集会「看護科学と尊厳」にて、基調
講演「ケアと尊厳──看護科学にとって尊厳は何を意味するのか？」を⾏い、看護科学にと
って最も重要な「ケア」の概念をどのように「尊厳」と結びつけて理解し直すことができる
のかを論じた。また、2026 年 1 ⽉ 11 ⽇には、関⻄学院⼤学減災復興制度研究所からの依頼
で「尊厳ある減災・復興に向けて──福⽥徳三を読み直す」というタイトルで講演（招待講
演）を⾏った。計画研究班においても、A01 班や B01 班、C01 班など、複数の班が積極的に
アウトリーチ活動を⾏った。詳細に関しては「4. パブリケーション」に譲る。 
 

1.2. 尊厳学フォーラムの総括 

研究班を横断した研究会として、2025年 1⽉から 2025年 12⽉までに 29回の「尊厳学フ
ォーラム」が開催された。このうち、国際シンポジウムや国際ワークショップ（＊を付記）
は 7回である。各研究会の詳細については「3. 尊厳学フォーラム」に譲る。 

総括班 第 51 回 
6 ⽉ 28 ⽇ 

（共）＊第 57 回 
11 ⽉ 15-16 ⽇ 

第 61 回 
12 ⽉ 12 ⽇ 

第 61 回 
12 ⽉ 12 ⽇  

A01 第 40 回 
2 ⽉ 1 ⽇     

A02 第 38 回 
2 ⽉ 16 ⽇ 

（共）第 44 回 
3 ⽉ 17 ⽇ 

第 50 回 
6 ⽉ 27 ⽇ 

（共）第 59 回 
11 ⽉ 18 ⽇  

A03 （共）第 44 回 
3 ⽉ 17 ⽇ 

＊第 46 回 
4 ⽉ 12 ⽇    

A04 ＊第 45 回 
3 ⽉ 21-22 ⽇ 

第 54 回 
9 ⽉ 20 ⽇ 

（共）＊第 57 回 
11 ⽉ 15-16 ⽇ 

＊第 58 回 
11 ⽉ 18 ⽇  

B01 （共）第 42 回 
3 ⽉ 8 ⽇ 

第 43 回 
3 ⽉ 10 ⽇ 

第 64 回 
12 ⽉ 20 ⽇ 

第 65 回 
12 ⽉ 22 ⽇  

B02 第 37 回 
1 ⽉ 17 ⽇ 

第 49 回 
6 ⽉ 14 ⽇ 

第 52 回 
7 ⽉ 19 ⽇ 

第 53 回 
8 ⽉ 19 ⽇ 

第 60 回 
11 ⽉ 2 ⽇ 

B03 第 39 回 
2 ⽉ 15 ⽇ 

＊第 47 回 
5 ⽉ 29-30 ⽇ 

＊第 48 回 
6 ⽉ 7 ⽇ 

第 63 回 
12 ⽉ 17 ⽇  

B04 （共）第 42 回 
3 ⽉ 8 ⽇ 

＊第 56 回 
10 ⽉ 9 ⽇    

B05 第 41 回 
2 ⽉ 17 ⽇ 

第 55 回 
9 ⽉ 23 ⽇ 

第 62 回 
12 ⽉ 13 ⽇   

C01 （共）第 59 回 
11 ⽉ 18 ⽇     

 

 

1.3. パブリケーションの総括 

2025年度全体としては、論⽂、発表、書籍の 3つの項⽬について、計 147の業績がある。
詳細については「4.  パブリケーション」に譲る。 
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雑誌論⽂ 学会発表 図書 総数 

総括班 1 6 3 10 

A01 5 3 2 10 
A02 3 5 0 8 

A03 10 4 4 18 

A04 4 10 1 15 
B01 6 6 6 18 

B02 2 1 6 9 
B03 4 11 4 19 

B04 0 11 1 12 

B05 7 5 6 18 
C01 7 3 1 11 

合計 49 65 34 148 
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2.1. A01：理論［価値論/倫理学・応⽤倫理学］班 

2.1.1. 年度⽬標および研究計画 

 昨年度に引き続き、⼈間以外をも対象とする「価値の態度適合理論」モデルの構築を⾏う
ことを⽬指した。具体的に⾔えば、態度という概念を⾃然化し、⼈間以外の存在者にまで拡
張することで、それぞれの存在が態度を持ち、それゆえに価値を享受していることを明らか
にしようとした。さらに、本年度は、そうしたモデルのなかで⾃律性や絶対的価値が問題に
なりえるのかどうかについても検討を試みた。 

2.1.2. 研究の実施状況と成果 
 ⼈間以外をも対象とする「価値の態度適合理論」のモデル構築については、そのモデル化
のなかで、⼈間以外の⽣物の態度が「命題的態度」になりえるのか、そもそも「価値の態度
適合理論」が命題的態度を必要とするのかどうかが検討すべき課題として残った。また、態
度を形成する際の主体性（エージェンシー）との関係のなかで⾃律性が問題になることもわ
かってきたが、それが絶対的価値とのどのような関係にあり、そして、尊厳という概念に連
続するものなのかどうかについても課題として残った。 
 次年度については、⼈間以外をも対象とする「価値の態度適合理論」のより洗練されたモ
デルを提案するとともに、そのモデルのなかで、⾃律性、絶対的価値、尊厳といった概念が
どのような連関を持つのかを明らかにすることを⽬標にする。 
 成果については、⽇本倫理学会での⼝頭発表（10⽉）や論⽂集での論考（2026年 7⽉予
定）などを通じて公にした。 

2.1.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

特になし。 
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2.2. A02：欧⽶圏［概念史］班 

2.2.1. 年度⽬標および研究計画 

本研究は、欧⽶圏における尊厳概念史を、現代に⽣起している「被造物の尊厳」などの新
たな尊厳概念を踏まえて再構築することを⽬的としている。これは、スイス基本法における
「被造物の尊厳」などの例に⽰されるように、従来の尊厳概念史では歴史的整合性が不明瞭
であった課題に応答する試みである。独仏語圏を中⼼とする概念史的⽔脈の調査と、尊厳不
要論の根拠となる隣接概念の⽐較概念史的検討を通じて、欧⽶圏尊厳概念史のモデル構築を
⽬指すことが本領域の基本⽅針である。 

前年度末には、今後の⾒通しとして以下を挙げた。①尊厳概念の歴史に関する専⾨的知⾒
を有する研究者を招いたワークショップを引き続き実施し、各班・各担当領域における概念
史研究を深化させる。②領域全体として国内外の研究会・国際ワークショップへの参加を通
じて学術的交流を拡充する。③従来⼗分に連携のなかった他班との協働も視野に⼊れ、領域
横断的な研究活動を⼀層推進する。④これまでに蓄積された概念史研究の成果を体系化し、
論集等の形で公刊する準備段階に⼊る。2025年度はこれを実現するため、以下を計画した。 
①前年度から継続しているリレー形式ワークショップを継続する。2025年度は、1⽉に古

代・中世哲学を対象として尊厳概念とその周辺概念の多義性を分析し、6⽉にはクザーヌス、
デカルトを対象に近世から近代への価値概念の展開を検討する。 
②各班と協⼒した調査やワークショップを通じて、⽐較概念史的⽅法論の確⽴を⽬指す。
これまでの会議では、⾮⻄洋圏における尊厳概念との接続の困難性が指摘された。「尊厳」
という語彙が存在しない⽂化圏でも、尊厳に相当する価値理解が存在し得ることをどのよう
に論じられるかを検討する。 
③国際的学術ネットワークを強化する。2024 年度は世界哲学会議に参加し、成果を得た

が、本年度はさらに欧⽶の研究機関との連携を深化させるため、国際会議等での発表・討論
機会を積極的に活⽤する。また、海外研究者との共編論⽂・共同プロジェクトの⽴ち上げに
取り組むことで、欧⽶圏の尊厳概念史再構築に国際的視座を取り⼊れる。 
④については、①と②での発表が論集の準備となる。 

2.2.2. 研究の実施状況と成果 

①については、2025年 1⽉ 24⽇、A02班成果報告とワークショップ「尊厳概念史の再構
築に向けて（1）：古代・中世哲学」を開催した。前半では、尊厳概念の理念的性格をめぐ
る理論的検討として、⾺場智⼀（班⻑）は「ジャック・マリタンのカント批判」で、20 世紀
フランスの哲学者マリタンにおける、尊厳と⾃然法の関係を整理し、そのカント批判の理論
的基盤を明らかにした。⾃然法（⼼に刻まれた法）の具体例としてアンチゴネーが引き合い
に出されている点は、概念を超えた現象としての尊厳という発想に道筋をつけた。宇佐美公
⽣は「尊厳概念の理念的性格―尊厳不要論と⾃律の検討」で、カントに代表される内在的・
絶対的価値としての尊厳概念に対する現代的批判（尊厳不要論）を踏まえつつ、態度適合分
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析などの理論枠組みによる擁護可能性を検討した。これにより、尊厳概念の規範的基盤を再
定式化する理論的⾒通しが⽰された。また、津⽥栞⾥は「なぜ尊厳概念史のネガティブ・ア
プローチなのか」で、尊厳の肯定的定義に先⽴ち、その毀損や否定の局⾯に注⽬することに
よって、尊厳概念の機能と限界を歴史的に明らかにする⽅法論的意義を⽰した。 

後半のリレー企画では、尊厳の「毀損」に注⽬するネガティブ・アプローチを採⽤し、ア
ウグスティヌスにおける sanctitas 概念や、トマス・アクィナスにおける dignitas の多義的
⽤法（⾃然本性的・社会的・ペルソナ的次元）の分析を、それぞれ⽯川知輝⽒（東京⼤学）、
内⼭真莉⼦⽒（法政⼤学）に依頼し、近代的尊厳概念とは異なる前近代的価値理解の多層性
を明らかにした。本企画を通じ、尊厳概念史をカント中⼼史観から相対化し、⾮欧⽶圏の尊
厳概念史との理論的接続可能性が⽰された。 

さらに 2025年 6⽉ 27⽇には、ワークショップ「尊厳概念史の再構築に向けて（2）：中
世・近世」を開催し、クザーヌスおよびデカルトにおける尊厳概念とその周辺概念を集中的
に検討した。前者については川崎えり⽒（上智⼤学）、後者については筒井⼀穂⽒（東洋⼤
学）に依頼した。dignitas という語⾃体の⽤例にとどまらず、imago dei、意志の⾃由、完全
性、⾼邁といった関連概念を通じて、⼈間の内的価値や被造物全体への尊重が、近代的尊厳
概念へと連なる思想的萌芽として析出された。 
②については、2025年 3⽉ 17⽇・18⽇に、総括班および A03班との共催による領域横
断交流会「⻄洋・東洋・現場の対話」を開催した。初⽇は各研究班の成果と課題を共有し、
尊厳概念の分析（A班）と、法・政治・医療・技術等の実践領域（B班）との接点、さらに
社会実装を担う C 班との連携可能性が具体的に議論された。⼆⽇⽬には、A03 班成果論集
『尊厳概念の転移』の書評会を通じて、東アジア思想・仏教思想・朱⼦学における⼈格・⼈
間観と尊厳概念の多様な展開が検討され、⻄洋中⼼的な尊厳概念史を相対化する視座が⼀層
明確となった。A02班主催ではない他班との研究協⼒企画については、「班相互の連携と公
募研究者との研究協⼒」で後述する。 
③については、国際ワークショップ The Concept of Human Dignity from Western/Eastern 
Perspectives（京都⼤学、2025年 11⽉ 16⽇）で、⾺場が発表「The Challenge of “the Dignity 
of the Elected One” (la dignité dʼélu) in the Conceptual History of Dignity」において、晩年
のレヴィナスとリクールの⼿紙に⾒られる尊厳に関わる議論を分析し、概念ではなく現象と
して尊厳（その代表例がアンチゴネー）を視野に⼊れるフランス語圏の議論に接続した。 

なお、本報告書提出（1⽉ 20⽇）の後、2026年 3⽉までの間に次の計画がある。①と③
に関連するものとしては、1 ⽉ 22 ⽇に慶應⼤学 X Dignity センターにおいて現段階までの
A02班の研究成果を総括し次の課題を展望する講演「〈尊厳〉――概念と現象の分節化」を
⾏う。2 ⽉ 23 ⽇にはドイツ・ベルリン⼤学において、上述のマリタン、レヴィナス、リク
ールの思想における尊厳という現象をめぐる思想を統合的に解釈することを試みる。②に関
連するものとしては、3⽉ 10⽇に東京⼤学本郷キャンパスにて A03班との共催により、『戦
場のカント』の著者・⽯川求⽒を招き、芦東⼭『無刑禄』と犯罪者の尊厳をめぐる思想を検
討する。撫順における戦犯処遇をめぐる倫理的実践を、カント倫理学と儒教的⼈間理解の交
差という観点から再考する予定である。 
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2.2.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

本年度は、A02班単独の理論研究にとどまらず、他班との連携を通じて、尊厳概念を実践
的・社会的⽂脈において検討する試みを進めた。これにより、概念史的研究と現場的課題と
の接続が具体的に促進された点に⼤きな意義がある。 

まず、2025年 9⽉ 5⽇に開催された初年次教育学会第 18回⼤会において、垣花亘⽒（⽯
川県⽴看護⼤学）、美濃由紀⼦⽒（同）とともに、「『異和感』から尊厳を考える――感情
活⽤のワークと哲学対話の⼿法を⽤いて」と題するワークショップを実施した。本ワークシ
ョップには、本⽥康⼆郎⽒（B04班）および柳橋晃⽒（C01班⻑）も参加し、初年次教育の
現場で実践可能なワークを通じて、尊厳を抽象概念としてではなく、⾝体感覚や感情を伴う
「実感された理解」として捉える⽅法を共有した。尊厳概念の教育的・社会的応⽤可能性に
ついての議論を契機として、次の C01班との共催企画へと発展した。 
2025年 11⽉ 18⽇に「⼦どものウェルビーイングの保障」と題する C01班主催ワークシ

ョップに、⾺場がコメンテータとして参加した。⼭⼝有紗⽒（⼦どもの虐待防⽌センター）
による報告では、⼦どもの尊厳が侵害される具体的状況が、ウェルビーイングの複数の側⾯
の⽋如として詳細に⽰された。本企画を通じて、尊厳が「侵害されたときに現象する価値」
であるという理論的理解を、ウェルビーイングという分析枠組みを通じて具体化できる可能
性が確認された。ウェルビーイングの諸項⽬は、ヌスバウムのケイパビリティ論と重なり合
う点も多いが、これは尊厳概念の規範的基盤を再検討するうえで重要な知⾒である。 

さらに、B02班主催企画には⾺場が 2回参加した。まずドイツ・ポーランド調査（2024年
9⽉ 5-11⽇）報告会（2025年 7⽉ 19⽇）にコメンテーターとして参加し、核抑⽌⼒をめ
ぐる最新の研究報告についてコメントした。次に 2025年 9⽉ 6⽇から 8⽇にかけて実施さ
れた B02 班主催の呉・広島フィールドワークに参加し、戦争・原爆投下という極限状況に
おける尊厳の毀損について、現地調査と討議を通じて検討した。A02班以外では A03、A05、
C01 班からも参加があった。これらを通じて、被曝体験の語りにおいて「語られないこと」
が持つ意味や、核抑⽌論に内在するホッブズ的⾃然状態の論理の正当化など、尊厳概念の観
点から再考すべき課題が浮かび上がった。これにより、尊厳の理論的検討が歴史的・政治的
暴⼒の記憶や語りの問題と接続される可能性が開かれた。 
以上のように、本年度の班相互連携および公募研究者との協⼒は、尊厳概念を理論・教育・
現場実践の各次元で往還的に検討する基盤を形成し、今後の領域横断的研究の発展に向けた
重要な成果をもたらした。 
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2.3. A03：⾮欧⽶圏［概念史］班  

2.3.1. 年度⽬標および研究計画 

A03 班では A02 班と連携しながら欧⽶圏に対抗できる⾮欧⽶圏の尊厳概念史を構築する
ことを⽬標としている。⼿法としてはアジア・イスラムを例に「⾮欧⽶圏」における「尊厳
に相当する概念」の思想史的考察と現状分析を実施する。資料には対象地域の諸⾔語で書か
れたテクストを活⽤し、内容を分析することでその特徴を明らかにする。 
A03班では 2024年 12⽉に班内の研究代表者・分担者及び特任研究員全員と、外部から招

いた研究者たちとの執筆による論⽂集『尊厳概念の転移』(⼩島毅・加藤泰史編)を法政⼤学
出版局から刊⾏した。2025 年度はその成果を受けて各⾃が個別問題関⼼に沿って実証的に
分析を深め、それらをメタレベルで統合するモデルの形成に努める。 
2025年度の年度⽬標を整理すれば、１）理性によって統合された存在という近現代的⼈間
観を班員の⼩倉が唱える「総合的⼈間」の⽴場から⾒直し、その成果を「尊厳」の定義・含
意について検討する材料として他班に提供することと、２）「⾮欧⽶」だが、欧⽶と同じ創
造神を信仰し⼈間を創造神の被造物としてとらえるイスラムの視点から「⼈間」を分析する
ことである。 
2025年度の具体的な研究計画は以下の通りである。 
1）中国南京⼤学歴史学部の張⽣教授を東京に招聘して 2025年 4⽉ 12⽇に「戦争の傷跡

と⼈間の尊厳」と題する国際ワークショップを開催する。張⽣⽒の報告「戦争と尊厳――南
京経験」をもとに⽇中戦争期の中国側の尊厳をめぐる動向について議論をおこなう予定であ
る。 
2）啓典クルアーンにもとづく⼈間観を基調としながら歴史的に多様な⼈間観が形成され

てきたイスラム⽂化圏における⼈間観の多様性と共通性を探ることを⽬標として、2026 年
3⽉ 13⽇に「イスラム諸思想における⼈間論の諸相」と題するワークショップを開催する。 
このほか、2025年 6⽉ 26⽇には公募研究者 2名に昨年度来の研究成果を報告してもらっ

て意⾒交換する研究会を開催する。なお、上記論⽂集『尊厳概念の転移』と関連しては研究
成果の国際発信のため、中国語と韓国語への翻訳も進める予定である。 
 

2.3.2. 研究の実施状況と成果 

A03 班では 2025 年 4 ⽉ 12 ⽇に東京⼤学駒場キャンパスにおいて「戦争の傷跡と⼈間の
尊厳」と題する国際ワークショップを開催した。本ワークショップは戦争の傷跡と⼈間の尊
厳の関係性を⽇中戦争期の南京虐殺事件を事例に検討し、⽇本の中国研究者・アジア研究者
および⽇本社会の次世代を担う⼤学院⽣・学部⽣に⼈間の尊厳を多⾓的に捉えるきっけかを
提供するものであった。張⽣⽒（南京⼤学歴史学部・教授）の報告「戦争と尊厳――南京経
験」によれば、南京虐殺事件へのかかわりは、直接的か間接的かにかかわらず、当時の中国
⼈はもちろんのこと、⽇本⼈を含む外国⼈にさえも、ナショナリズムの論理を超越して、そ
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れぞれの⼼理に深い傷跡を残したのであり、それが⼈間の尊厳の重要性を⼈々に⽬覚めさせ、
戦後の⼈権論や平和論を⽀える基盤を形成していくことにつながったという。多くの⽇本⼈
は、現在の中国の専制的なあり⽅を中国⽂化論として過去に安易に投影させがちだが、張⽣
⽒が語る⽇中戦争期の中国側の尊厳をめぐる動向からは、当時の中国が尊厳概念を内部から
も外部からも少しずつ成熟させていったことがうかがえる。 

また、2026年 3⽉ 13⽇には班員の菊地が中⼼となって「イスラム諸思想における⼈間論
の諸相」と題するワークショップを開催する予定である。イスラム⽂化圏における⼈間は、
啓典クルアーンにおいて信託を引き受けたがゆえに被造物の中でも特別な位置を占め、義務
を賦課される存在である。本ワークショップでは、このような⼈間観を基調としながらもイ
スラム⽂化圏では多様な⼈間観が形成されてきた事実に注⽬し、イスラム諸思想における⼈
間観の多様性と共通性について議論をおこなう。予定されている報告は以下の通りである。 
１）ガレノス以来の伝統を継承するイスラム医学は、古代ギリシアに由来する⾝体・精神
観を基礎とし、それらの保全を⽬指した。⽮⼝直英⽒（東京⼤学⼈⽂社会系研究科・助教）
はクルアーン由来の宗教的な⼈間観とは⼀線を画すイスラム医学の⼈間観について発表を
おこない、⻘柳かおる⽒（新潟⼤学教育研究院・教授）は現代の⽣命倫理を対象とし、イス
ラム教とイスラム医学に由来する⼈間観が近代⻄洋医学との対峙によりいかに変容したの
かを考察する。 
２）⼀⽅、イスラム圏には神との合⼀を志向するスーフィズムが誕⽣し、神秘哲学者イブ

ン・アラビーは世界を神の顕現としてとらえ、完全なる⼈間は神の写しであると考えた。藤
原路成⽒（東京⼤学⼈⽂社会系研究科・⼤学院⽣）はこのようなイブン・アラビー思想にお
ける⼈間と神・世界の関係について発表する。 
３）なお、世界や⼈間に対して肯定的な態度を⾒せるイブン・アラビー思想とは違い、シ

ーア派の⼀派、ヌサイル派には世界と⼈間の⾝体を邪悪なものとしてとらえる発想が存在す
る。菊地達也（A03班研究分担者、東京⼤学⼈⽂社会系研究科・教授）はこのようなヌサイ
ル派宇宙論における⼈間観について発表する。 

2.3.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

A03班はまず、2025年 3⽉ 17、18の両⽇にかけて東洋⼤学でおこなわれた「領域横断交
流会 ~⻄洋・東洋・現場の対話~」に参加し、A、B、Cの各班と並んで研究代表者の⼩島毅
が 2024年度の研究成果を報告し、活発な意⾒交換をおこなった。交流会の 2⽇⽬には本班
が 2024 年 12 ⽉に刊⾏した論⽂集『尊厳概念の転移』に対する書評会がおこなわれ、他領
域の研究者から多様で貴重な意⾒をうかがうことができた。 

また、2025 年 6 ⽉ 26 ⽇には公募研究者 2 名、すなわち姚毅（⼤阪公⽴⼤学・客員研究
員）と福井栄⼆郎（島根⼤学⼈⽂社会科学系・准教授）にその研究成果の中間報告をしても
らって意⾒交換する研究会を開催した。姚毅は「⽣殖補助技術（ART）と「儒教的な⼈間の
尊厳」とジェンダー」と題する報告をおこない、現代中国においておこなわれている⽣殖補
助技術と儒教倫理をめぐる議論について整理・分析した。姚毅によれば「代理出産に対して
中国ほど賛否両論が激しい地域は類を⾒ないが、容認すべき要請がより強い。そこには「儒
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教的尊厳」概念が深く影響している」という。この問題について姚毅は「代理出産に関して
⾔えば「儒教的尊厳」はほとんど⽣殖を前提とする「⽗⼦関係」から説明されているため、
「⾎統」「⽗⼦関係」（親⼦関係）を中核とする関係性を⾒直さない限り、「男性中⼼的な
⾎縁幻想」を避けることができない」といい、多様な「親⼦関係」を可能にするためにはジ
ェンダーの視点を取り⼊れることが重要であると結論づけた。福井は「⼈格と尊厳̶̶⽂化
⼈類学の視点から」と題する報告をおこない、⽂化⼈類学の視点から、尊厳（価値を認める
こと）の対象物としての「⼈格」は社会関係のなかで構築されるものなので、「⼈権」のよ
うに⽣まれながらにして⼀⼈ひとりに内在しているものでもないと分析した。福井はオセア
ニアのヴァヌアツ共和国を研究対象として、⾃然物や⼟地が⼈格を形成するというオセアニ
ア的社会構造を再考することによって、オセアニア的⼈格の特徴とその共在性を明らかにし、
⽂化⼈類学的な⼈格論の限界と可能性を⽰唆した。 
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2.4. A04：世界哲学史構想班  

2.4.1. 年度⽬標および研究計画 

⽇本の哲学界で推進している「世界哲学/世界哲学史」のプロジェクトは、これまで⻄洋哲
学に限定されがちだった議論の枠組みを全⾯的に改め、アジアや⽇本の視点を捉え直す哲学
の試みである。これまで複雑な歴史背景で受け継がれてきた「尊厳」概念は、世界哲学によ
って正しく捉え直される主題である。本班は、総合的な学際研究のなかで基盤となるこの重
要概念を世界哲学の視座から考察し、特に東アジア哲学の視点を⻄洋哲学の歴史と対決させ
ることで新たな可能性を開いてゆく(A03班と連携)。具体的には「尊厳学」の基本となる「哲
学」概念を「世界哲学/世界哲学史」から検討し明確化する。また「尊厳」概念を焦点とし
て欧⽶圏と⾮欧⽶圏を共に視野に収める世界哲学史を打ち⽴て、その成果を世界哲学会議
WCP等の機会で⽇本から発信して、世界規模での「尊厳学」の確⽴に寄与する。 
2025 年度には、「世界尊厳学」の構築に向けて世界的なネットワークにおいて議論を進
め、2028年 8⽉に東京で開催される「世界哲学会議WCP」で世界尊厳学を打ち出すために
準備を進めていく。具体的には、9⽉に FISP（哲学系諸学会国際連合）の執⾏部が東京⼤学
本郷キャンパスに来て研究計画を打ち合わせることになっており、それに合わせて公開のセ
ミナーを開くなど、世界哲学の推進とそこでの尊厳学の確⽴について意⾒交換を⾏う。 

班のメンバーはそれぞれ⾃分の領域で「尊厳、世界哲学」を考察し、国際的な研究会や学
会発表を通じてその成果を共同で検討していく。国際連携の範囲として、韓国、中国、イン
ドをはじめとするアジア諸国、ヨーロッパに加えて、南⽶との連携を強化していく。 

2.4.2. 研究の実施状況と成果 

2025年 4⽉ 23〜25⽇には⽇本学⼠院で開催された環境美学国際学会（WAGA）に納富が
参加し、各国から参加した美学研究者と地球環境問題に直⾯する哲学・尊厳学のあり⽅を議
論した。 
5⽉ 5〜9⽇は、スペイン・マドリッドで開催された国際プラトン学会の第 14回プラトン・

シンポジウムに納富が参加し、プラトン『テアイテトス』について研究発表を⾏い、尊厳概
念を含めた哲学のあり⽅について議論した。 
5 ⽉ 11 ⽇には東京⼤学藝⽂書院 EAA 主催の中国哲学セミナー（東京⼤学駒場キャンパ
ス：⽯井剛教授がホスト）に中島と納富が参加し、中国での哲学の最先端の状況を中国、韓
国、⽇本の研究者・学⽣と議論した。 
6⽉ 25〜27⽇には納富が、中国・重慶の⻄南⼤学で開催された「グローバルサウスにおけ

るプラトン」国際会議に参加し、ヨーロッパや北アメリカの先進国からではない視点で世界
哲学を推進する可能性について、アフリカ、アジア、ロシア、ヨーロッパ、⽶国からの研究
者と議論した。 
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8⽉１〜5⽇には東京⼤学本郷キャンパスで第 21回国際⼥性哲学者連盟⼤会（IAPH）を
開催し、インド、ドイツ、⽶国、ウクライナ、中国、韓国など多数の国から参加した⼥性哲
学者らと、世界哲学を遂⾏するにあたってジェンダーの問題などを議論した。 
8⽉ 15〜17⽇には中国・北京で、中国社会科学院（CASS）と⽇本哲学会（納富会⻑）の

共催で第 8回⽇中哲学フォーラムを開き、納富が「世界哲学と古典学」について基調講演を
⾏った、 
9⽉ 12〜16⽇には、東京⼤学本郷キャンパスで FISP 役員と納富・中島・上原が参加する
世界哲学会議に関わるワークショップと会議が⾏われ、海外からの研究者と「尊厳」概念の
世界哲学的可能性について議論した。 
9⽉ 20⽇には、東京⼤学東洋⽂化研究所で、中島主催でブレット・デービス『⽇本哲学』

の書評会が⾏われ、上原、納富が参加して、⽇本哲学の可能性をめぐって議論を⾏った。 
9⽉ 22〜24⽇には、京都哲学研究所（KIP）主催の第 1回京都哲学会議に、中島、上原、
納富が参加し、世界各国からの哲学、AI 研究者、および⽇本国内の産業界の代表と世界哲
学の可能性について議論した。 
9⽉ 13〜23⽇に、納富がギリシアに滞在し、アテネ、テッサロニキ、クレタでそれぞれギ

リシア哲学の講演・研究発表を⾏った。 
11 ⽉ 13 ⽇には東京⼤学⽂学部で、インド・デリー⼤学から招聘した Balaganapathi 
Devarakonda教授による、Self-Reliant Interdependence: Rethinking the Ontology and Ethics 
of Dignityの講演を⾏い、多分野の研究者や学⽣と尊厳について議論を⾏った。 
11⽉ 14〜16⽇には京都⼤学で、総括班との共催で国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 The 
Concept of Human Dignity from Western/Eastern Perspectives」を開催した。 
11⽉ 18⽇には東京⼤学⽂学部で、Corinna Mieth教授 (Ruhr-Universität Bochum)によ

るカント哲学と尊厳概念の講演会を開催した。 
11⽉ 18〜28⽇に、納富はブラジルでリオデジャネイロ⼤学で講演、サルバドールでのバ

イア⼤学で開催された国際学会で講演し、世界哲学における尊厳概念を参加者と議論した。 
2026年 1⽉ 24〜27⽇に納富が韓国・ソウルを訪問し、ソウル⼤学哲学科で講演を⾏うと

ともに、韓国の哲学者たちと世界哲学・尊厳学について今後の研究協⼒を話し合った。 
2026 年 2 ⽉ 2 ⽇には、東京⼤学⽂学部で国際シンポジウムを開催し、中島（東洋⽂化研

究所）と納富が主催して議論を⾏った。 

2.4.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

総 括 班 と の 共 催 で 、 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 「  The Concept of Human Dignity from 
Western/Eastern Perspectives」を、2025 年 11 ⽉ 14 ⽇〜2025 年 11 ⽉ 16 ⽇に京都⼤
学で開催した。海外からの 4名の研究者を含め、6名の発表により、多⾓的に「尊厳」概念
が現代社会において持つ意義を検討した。 
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2.5. B01：法制度［憲法/メディアなどを含む］班  

2.5.1. 年度⽬標および研究計画 

2023 年度、2024 年度は、尊厳学と法に関する B01 メンバーの専⾨分野の違いを踏まえ、
問題視⾓の共有に取り組んだ。具体的には、B01班は、憲法史・憲法思想・ドイツ憲法理論
研究を専⾨とする⽯川、情報とプライバシー、AI と⼈権研究を専⾨とする宮下、ジェンダ
ー論、ケア理論研究を専⾨とする池⽥、フランス憲法、国際⼈権法、⽣命倫理、⾝体に関す
る⼈権研究を専⾨とする建⽯と、同じ法学でも研究テーマが異なっている。そのため、それ
ぞれの研究テーマに関する知識や先⾏研究を共有することには時間がかかった。 

そもそも「尊厳」が実定法として法の世界に登場するのは、第⼆次世界⼤戦後のことであ
る。戦中のファシズム国家による差別に基づくジェノサイドや強制収容、⼈体実験等の経験
は、それまでの国際法や憲法が、現実の⼈の⾝体や⽣命の保護には効果が無く、また戦時国
際法である国際⼈道法も全体主義国家には実効性がないことが明⽩となった。そのため、戦
後の国際社会は、18 世紀の近代憲法のルネッサンスとして、⾃然法へと回帰し、⼈が⼈で
あることによる尊厳の保護、差別の禁⽌を、国連憲章や世界⼈権宣⾔、また戦後に制定され
た枢軸国だった国の憲法では、それじれ尊厳や船⻑を定めた。例えば、⽇本国憲法 13条の
個⼈の尊重、イタリア憲法 2条の個⼈の不可侵、3条の市⺠の同等の社会的尊厳、ドイツ基
本法 1条の⼈間の尊厳は不可侵などである。また憲法上の尊厳は、その後、多くの国の憲法
で保障されるようになり、2010年代には約 160か国の憲法において尊厳の保護が⾒られる
という。しかし、「尊厳」は、実定法として実際の適⽤する際には、その定義、解釈などに
おいて明確さ、厳密さを⽋くという困難がある。したがって、尊厳規定の適⽤に関しては、
国によって、また適⽤される分野やテーマによってその解釈が異なる状況となっている。そ
うした，法における「尊厳」解釈の難しさについて、メンバーのそれぞれの個別研究分野に
おいて検討するとともに、メンバー間の議論、また専⾨の異なる他の班の研究成果と対話す
ることで、より明確さを増して医育事が今年度の⽬標である。 

したがって、2025 年度は、班のメンバーそれぞれの「専⾨研究分野における尊厳学の検
討」を深めること、およびその成果を共有し、考察に関して議論を深めることを年度⽬標と
した。 

また、他の班との共同研究も、B01班から他の班との対話のためのテーマを彫塑し、学問
領域医の異なる研究者との共同研究が、相互に知識や思考が進展するような⼀定の成果に向
けて働きかけることを⽬標とした。12⽉に哲学を専⾨とする B04班の報告者に対して、B01
メンバーが指定討論者として議論を深める形式で実施し、哲学と法学（憲法）との対話の試
みとして取り組んだ。 

さらに、個別の研究テーマに関わる研究成果の公開として、尊厳に関連するテーマについ
て、多様な学会のシンポジウムへの参加など積極的に⾏うことも⽬的の⼀つとした。 
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2.5.2. 研究の実施状況と成果 

l 2025年 4⽉ 7⽇ 研究会 
2025年度の研究課題についてのブレーン・ストーミング（上述の内容） 
公募研究に関する審議 

l 2025年 4⽉以降 各⾃で尊厳学に関する研究の継続（成果公開など後掲） 
l 2025年 12⽉ 22⽇ 

『尊厳学の確⽴』フォーラム（B01&B04合同研究会）「尊厳と権利の関係を哲学的に
再検討する」 

報告者：伊藤克彦⽒（⼭⼝⼤学特命助教授）「尊厳と⼈権の関係を再検討する̶
J.Tasioulasの⼈権論の検討と評価̶」 

パネリスト：⽯川健治⽒（東京⼤学教授） 
l 2026年 1⽉ 10⽇ 尊厳と法を考えるフォーラム（B01&B04合同研究会） 

「尊厳の法理論 ケアと共感に基づく⼈権のあり⽅」朱頴嬌（⼭⼝⼤学講師）、 
コメント、曽我部真裕 （京都⼤学教授）、杉本俊介（慶應義塾⼤学教授） 
 

＜成果＞ 
2025年度は、前半は研究分担者それぞれの個別研究活動に従事し、12⽉以降、B04班

と合同のフォーラムを 2回開催した。12⽉ 22⽇のフォーラムは､⼈権概念における尊厳
の位置づけに関する Tasioulasをとりあげ哲学の観点から検討した。⼈権の正当化の根拠
として尊厳概念を位置づける Tasioulasを評価する講演者の主張と、⼈権は政治的共同体
における合意に過ぎない、という⾒⽅の対⽴が明らかにされた。 
2026年 1⽉ 10⽇のフォーラムは、2025年度に書評研究会を⾏った書籍の著者を招い

て、「尊厳とケア」を中⼼に議論が⾏われた。法学の観点から検討する朱⽒は、尊厳の実
定法化を所与の事実として論を進め、その具体的な⼈権概念の内容について検討された。
その点で、12⽉ 22⽇の伊藤⽒の観点との相違が明らかになった。また倫理学を専⾨とす
る杉本⽒からのコメントからは、実定法学の⽋缺についての指摘があり、他分野との交流
による新たな視点が浮き彫りになった。 

 
l 個別の研究報告 

• 建⽯真公⼦ 
① ⽐較法学会 2025年 6⽉ 7⽇ 専修⼤学 ミニシンポ 

「序論 COVID-19以降に求められる⽣命権の解釈の深化」 
「国際⼈権法における⽣命権保護」  

② スポーツとジェンダー学会 2025年 7⽉ 6⽇（⽇）関⻄⼤学 
「ジェンダー・セクシュアリティの視点からみたスポーツへの政治介⼊ーVSC

⼥性 の権利保護と「公平な競技場」ー」 
③ 憲法ネット 103 勉強会 2025年 11⽉ 24⽇ オンライン 
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「⽣命権保護に関する国の積極的義務の射程ー⽇仏の終末期法制から考える
ー」 

④ ⽇本学術会議 健康・スポーツ科学分科会主催シンポジウム 2025年 12⽉ 7⽇ 
早稲⽥⼤学リサーチ・イノベーションセンター 
「⾝体に介⼊する科学とスポーツ：ドーピングとゲノム情報の視点から考える」 
建⽯真公⼦「⾝体に介⼊する科学に関する⼈権と法的ルールの現状と課題」 

⑤ 市⺠公開講座 2025年 12⽉20⽇ パシフィコ横浜会議センター 
⽇本学術会議 統合⽣物学委員会・基礎⽣物学委員会・基礎医学委員会合同「ゲ

ノム科学分科会、臨床医学委員会「臨床ゲノム医学分科会」、共催：⽇本
⼈類遺伝学会、後援：科学研究費学術変⾰領域研究 A「各国憲法や各国⽣
命倫理法等の⽐較に基づく尊厳概念の法的分析」 

建⽯真公⼦「ゲノム情報の利活⽤における「個⼈の尊重・尊厳」ー欧州の法制
度を中⼼にー」 

• 池⽥弘乃 
⽇本法哲学会 2025年 5⽉ 17⽇⽴正⼤学 ⼤会シンポジウム「感情は度のよ

うに論じられるか−感情と政治」 
池⽥弘乃「共感・反感・尊厳 法を成り⽴たせる感情について」  

    
l 報告書の提出以降（1⽉〜3⽉）のフォーラムの予定 

① 2026年 1⽉ 10⽇（⼟） 14時〜17時 
憲法と尊厳学フォーラム（2）「脆弱性とエンハンスメント技術ーポストヒューマ

ンの尊厳の理論的可能性を考えるー」 
講師：朱穎嬌⽒（⼭⼝⼤学講師） 
コメンテーター：曽我部真裕⽒（京都⼤学教授） 
コメンテーター：杉本俊介（慶應義塾⼤学教授） 
場所：中央⼤学茗荷⾕キャンパス 3 階 3Ｅ10教室  

② 2026年 3⽉ 14⽇（⼟）14時半〜18時 オンライン開催 
公開シンポジウム（B01 共催）「医科学知は誰のものか？―医科学による管理と＜

⽣の⾃⼰決定＞をめぐる対話―」 
建⽯真公⼦「フランスにおける医療⺠主主義の現状と課題―何が尊厳を誰がどう決   

めるか』 
 

2.5.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

①上述 12⽉ 22⽇ B04班との合同研究会 
②上述 2026年 1⽉ 10⽇ B04班との合同研究会  
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2.6. B02：政治［国際政治/移⺠・難⺠などを含む］班 

2.6.1. 年度⽬標および研究計画 

班全体としては、研究会、外部スピーカーを招いた研究会、韓国における⽇本⽀配時代や
冷戦期の⺠主化運動などの際の尊厳に関わる調査、広島における被爆者と尊厳にかかわる調
査、３⽉に⾏うオーストラリアでの先住⺠・移⺠・外国⼈労働者と尊厳にかかわる調査など
を踏まえて、国際社会における法、政治、社会、⽂化などさまざまな領域において、「尊厳」
概念がどのように利⽤され、⾔及されてきたか、それぞれの由来、発展過程について基本的
な⾒取り図を得ることを⽬標とした。芝崎は国際⽂化論の観点から、国際交流、⾳楽におけ
る尊厳の問題を検証すると同時に、エラスムス及びその像、新カント派哲学、緒⽅貞⼦など
の研究に着⼿する。斎藤は政治理論において、尊厳の毀損にかかわる諸概念について引き続
き検討する。川眞⽥は国連憲章ほかの国際法における尊厳概念の導⼊過程を検証する。岸⾒
は⼊管における⾮⼈道的な取り扱いに関して、イギリス、オーストラリアなどの国際⽐較を
踏まえた「尊厳」概念の有⽤性を分析する。 

2.6.2. 研究の実施状況と成果 

班全体としての⽬標は、各⾃の専⾨分野における研究をさらに深めることに加えて、班全
体のテーマである「国際社会における尊厳」をとらえる統⼀的な理論的、哲学的な視座を確
⽴することにあった。具体的には、２０２５年２⽉に⾏った韓国での調査に関する報告会を
他班と連携してさらに、他の班との共同・連携活動を強化することを⽬標とした。 

芝崎は、同書の研究成果をできるかぎり領域横断的、学際的な形で検討することで、国際
社会における尊厳概念がもつグローバルな広がりに関する理論的な考察を試みた。斎藤は
「劣位化」に関する先⾏研究を整理した上で、それらが「尊厳」概念に基づくリベラルな社
会の形成に対する有効性を検証した。川眞⽥は世界⼈権宣⾔における尊厳概念の導⼊過程に
ついて、先⾏研究に基づいて分析を進めた。岸⾒は⼊管へのフィールドワークや英国など海
外の事例についての先⾏研究を検討した。 

2.6.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

 班全体としては、ケアと尊厳、被爆者と尊厳にかかわる研究会を開催したほか、穐吉敏⼦
とその⾳楽活動を尊厳の観点から考察する研究会を開催した。２０２５年２⽉に実施した韓
国における尊厳にかかわる歴史的遺構の報告会を他班と連携して⾏い、さらに９⽉には他班
と合同で被爆者への聞き取りを含めた⼤久野島・呉・江⽥島・広島市内へのフィールドワー
クに取り組んだほか、他班が開催している合同研究会への参加を⾏った。 
 メンバー各⾃も順調に業績を蓄積している。例を挙げると、岸⾒は複数の共著書に寄稿し
たほか、学会報告を⾏い、齋藤も論考を発表し、芝崎は穐吉敏⼦論の報告を含めた複数の共
著書を刊⾏しているほか、スイス・ドイツでのフィールドワークと研究報告を⾏った。 
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2.7. B03：経済・福祉政策班 

2.7.1. 年度⽬標および研究計画 

本研究の⽬的は，介護や医療，福祉などの臨床場⾯，病いと障害当事者の⽣活場⾯におい
て出現する尊厳問題に着⽬し，既存の学問研究の⽅法的枠組（特にリベラル・デモクラシー
を牽引し，牽引されてきた主流派経済学）と，福祉国家のあり⽅（特に近年の社会福祉基礎
構造改⾰「措置から契約へ」の先に来るべき姿）を批判的に精査することにある． 

「⼈間の尊厳は不可侵の絶対性をもつ」，「毀損されることも⽐較秤量されることもな
い」．これらの⾔明は尊厳を尊重する義務の崇⾼性を喚起すると同時に，尊厳を尊重する義
務違反を糾弾し，それにより個々⼈が受けた測り知れない被害を測ることの重要性と，被害
に対する制度的な補償と，制度を越えたさまざまなかたちの社会的⽀援の必要性を喚起する． 

本研究は「尊厳のケイパビリティ」という操作概念のもと，「測らないこと,測るべきで
ないこと」と「測ること，測らざるを得ないこと」との緊張関係に留意しながら，「測る」
ための理論と⽅法を開発する．昨年度までの成果は次の 2点である． 
１）ケイパビリティ・アプローチ，障害学と現象学，認知症と⽣命倫理学などの包括的な

理論的・実践的枠組みが，⼤まかに共有されることにより，「尊厳学研究」とそれに基づく
「福祉経済政策の⽴案」に関して，より総合的で奥⾏きのある構図（⾒⽴て）を得た． 
２）研究者⾃⾝が内包する多様で複層的な当事者性を積極的に⽣かしつつも，各⼈の⽴ち

位置の偏りに相互⾃覚的であるための研究技法がいくつか考案され，理論化されつつある． 
これらの成果のさらなる発展に向けた，本年度の研究計画は次の 3つである． 
1）個⼈のケイパビリティ，すなわち「本⼈が選ぶ理由のある（reason to value）ways of 

living」の機会集合（⾃由・選択・集団意識）を測るための理論と⽅法を探る．具体的には，
さまざまな境界領域の「内と外を⾃由に往来する」個⼈のケイパビリティを測定する⽅法を
探る． 
2）マイノリティ当事者（特に、障害当事者とその家族）の「⽣きづらさ」や「尊厳」に

ついて、「⽣きられた経験」に注⽬し、関係性、⾝体性、状況性、脆弱性、主観性を主要な
特徴とするフェミニズム的な枠組み，ならびに，現象学的アプローチを使って明らかにする。 
3）医療・ケアの受け⼿が「⾃律的ではない」と判断される認知症状態などの場合に、意

思決定において「その⼈」にとっての益や害がどのような内容で捉えられているかを検討す
ることにより、「その⼈」の尊厳やそれを尊重するあり⽅についての多様な捉え⽅を把握す
る。 
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2.7.2. 研究の実施状況と成果 

B03班の本年度の活動は，「尊厳へのケイパビリティ」と「尊厳を尊重する義務」などの
概念を⼿がかりとして，「福祉と教育、現場実践と理論を横断しながら、得られた実践知を
理論的に整理・深化させること」と集約される． 

具体的な活動の柱は次の 2つである． 
（1）研究会を企画し開催した．具体的には，「The Phenomenology of Human Dignity 

and Vulnerability」，「ワークショップ⽀援と尊厳―⾒えない声に⽿をすます ともに⽣き
るコミュニティの つくり⽅」 「 15th Trans Pacific Labor Seminars, 2025@Tokyo」
「International Workshop on Normative Economics and Philosophy」という 4つを開催し
た． 

（2）各メンバーの専⾨分野である現象学，⽣命倫理哲学，経済哲学，開発研究に関して，
⽂献資料の収集，論⽂執筆，海外事例調査，そして，Dipex-Japan「健康と病の語り」デー
タベース分析などの個別的・協同的な研究活動を⾏った． 

加えて，B02班と共催した研究会（⼭⽥祥⼦⽒を迎えた勉強会「国境を越えるケアの規範
的考察：正義・ケア・尊厳の観点から（仮）」）では，当⼈の「⾃発的な選択である」とい
う議論の限界について，また，外国⼈家事労働者の労働権と尊厳との関係について，などの
論点を提起して議論を深めた． 
これらの活動から得られた知⾒・成果は以下のようにまとめられる． 
第⼀に，いくつかの重要なトピックスに関する豊富な事例の現象学的分析を通して，屈辱

や恥の経験と主体性（⾃⼰擁護の声）の喪失との関係，関係性や環境、⽀援の編成のあり⽅，
などに関する豊かな知⾒が蓄積された．第⼆に，ケイパビリティ・アプローチの定式化の作
業を通じて，⾃由と平等の内在的関係，個と公共，媒介集団との関係など，近代リベラリズ
ムの根幹ともいえる概念の再定義がなされた．第三に，認知症を有する⼈の「尊厳」がどう
捉えられ、それをどう尊重するかについて、主に医療・ケアの意思決定の⽂脈において検討
された。これらは本年度の活動の⼤きな研究成果であったと⾔えるだろう． 

さらに，本年度の活動について特記すべき事柄は，現象学的分析とケイパビリティ・アプ
ローチの重ね合わせが試みられたことにある．現象学的分析は，尊厳概念を関係的かつ⽣成
的なものとして捉え直すよう促す．それらは「この⼈の中にある⼤切なもの」への想像⼒を
基盤とする．ケイパビリティ・アプローチは，同様の境遇にある（体験を持つ）他の⼈々が
現に実現している⽣き⽅を、⾃分⾃⾝のあり得た（そしてあり得る）⽣き⽅として認識でき
ること（集団意識の形成）を基盤とする．両者の視点の重なりは，「ケイパビリティとは、
⾃⼰と世界の関係がどのように開かれ、どのように制約されているかを問う存在論的枠組み
でもある」（稲原）という命題に集約される． 
このような現象学的分析とケイパビリティ・アプローチの重ね合わせは，あらゆる個⼈の

基本的な「尊厳へのケイパビリティ」を保障するしくみ（制度・慣習・意識）を構築するう
えでも，さまざまな個⼈間・グループ間の関係性において「尊厳を尊重する義務」が，意識
するとしない，とにかかわらず，遂⾏されるためにも．重要である． 
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来年度は，意思決定において認知症等の病いを有する⼈の尊厳を尊重するあり⽅を共通
のテーマとして，⽣命倫理学と現象学，社会的選択理論（集団的選択と社会厚⽣）との重ね
合わせを図りたい．これら異分野の視点の重ね合わせは，福祉と尊厳概念の理解を深化させ，
哲学と経済学という 2つの学問のパラダイムを批判的に展開する牽引⼒となるに違いない． 
3⽉ 1⽇に「ワークショップ⺠主主義と尊厳−「⽣きられた経験」から問い直すー」を開

催予定である．また，3⽉ 20⽇に第 2回ワークショップ「認知症と尊厳とコミュニティ」
を開催予定である． 

2.7.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

「B02班との連携企画におけるコメント概要」（⽇笠晴⾹） 
国境を越える移住ケア労働者をテーマとした社会的な正義とケアの問題に関して、当⼈の

「⾃発的な選択である」という議論の限界や、⺟⼦間だけに限られない多様なケア関係の
中での尊厳という観点から、社会の構造的要因や制度によって脆弱である⼈の尊厳概念の
検討を深めた。特に、そのような脆弱な⼈が「独⾃の背景や関係性を持つひとりの⼈」とし
て捉えられていないことの問題など、医療ケアにおける認知症の⼈の意思決定の問題にも
共通する論点が多く把握された。また、尊厳が何か特定の⽴場からパターナリスティック
に「与えられる」ものではなく、相互に確認し尊重されるものであることが検討された。さ
らに、相互に確認しあうものとして尊厳を捉えるためには、従来のような主体的選択や⾃
律能⼒のような特定の性質や能⼒等には還元されない尊厳の基盤となる要素を明らかにす
る必要があることの議論を深めた。 
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2.8. B04：先端科学技術政策班 

2.8.1. 年度⽬標および研究計画 

1.これまでの研究成果を踏まえて班全体として設定した今年度の⽬標・中⼼的に取り組んだ
問題 

2025年春頃に開催された B04班ミーティングにおいて、前年度（2024年度）までの研
究の課題として、①国内在住の研究者を中⼼とした研究が多くなっていること（国際研究
という観点の少なさ）、②⻄洋圏の哲学・倫理学の枠にとらわれた研究が多くなっている
こと、③パブリケーションが出せていないこと、の３点が確認された。 

そこで今年度の⽬標としては、(1)海外の研究者を含めたワークショップないしは研究会
の開催、(2)必ずしも⻄洋圏に留まらない広範な研究、(3)論⽂集の出版、の 3点を設定し
た。 

また、B04班の研究においては、研究領域を⼤きく 4つに分類して研究を進めている。
それぞれ「AI・ロボットの社会的受容に伴う問題点の析出」「AI・ロボットの社会的受容
が⼈間の尊厳に与える影響の評価」「AI・ロボットの社会的受容が AI・ロボットの尊厳
に与える影響」「トランスヒューマニズム問題の観点からの『尊厳』関係の検討」である。
今年度は、主として「AI・ロボットの社会的受容に伴う問題点の析出」および「AI・ロボ
ットの社会的受容が⼈間の尊厳に与える影響の評価」の 2点に注⼒した。 

 
2. 上記の⽬標を達成・解決するために設定した研究計画 

(1)について：海外の研究者を招聘したワークショップを開催した。ドイツからはゲザ・
リンデマン先⽣、トルコからはアイビケ・トゥルク先⽣をお呼びし、2025 年 10 ⽉ 9 ⽇
(⽊)に慶應義塾⼤学⽇吉キャンパスにてワークショップワークショップを開催した。また、
ワークショップの前後には、両先⽣との研究会・勉強会を開催した。また、リンデマン先
⽣には下記の論⽂集にもご寄稿をお願いしている。 
(2)について：上記のワークショップにおいて、トルコ在住の研究者である上記のトゥ

ルク先⽣を招聘した。 
(3)について：B04 班が中⼼となり、「AI・ロボットと尊厳」をテーマにした論⽂集を
作成している。本年度 3⽉頃に出版予定である。本論⽂集の第⼀部は「AI・ロボットの社
会的受容が⼈間の尊厳に与える影響の評価」、第⼆部は「AI・ロボットの社会的受容に伴
う問題点の析出」を扱ったものである。 

2.8.2. 研究の実施状況と成果 

1.今年度中に実施した研究会、勉強会、調査活動等の概要と、それらから得られた知⾒・成
果 
【国際ワークショップ】 
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 B04班が主催となり、10⽉ 9⽇（⽊）、慶應義塾⼤学来往舎にドイツ・トルコから 2名
の研究者（Gesa Lindemann 先⽣、Aybike Tunç 先⽣）を招聘し「AI・ロボットと尊厳」
をテーマとした講演会を⾏った。以下、それぞれの先⽣の講演から得られた知⾒・成果を
記す。 
 
リンデマン先⽣の講演から得られた知⾒： 
 リンデマン先⽣の議論では、あらゆる⼈間が等しく尊厳をもつという考え⽅は制度化さ
れた社会規範として近代の時間秩序に基づいたものであり、この秩序に基づかない技術規
範に従うかぎり AIやロボットにおいても尊厳をもつ可能性はないと論じられた。ここで
の社会規範は 18 世紀産業⾰命以降に登場した近代の時間秩序、以前―以降の関係だけで
なく過去―現在―未来の近代的関係に特徴づけられた期待であり、秩序を維持する機能的
側⾯と秩序を壊す者へ責任を課す道徳的側⾯をもっているとし、そのアイデアの詳細が議
論された。⼀⽅、以前―以降の時間秩序に基づく技術規範には機能側⾯はあっても道徳的
側⾯はなく、技術規範に従う現在の AIやロボットには尊厳をもつ可能性は開かれていな
いと論じられた。ただし、リンデマン先⽣によれば、今後社会規範に従う AIやロボット
が登場する場合、尊厳をもつ可能性があることが⽰唆された。 
 
トゥルク先⽣の講演から得られた知⾒： 
 トゥルク先⽣には AIやロボットが法的⼈格を持ちうるかについて論じていただいた。
しばしば法的⼈格を保持するための条件として尊厳が提⽰されることがあるが、その際の
尊厳とは⾃律性や合理性といったカントに基づくものである。しかし、アーレントによれ
ば、こうした尊厳の理解において前提されているのは、「個⼈が⽣まれながらに価値をも
つ」という考え⽅である。その前提に基づく限り、⼈権が抽象的で空疎なものになってし
まう。⼈権をそのようなものにしないためには、互いを信頼し、平等な存在であると認識
しあうという合意が必要である。相互の契約によってのみ権利の主体になることができる
とすれば、たとえば、象や川といったものも法的⼈格になることができる。トゥルク先⽣
は、カリフォルニア州オハイで実際に象に⾝体的⾃由が認められた例を挙げつつ、同様の
仕⽅で AIやロボットも法的⼈格を持つことができる道筋はあるとの主張を提⽰された。 
 
【ワークショップ「尊厳と権利の関係を哲学的に再検討する」】 
 伊藤の議論では、近年の英語圏で、尊厳概念を直接⼈権の基礎として位置付ける議論が
⽐較的少ないことが指摘され、「尊厳は⼈権の基礎の⼀つである」という⽴場を現在も展
開する法哲学者である John Tasioulas⽒の議論をもとに、尊厳概念と⼈権の基礎の関係に
ついて発表された。（ただし、John Tasioulas⽒は現在ハラスメントの疑惑で係争中であ
ることを断っておく。） 
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2.8.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

本年度は B01班との連携のもと、以下の２つのイベントを準備した。（第⼆のイベントは
2026年 1⽉に開催予定である。） 
 
【ワークショップ「尊厳と権利の関係を哲学的に再検討する」（with B01班）】 
 12⽉ 22⽇（⽉）にオンラインにて上記のワークショップを⾏った。B04班からは伊藤
が報告者として登壇し、近年の英語圏では、James Griffinや Charles Beitzのような「⼈
権の哲学」の代表的論者の議論を例とするように、尊厳概念を直接⼈権の基礎として位置
付ける議論が⽐較的少ないことを指摘しつつ、依然として「尊厳は⼈権の基礎の⼀つであ
る」という⽴場を現在も展開する法哲学者である John Tasioulas⽒の議論をもとに、尊厳
概念と⼈権の基礎の関係について発表した。また、B01班からは、⽯川健治先⽣がコメン
テーターとして登壇され、伊藤報告に対して、「尊厳と権利の関係を憲法学的に再検討す
る」と題するコメントを⾏った。 
 
【「尊厳と法を考えるフォーラム Part2」（with B01班）】 
 1 ⽉ 10 ⽇（⼟）に中央⼤学茗荷⾕キャンパス（オンライン併⽤）にて上記のフォーラ
ムを開催する。B04班からは杉本がコメンテイターとして登壇する予定である。 
 
【公募研究】 
今年度、B04班では「①ケア・看護ロボットの利⽤における尊厳」「②デジタル空間にお
けるアバターの尊厳」の 2つのテーマで公募を⾏った。 
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2.9. B05：先端医療技術政策班 

2.9.1. 年度⽬標および研究計画 

 本研究では、先端医療技術の倫理問題を中⼼に医療そのもののあり⽅や医療の社会的影響
を「尊厳」の毀損の観点から分析するのが⽬標である。「尊厳」の毀損の現場を的確に捉え
てそれを克服する豊かな⽅向性を「尊厳」概念の中に探ることを⽬標としている。科学技術、
医療の進歩は社会へ恩恵がある⼀⽅で、⽣命に関わる⾃⼰決定件について早期に、あるいは
⽣まれる前から現存する時代となった。 
 先端医療技術については、世界でも実施件数が多い⽇本の⽣殖医療において⽣まれる⼦の
尊厳保持の課題として、多遺伝⼦胚選別に内在する遺伝⼦還元主義における親⼦の尊厳毀損、
着床前診断（PGT）の⼿段・⽬的の多様的展開による⽣の価値の序列化や優⽣思想への懸念
など命の選別を巡る問題を研究する。 
 また、尊厳死や⽣命操作と密接な関係にある優⽣思想研究において、旧優⽣保護法（1948‒
1996 年）下の強制的な不妊⼿術や中絶という⼈の尊厳の毀損について、被害の例や国賠訴
訟と最⾼裁の違憲判決等、被害実態解明のためのアーカイブ構築を重視し、⽇本の優⽣保護
法史は歴史的 ELSIであるという観点から、障害者の⼈権を侵害した優⽣保護法問題を明ら
かにし、⽇本社会に深く浸透している優⽣思想にいかに対抗し、リプロダクティブ・ライツ
の著しい侵害といえる戦後⽇本の強制的な不妊⼿術・中絶について論じる。 
 ⽇本の⽣命倫理における⽣命の終わりと尊厳をめぐる議論については、⼈間の尊厳と⽣命
操作、そして「死ぬ権利」との関係を検討する（⾹川）。⼀⽅厚労省のガイドライン改訂に
よって、終末期ではなくても患者個⼈の意思尊重を謳い、しかし実際には多くの場合家族に
よる代理意思決定で「緩和抜管」を正当化される可能性が⾼く、重篤な疾患を持つ⼦どもの
医療においても同様なガイドライン改訂が検討されているため、新⽣児・⼩児・重症⼼⾝障
害児医療を通じて、⼦どもの尊厳と最善の利益について考えるための、⼦ともの意思決定⽀
援や⼦どもの ACPについても検討する必要がある。 
尊厳死・安楽死問題に関わる尊厳の毀損について、進⾏性難病 ALS 患者などの重度障害者
との臨床哲学対話を実施し、⽂献や調査データからは⾒えてこない臨床現場での⼈間の尊厳
に光を当てる活動を継続的に⾏う。 

2.9.2. 研究の実施状況と成果 

l 「ゲノム医療推進法に基づく基本計画」 
⽇時 2025年 2⽉ 17⽇（⽉）16：00-18：00 
場所 ⽴正⼤学品川キャンパス 13号館 第 13会議室 
講師 東京⼤学医科学研究所 武藤⾹織先⽣ 
特定質問者 ⽯井哲也（安全衛⽣本部 教授） 
      吉良貴之（愛知⼤学 法学部 准教授） 
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【概要】良質なゲノム医療の提供を促進し、⽣命倫理や差別の問題に適切に対応する
ために 2023年 6⽉ 16⽇にゲノム医療推進法が公布・施⾏された。その基本計画を策
定する、ゲノム医療推進法に基づく基本計画の検討に係るワーキンググループのメン
バーである武藤⾹織先⽣をお招きして、⽇本におけるゲノム医療の推進についてお話
をうかがい、その倫理問題などを議論した。 
 

l ALSの臨床現場との哲学対話 ―幸福とは― 
⽇時：2025年 7⽉ 27⽇（⽇）  14：00〜17：30    
場所：和歌⼭城ホール 第五会議室 
【概要と成果】筋萎縮性硬化症（ALS）は全⾝の筋⼒が徐々に失われ全⾝⿇痺に⾄る神
経性難病。和歌⼭市在住の ALS 患者林靜也さんは、呼吸器を装着して⾃宅で療養して
いる。ALSピアサポータ久住さんの⽀援の下でパソコンを操り、フェイスブックで交友
関係を広げている。今回は、林さんのご⾃宅を訪問して⽀援機器使⽤の様⼦やお話をう
かがった後、市内の公⺠館で、この活動を創設した研究分担者である松原洋⼦⽒ととも
に、ピアサポートを受けながら ALSという病を⽣きる林さんの「⾃由と⾃⼰決定」につ
いて、本⼈や家族の考えを聞き、学⽣・卒業⽣とともに考える機会となった。 
 

l 美⾺達哉『臨床と⽣政治』書評会 
⽇時 ： 令和 7年 9⽉ 23⽇（⽕）13時〜16時 30分 
会場：⽴正⼤学品川キャンパス１号館４階 第７会議室 B 
【概要】美⾺達哉⽒が当該科研の研究分担者から離脱する条件として、研究期間の⾃⾝
の研究計画を遂⾏し、完了していることを検証するために開催したものである。本書の
各部について、当該班の研究分担者らが分担して、書評を担当し、事前に美⾺⽒に質問
を送り、美⾺⽒が回答するように構成されていた。本書は尊厳（学）については直接的
な⾔及はないが、17 世紀以降、近代・現代の社会を動かしてきた⽣権⼒・⽣政治につい
て論じることにより、尊厳研究が学として成⽴するその前提を様々な⾓度から分析して
いるといえる。本書の業績は尊厳（学）の議論の基本前提の解明として重要な位置を占
めていることが明らかになった。 
 

l 「⼈間の尊厳を問う」講演会 
⽇時：12 ⽉ 13⽇（⼟）13:00 〜 17:00 
場所：埼⽟県⽴⼤学 
【概要】終末期医療について、社会の関⼼が⾼まり、⼈⼯呼吸器や経管栄養でベッドで
むかえる終末期というイメージが流布されているが、⽇本の⾼度経済成⻑期を⽀えた⽇
雇労働者や中⼩企業労働者のなかには、不況や景気低迷の中で路上⽣活を余儀なくされ
た⼈たちがおり、彼らも今は⾼齢になり、アパートで訪問看護に⽀えられた終末期を迎
えている。画家⼸指寛治は、⼭⾕で彼らの終末期を⽀える訪問看護師の献⾝的な介護を
描いてきた。はじめに、路上に戻るホームレステーマとした映画「あしがらさん」を上
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映し、⼸指寛治⽒が作品紹介を通して講演し、⼭⾕の訪問看護ステーションこすもすの
所⻑平野智⼦⽒が⼭⾕での訪問看護について講演し、最後に埼⽟県⽴⼤学で訪問看護師
を養成している教員がコメントするものであった。路上からアパートに移れば尊厳ある
⽣活になるというのか。アルコール依存の⽣活が⻑いおじさんたちにどう看護したらよ
いのか。「⼈間の尊厳とは何か」を来場者と⼀緒に考える内容となる。 

2.9.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

美⾺達哉『臨床と⽣政治』の書評会においては、他班および公募研究者と連携・協⼒して
令和 7年 9⽉ 23⽇（⽕）実施した。プログラムは以下の通り。 
 

（１）本書の研究内容について（美⾺達哉）   13:00-13:10 
 （２）第⼀部 書評１ 松原洋⼦ （B05班）   13:10-13:25 
        書評２ ⽯井礼花  (C01班公募研究)   13:25-13:40 
        質疑応答 美⾺達哉     13:40-13:50 
 （３）第⼆部 書評１ ⽯井哲也 （B05班）   13:50-14:05 
        書評２ 阿久津英憲（B05班）       14:05-14:20 
                質疑応答 美⾺達哉     14:20-14:30 

  休憩 10分 
 （４）第三部 書評 1 本⽥康⼆郎（B04班）   14:40-15:05 
        書評２ 吉良貴之 (B05班公募研究)  15:05-15:20 
                質疑応答 美⾺達哉     15:20-15:30 
 （５）第四部 書評１ ⾹川知晶 （B05班）   15:30-15:45 
        書評２ 中塚晶博（岐⾩聖徳学園⼤学看護学部教授）15:45-16:00 
                質疑応答 美⾺達哉     16:00-16:10 
 （６）まとめ 美⾺達哉      16:10-16:20 
                ⽥坂さつき（B05班）    16:20-16:25 
                加藤泰史（B05班）     16:25-16:30 
 

公募研究者と連携・協⼒して研究を実施することにより、得られた知⾒・成果については、
⽯井礼花⽒は「汚れ仕事」に着⽬し、劇的なナチスのジェノサイドから汚れ仕事、そしてそ
れからの専⾨職の定義による専⾨職の⽀配の構造、市場主義、反市場、医療化に焦点を当て、
医療化が病者本⼈たちによって肯定的に捉えられる局⾯に希望をおく点、吉良貴之⽒は、
ACPについて、医療過誤裁判において、ACPはインフォームドコンセントや事前指⽰書と
は異なり、医療側が⼀定の⼿続きを踏んでいることを⽰すために、原告患者側に不利に働く
など、B05班では検討されなかった視点の提供があった。 
 
開催企画中 ALSの臨床現場との哲学対話（２） ―幸福とは― 

⽇時：令和 8年 3⽉ 21⽇ 12：00-14：00 
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場所：和歌⼭城ホール 
概要：2025年 7⽉ 27⽇（⽇）開催と同じメンバーで 1年の研究成果を報告し検証する。 
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2.10. C01：社会実装班 

2.10.1. 年度⽬標および研究計画 

C01班は、尊厳概念を道徳教育、社会科、公⺠科などのカリキュラム、教育実践⼀般、教
育法制に適切に繰り込むことを通じて、尊厳を社会実装すること、および、⼦どもの尊厳の
特質を明らかにすることを⽬的とする。 
第⼀に、尊厳概念を適切に繰り込む前提条件として、⼦どもと教師における尊厳の意識と

⼦どもと教師の尊厳を保障する⽅法についての調査が必要となる。しかしながら、計量書誌
学的分析を⾏なったところ、尊厳概念が頻出するのは医療分野である。そのため、まず調査
対象機関として看護学部と医学部を選定し、看護学と医学を専攻する学⽣と教員を対象に質
問紙調査および半構造化インタビュー調査を実施することで、尊厳の捉え⽅、尊厳を実装す
る意義、尊厳の実装に関する課題を検討することを⽬指した。今年度は、質問紙を作成する
ために C01 班全体でミーティングを開催し、班⻑である柳橋晃が所属する茨城キリスト教
⼤学の看護学⽣を対象として質問紙の信頼性を確⽴するためのパイロット調査を実施する
こととした。また、ベルリン⼤学に研究協⼒を依頼し、ベルリン⼤学の学⽣がどのような時
にどのようなことを通じて尊厳を意識し理解したのかについての半構造化インタビューを
実施することとした。 
第⼆に、各班員が⾃らの専⾨分野に応じた研究を遂⾏することとした。柳橋は、カントと

超越論的教育学派の教育学理論における尊厳の導⼊状況を検討することとした。伊藤博美
（椙⼭⼥学園⼤学）は、教育、保育におけるケアリングを通じた尊厳を保障する実践、およ
び、それを⾏う専⾨職としての教師、保育⼠のあり⽅を検討することとした。⽚⼭勝茂（東
京⼤学）は、英⽶圏の教育学理論への尊厳の導⼊状況、および、シティズンシップ教育、宗
教教育、⼈権教育、マイノリティーの尊厳を肯定する教育などの実践を検討することとした。
藤井基貴（静岡⼤学）は、道徳教育、公⺠科のカリキュラムと教材を分析するとともに、防
災教育と⼈道教育のカリキュラムの作成を通じた尊厳の保障を検討することとした。松塚ゆ
かりと孟碩洋（両者とも⼀橋⼤学）は、計量書誌学的分析によって尊厳概念の使⽤状況を明
らかにしながら、教育機関への調査のための質問紙を作成するとともに、ベルリン⼤学で半
構造化インタビューを実施することで、尊厳が意識され理解される具体的状況と契機を検討
することとした。なお、ベルリン⼤学での半構造化インタビューは、尊厳が意識され理解さ
れる具体的状況と契機についての国際⽐較を⾏うことで、尊厳概念の繰り込み可能性を拡張
することを⽬的としている。 

2.10.2. 研究の実施状況と成果 

質問紙調査に関しては、昨年度の活動から説明させていただく。太⽥勝正⽒（東都⼤学、
名古屋⼤学名誉教授）をお呼びしてワークショップを開催することで、患者の尊厳がどの点
でどの程度保障されているのかを測定する尺度の開発についての⾒識を得た。その際、⽚⼭
は、⾃⾝の研究成果を踏まえ、尊厳を Inherent Dignity（何⼈も剥奪できない絶対的内在的
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価値）と Attributed Dignity（ある⼈が誰かに帰属される価値）に整理し、太⽥⽒の患者測
定尺度が後者の尊厳を対象とするものであると位置づけた。⽚⼭の整理は、尊厳は増減する
ものでも剥奪されるものでもないが、現実において尊厳に相応しい尊重を受けているのかに
ついては程度の差が⽣じているということを意味しており、C01 班がどの程度尊厳の社会
実装を遂⾏できたのかについては、後者の尊厳を測定することでその指標が得られる。 

今年度は、看護学と医学を専攻する学⽣と教員における尊厳の意識と実践に関する質問紙
調査を実施するために、C01班全体で質問紙を作成し、質問項⽬を精選するために柳橋が所
属する茨城キリスト教⼤学にて 7⽉にパイロット調査を⾏なった。このパイロット調査を経
て、質問項⽬は「患者の尊厳」に関する 18 項⽬と「医療従事者としての尊厳」に関する 18
項⽬に絞られ、質問紙は完成した。そして、総括班の加藤泰史（椙⼭⼥学園⼤学、⼀橋⼤学
名誉教授）が学会講演によって構築したネットワークを通じて、2026 年度に様々な⼤学で
質問紙調査を実施できることとなり、尊厳の社会実装が最も望まれる医療分野のカリキュラ
ムに尊厳を具体的に繰り込む⾒通しが⽴った。 
続いて、各班員の研究成果について説明する。柳橋と藤井は、オーストラリアの哲学者ポ

ール・フォルモーサが執筆したカントの道徳教育論についての論⽂を翻訳し、尊厳を基礎づ
ける⾃律の教育法についての知⾒を得た。柳橋は、超越論的教育学派の⼀⼈であるルッツ・
コッホが価値概念の道徳教育への繰り込みを否定する契機を、彼が参照するカール・シュミ
ットの価値理論を検討しながら明らかにした。伊藤は、「関係的⼦どもの権利説」をケアリ
ング理論から捉え直すとともに、PTA が「こどもまんなか社会」において⼦どもの最善の
利益実現に向けて教師と親の全員が参加できる団体であり、それを実現するための⽀援の構
築が必要であることを明らかにした。藤井は、防災教育の中⻑期的効果を明らかにするため
に被災地で調査を⾏い、被災者の尊厳を保障する防災教育をより⼀層の充実化する⽅法を⽴
案した。また、藤井は、カントとデューイの尊厳概念の整理を⾏い、その現代的意義を明ら
かにした。さらに、藤井は、尊厳に根差した国際⼈道法の授業開発の可能性と課題を検討し、
尊厳をカリキュラムに繰り込む範囲を広げた。⽚⼭、松塚、孟は、計量書誌学的調査に基づ
き、医療分野において尊厳を論じている重要な外国語⽂献を調査し、質問紙の完成に注⼒し
た。質問紙が完成したことにより、2026 年度には看護学部と医学部への質問紙調査を実施
できる。松塚と孟は、ベルリン⼤学の学⽣に半構造化インタビューを実施することで、尊厳
が意識され理解される具体的状況と契機について明らかにし、国際⽐較に基づいた尊厳概念
の繰り込み可能性を拡張している。 

2.10.3. 班相互の連携と公募研究者との研究協⼒ 

A02 班との連携を⾏なった。A02 班の⾺場智⼀（法政⼤学）は、哲学対話に造詣が深い。
⾺場は、2025年度の初年次教育学会第 18回⼤会において「『異和感』から尊厳を考える−
感情活⽤のワークと哲学対話の⼿法を⽤いて−」というワークショップを開催し、柳橋はこ
のワークショップに参加した。教員と学⽣はしばしば⾮対称的な関係にある。そのため、学
⽣は、⾃らが持っている異和感に気づいたり、異和感を⾔語化する機会を得られないことも
ある。⾺場は、学⽣が⾃らが持っている異和感に気づき、それを⾔語化して⾃他に表明しな
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がら、⾃他の異和感を互いに傾聴することで、学⽣が⾃他の尊厳を尊重する者になることを
援助する哲学ワークショップを実施した。C01 班は、⾺場たち A02 班とコラボレーション
し、⼭⼝有紗⽒（⼦どもの虐待防⽌センター）をお呼びし、共催ワークショップを開催した。
⼭⼝⽒は、⼦どもが問題⾏動を起している時にこそ、その⼦が困難な状況になんとか適応し
ようと努⼒していると看取しなければならないと主張した。⾺場は、⼦どもの困難や学習者
の異和感といったネガティブなものが現れる時にこそ、⼦どもの尊厳の保障が先鋭化してい
るとコメントした。共催ワークショップを通じて、⼦どもの尊厳の保障が先鋭化する⼀つの
場⾯が明らかになった。 
C01班の公募研究者である⽯井礼花⽒（東京医科⼤学）は、医師としての⽴場から質問紙

の作成に有益なコメントを与えた。計量書誌学的調査によって尊厳が医療分野において頻出
することが明らかになっても、⽯井⽒の質問紙作成のミーティング参加がなければ、医学分
野の学国語⽂献を援⽤して作成した質問項⽬は調査対象者に⼗分に伝わるものにはならな
かった。 
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3.1．第 37 回尊厳学フォーラム 

「秋吉敏⼦論 国際/グローバル⽂化交流研究の視点から」 
 
1． 主催： 

B02 
 

2． ⽇時 
2025 年 1 ⽉ 17 ⽇ 
 

3． 場所 
明治⼤学 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
「穐吉敏⼦論 国際／グローバル⽂化交流の視点から」（報告 芝崎厚⼠） 
コメンテーター：細川周平（京都市⽴芸術⼤学） 
 

6． 参加者数 
30 ⼈ 
 

7． 概要と振り返り 
1929 年に満洲で⽣まれ引き揚げを経験し、1953 年に渡⽶後は⼥性としてのみならず⽇本⼈⼥性

として最初に、そして最⼤のジャズ・ミュージシャンとしての地位をアメリカそして世界で確⽴
した穐吉敏⼦の⽣涯をたどり、その社会的意義を尊厳学の観点から考察した。満洲・⽇本・アメ
リカ・世界というグローバルな移動と往復によって織りなされる穐吉敏⼦の活動の背景には、⽇
本及び⽇本⼈としての⾃⼰意識と、戦前・戦中・戦後の激動の「渦巻」の中で翻弄されながらも⽣
き抜くことで、⼀⼈⼀⼈の⼈間の「かけがえのなさ」を尊重することの⼤切さを伝える楽曲・演
奏活動への使命感が存在した。芝崎は⻑年国際⽂化交流史、国際関係思想史を研究してきた観点
から、⼀次資料を駆使して穐吉の⽣涯を丹念にたどり、これまで⼗分注⽬されてこなかったさま
ざまな事実関係を明らかにし、さらには新たに発掘された資料をもとにこれまでにない穐吉論を
提⽰した。コメンテーターの細川周平は、⽇本における⾳楽研究の最⼤の権威の⼀⼈として、穐
吉の本質の捉え⽅について重要な⽰唆を与えた。フロアーからも数多くのコメントがなされ、デ
ィスカッションを深めることができた。 
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3.2．第 38 回尊厳学フォーラム 

「A02班成果報告とWS「尊厳概念史の再構築に向けて（１）：古代・中世哲学」 
 
1． 主催 

A02 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 1 ⽉ 24 ⽇（⾦） 
 

3． 場所 
東洋⼤学 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
前半（90分）14:00~15:30 

14:00~14:05 企画趣旨（⾺場） 
14:05~14:25 宇佐美発表 
14:25~14:35 ⾺場コメント 
14:35~14:55 ⾺場発表 
14:55~15:05 宇佐美コメント 
15:05~15:40 全体討論 
15:40~15:50  休憩  

後半（110分）（15:50~18:00） 
15:50-17:00 リレー企画「近代ドイツ哲学を中⼼とした尊厳概念史に対するネガティブ・アプ
ローチ」 
15:50-16:05 津⽥栞⾥（東洋⼤学）「なぜ尊厳概念史のネガティブ・アプローチなのか」（本
企画の構想） 
16:05-16:25 ⽯川知輝（東京⼤学）「アウグスティヌスにおける尊厳概念」 
16:25-16:50 内⼭真莉⼦（法政⼤学）「トマス・アクィナスにおける尊厳概念」 
16:50-17:00 休憩 
17:00-18:00 全体質疑 

 
6． 参加者数 
約 10名 
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7． 概要と振り返り 

2025 年 1 ⽉ 24 ⽉に「現代の「被造物の尊厳」などの新たな尊厳概念を踏まえた欧⽶圏の尊厳
概念史の再構築 を課題とする A02 班の研究成果報告会と、リレー企画「尊厳概念史の再構築に
向けて（１）：古代・中世哲学 」を、対⾯（東洋⼤学／東京）とオンライン（Zoom）によるハイ
ブリッド形式で開催した。本会の⽬的は、領域内および本研究課題に関⼼をもつ哲学・思想研究
に従事する研究者に対して A02 班の研究成果を共有することすること、また、⻄洋の尊厳概念史
に⼤きく寄与した思想家の研究者から知⾒を得ることである。  
 まず、A02 班の成果報告について簡単に振り返りたい。宇佐美⽒は「尊厳概念の理念的性格――
尊厳不要論と⾃律の検討」というタイトルのもと、カントに代表される内在的で⽐較不可能な絶
対的価値としての尊厳を詳解し、そこに向けられる批判（不要論にまで⾄る）から態度適合分析
（FA 理論）によって尊厳を擁護する可能性について検討した。参加者からはカント本来の尊厳概
念と現代的なカント主義的な尊厳概念の違いがいかにして⽣じたのか、また、本議論がカントに
おける法論・徳論へと展開する可能性について質問や指摘があった。⾺場⽒による報告「ジャッ
ク・マリタンのカント批判」では、スイス連邦憲法に導⼊された「被造物の尊厳」がカントの尊厳
とは異なるという概念史研究上の課題と、同概念が連邦憲法に導⼊された経緯を宗教社会史の観
点から検討するという社会史研究上の課題が指摘された。マリタンによるカント批判の検討から
は、尊厳と⾃然法の関係に両者の違いがあるという⾒通しが⽰された。  
 リレー企画「尊厳概念史の再構築に向けて（１）：古代・中世哲学」では、冒頭 A02 班の津⽥
から、尊厳の毀損に注⽬すること（ネガティブアプローチの採⽤）によって、共同体における尊
厳の役割や尊厳によって語り得る議論の限界付けをするという本企画の狙いで説明された。⽯川
⽒は尊厳と訳出されてきた「dignitas」という語と現代的な尊厳が意味する事柄に当時対応してい
たと考えられる概念「sanctitas」の両者を、特に後者に関してはキリスト教の迫害の歴史に注⽬し
てアウグスティヌスのうちに析出した。参加者からは両概念の関係や「sanctitas」によって尊厳を
捉えることで主体性や能動性の尊重に契機を⾒出すことは可能かといった質問が提起された。続
く内⼭⽒はトマス・アクィナス『神学⼤全』における「dignitas」の⽤例を①⾃然本性的・能⼒的
なもの、②社会的・法的なもの、③ペルソナという三つに分類したうえで、③ペルソナとしての
dignitasのうちに個⼈としての区別に関わる dignitasの機能を指摘した。この点に関しては、後の
「このもの性」とどのように異なるのか、尊厳は固有性の問題にどのように関わるのかといった
活発な議論が展開された。  
 本会より始まったリレー企画では、カントの功績を尊厳概念の脱魔術化に置く従来の尊厳概念
史とは異なるアプローチを採⽤することによって、欧⽶圏の概念史を再編することだけでなく、
⾮欧⽶圏の尊厳概念史（A03 班）との対話の可能性を開くことが将来的に期待される。次回は次
年度 5 ⽉に「尊厳概念史の再構築に向けて（２）：中世・近世哲学」を開催予定である。  
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3.3．第 39 回尊厳学フォーラム 

「現象学と尊厳̶経験と差別を考える」 
 
1． 主催 

B03 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 2 ⽉ 15 ⽇（⼟） 
 

3． 場所 
神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科 ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 
 

4． 形態 
対⾯のみ 
 

5． プログラム 
13:30~13:40 開会・趣旨説明 

司会:稲原 美苗 (神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科) 
13:40〜14:20 

有坂 陽⼦ (南⼭⼤学宗教⽂化研究所) 
「⺠主主義における個⼈の尊厳と障害のパラドックス」 

14:20~15:00 
⼩⼿川 正⼆郎(國學院⼤學 ⽂学部) 
「⽇常的⼈種差別と⼈間の尊厳―現象学的観点から」 

15:00~15:20 休憩 
15:20~16:00 

稲原 美苗 (神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科) 
「ディスアビリティとジェンダーの交差性と障害のある⼥性の尊厳―フェミニスト現象学的 
観点から」 

16:00~16:15 コメント 
後藤 玲⼦ (帝京⼤学経済学部) 

16:15~17:00 全体対話 (質疑応答) 
 

6． 参加者数 
21名 
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7． 概要と振り返り 
差別や分断が⽣まれる背景には、あるグループに所属する⼈々に対して、特定の性格や性質を

そのグループの全員が持っていると思い込んでしまう「固定観念」があると考えられる。その固
定観念に対して好感、憧憬、嫌悪、軽蔑などといった感情を抱き、それに伴った態度が「偏⾒」で
ある。近年、差別を解消することを⽬的にした法律が施⾏されたが、差別や分断が深刻化してい
る。性別や⼈種、障害の有無などの違いで固定的な思い込みや偏⾒を持つことによって、その⼈
の性格や性質を勝⼿に決めつけ、尊厳を毀損してしまう可能性が⾼くなる。本ワークショップで
は、当事者の「尊厳」に注⽬し、差別されるとはどのような経験か、どのようなケースが差別にな
るのかという問いを探究し、差別問題への現象学的なアプローチを試みた。特に、現象学を専⾨
としている 3 名の登壇者たちは、障害、ジェンダー、⼈種に対する⽇常的な差別や偏⾒について
向き合い、当事者の視点だけではなく、無意識的に差別をしてしまう⼈々や傍観者の視点につい
ても考えた。 

まず、有坂陽⼦⽒（南⼭宗教⽂化研究所・ヒルデスハイム⼤学）が「⺠主主義における個⼈の
尊厳と障害のパラドックス」というタイトルで講演を⾏った。有坂⽒は、⺠主主義からくる「平
等」について考えるところから始め、抽象的・普遍的であると捉えられてきた「⼈間の理性」に基
づいた「個⼈」の尊厳のなかでは、マジョリティ（健常者）を中⼼としており、マイノリティー
（障がい者）は法的には「個⼈」として認識されるが、その個⼈の経験内容は法的な平等には現
れない不平等が多くある。理性的なマジョリティとしての「個⼈」を疑問視する必要があり、そ
のために現象学が役に⽴つと考えた。彼⼥は「障害というもの」は存在せず、「障害」という単語
は多くの⽣きづらさの現象を取りまとめて⽰唆する健常者側からの表現であると⾔う。「障害者」
というアイデンティティは健常者から当事者に押し付けるものではなく、当事者がそのアイデン
ティティをもつかもたないか⾃分で決めるべきだ。障害を⾝体障害（⾒える障害）とアスペルガ
ーや聴覚障害、発達障害など（⾒えない障害）に分けて考えることができるが、⾒える障害は主
体化されやすく、⾒えない障害は「特徴」として捉えがちである。しかし、どちらの障害も「全体
化」されると彼⼥は考え、当事者は他の特徴や能⼒を⾒逃されがちになってしまうと⽰唆した。
それぞれの⽴場（当事者、経験者、関係者、第三者）から差別経験や⽣きづらさについて語る場
合、第三者が障害について語ると、その経験が⼀般化されてしまい、経験の「乗っ取り問題」が起
こる恐れがあると、有坂⽒は考えた。講演の後半で、個⼈の障害に関する尊厳のパラドックスに
ついて語り、⽂化・集団的な特徴ではなく、そのような全体化された特徴は個⼈の⼈格に帰せら
れてきたことを説明した。⺠主主義における平等を超えての認識、尊厳が必要だと訴えた。平等
であるという状況や社会がいかにマジョリティ（健常者）を前提として構築されているのかと疑
問視し、個⼈の問題だけではなく社会の問題であるということをしっかり重視することが必要で
ある。 
次に、⼩⼿川正⼆郎⽒（國學院⼤學⽂学部）が「⽇常的⼈種差別と⼈間の尊厳――現象学的観

点から」というタイトルで講演をし、⽇常的⼈種差別の事例を⼿がかりにして、現象学的な観点
から尊厳概念の必要性と解釈の可能性について考えた。まず、⼩⼿川⽒は⼈種差別と尊厳の関係
性のなかにパラドックスがある可能性について述べ、「⼈間の尊厳」と「個⼈の尊厳」を区別する
ことだけではそれは解消しがたいことを指摘した。次いで、政治哲学者のジェレミー・ウォルド
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ロンによる尊厳概念の解釈に基づき、ヘイト・スピーチによって、（他者による差別や排除など
に直⾯しなくてもよいという）安⼼をもてないということは、尊厳を毀損されていることになる
と考察した。つまり、差別のターゲットとなった集団に属する⼈々は、安⼼できずに暮らす⽻⽬
になり、あらゆる⾯で⾃由を奪われてしまう。講演の後半で、彼は、ヘイト・スピーチとは区別さ
れる⽇常的⼈種差別における「尊厳の毀損」の現象学的な分析を展開した。特に、彼は、中国系ベ
トナム⼈の両親をもつオーストラリアの哲学者ヘレン・ンゴのフランス・パリを訪問した際の市
場での事例を挙げて、彼⼥の⽇常的⼈種差別の経験について分析した。ヘイト・クライムやヘイ
ト・スピーチのような悪意のある⾔動ではない多くの悪意のない⼈々の⾔動の連鎖によって、何
が毀損されるのかについて考え、被差別者があるがままの⾃分でいれるための「⾃尊」であると、
その問いについて答えた。 
休憩を挟んで、稲原美苗（神⼾⼤学⼈間発達環境学研究科）が「ディスアビリティとジェンダ

ーの交差性と障害⼥性の尊厳―フェミニスト現象学的観点から―」というタイトルで講演をし、
障害があり、⼥性であることによって複合差別を被る経験について考えた。まず、国連の「障害
者の権利に関する条約（略称：障害者権利条約）」のなかの第 6 条「障害のある⼥⼦」について
の条⽂を紹介することから始めた。社会学者の⼟屋葉らの著書を参照しつつ、複合差別の経験を
分析し、障害⼥性はこれまで、⼥性に対する政策やフェミニズムからは障害者としての問題が取
りこぼされ、また障害者に対する政策や障害者運動からは⼥性としての問題が取りこぼされてき
たことを明らかにした。障害者差別と⼥性差別が重なることによって、障害⼥性の「⽣きづらさ」
をより深刻化させる。⼥性差別は私的領域（家庭や密室）で起こる差別であり、「深刻ではない」
と⾒做され、軽視されてしまう傾向が⾼いと⾔う。その後、稲原は尊厳と差別の関係性について
述べるために、まず、尊厳と⼈権のつながりについて取り上げ、⼈権を守るためには尊厳が必要
であり、差別者は被差別者または被差別集団に属している個々⼈がもつ⽣命や⼈格を尊重し、そ
の価値を認める態度をとることができない存在であると⾔及した。講演の後半で、メルロ＝ポン
ティの影響を受けたフェミニスト現象学について説明し、稲原⾃⾝の経験を使いながら、障害⼥
性の複合差別やインターセクショナリティ（交差性）を考える際になぜその考え⽅が必要なのか
を検討した。 
登壇者３名の講演が終わった後、B03 班の研究代表者である後藤玲⼦⽒（帝京⼤学経済学部）

が経済哲学とケイパビリティ（潜在能⼒）アプローチの観点から各登壇者へ向けて建設的なコメ
ントと問いを出した。主に 2 つの関⼼、①尊厳概念に関する内容的関⼼（尊厳概念によって何を
説明できるのか，説明すべきなのか）、②尊厳研究に関連する科学・学問の⽅法論的関⼼を提⽰
し、議論が進められた。特に、個⼈（の⼈格）が特定の障害、集団的特徴・⽂化的特徴などによ
り，全体化、ジェンダー化、⼈種化される恐れについて⾔及し、福祉政策という⽴場から改めて
現象学に何ができるのかを問うた。その後、被爆者のケースを挙げて、適切な社会的⽀援を⾏う
際に、グループの中の個々⼈の差異を捉えつつも、最も不遇な⼈々（例えば、インターセクショ
ナリティをもつ個⼈）に焦点を当てる必要性について⾔及した。⼀定のグループ内では互いの困
難体験を個⼈間で⽐較する（換⾔すれば，想像上の⽴場の交換をなす）可能性が想定されている
と⾔う。救済や⽀援策ができるプロセスでは、当事者間での⽐較が必要になる。後藤⽒が⽰した
「⼈種化・グループ化への抵抗としての個⼈」の図が⽰した「グループ・ケイパビリティのユニ
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オン」という新しい個⼈の捉え⽅が、マイノリティ当事者同⼠の連帯を⽣み、新たな救済・⽀援
策がつくられるきっかけになるのではないだろうか。現象学とケイパビリティという 2 つのアプ
ローチを今後も探究し、尊厳学の確⽴に向けての新たな⽅法論を提供できるだろう。その後、登
壇者間の対話や議論が重視され、フロアの参加者も互いの意⾒を交換することができた。 
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3.4．第 40 回尊厳学フォーラム 

「価値論のヴァリエーション」 
 
1． 主催 

A01 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 2 ⽉ 16 ⽇ 
 

3． 場所 
愛知学院⼤学名城公園キャンパス ALICEタワー7階・7703教室 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
安倍⾥美「泥のソーサーを賞賛する理由はあるのか」 
⾼⽊駿「⽣き物たちの価値論――「価値の態度適合理論」の⾃然化」 
岩佐宣明「絶対的な主観的価値としての尊厳」 
 

6． 参加者数 
5 ⼈ 
 

7． 概要と振り返り 
神⼾⼤学の安倍美⾥先⽣を招き、「価値のバックパッシング説明」についての、それがどのよ
うなものなのか、どんな問題を抱えているのかレクチャーおよび知識提供を⾏なってもらった。
バックパッシング説明は、本班がテーマの⼀つとしている「価値の態度適合理論」に対抗する理
論として重要なものである。⾼⽊が発表した「⽣き物たちの価値論」では「価値の態度適合理論」
が採⽤されているが、バックパッシング説明が基礎とする理由概念との関係を踏まえたものとな
っており、いわばバックパッシング説明を踏まえた態度適合理論になっている。理由の重要さが
再確認される会であった。 
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3.5．第 41 回尊厳学フォーラム 

「ゲノム医療推進法に基づく基本計画」 
 
1． 主催 

B05 班 
 
2． ⽇時 

2025 年 2 ⽉ 17 ⽇（⽉）16：00〜18：00 
 
3． 場所 

⽴正⼤学品川キャンパス 13号館 第 13 会議室 
 
4． 形態 

ハイブリッド 
 
5． プログラム 

16：00-17：00 東京⼤学医科学研究所 武藤⾹織先⽣講演 
17：00-18：00 質疑応答 

特定質問者 ⽯井哲也（安全衛⽣本部 教授） 
   吉良 貴之（愛知⼤学 法学部 准教授） 

 
6． 参加者数 

7名 
 
7． 概要と振り返り 

良質なゲノム医療の提供を促進し、⽣命倫理や差別の問題に適切に対応するために 2023 年 6
⽉ 16 ⽇にゲノム医療推進法が公布・施⾏されました。その基本計画を策定する、ゲノム医療推進
法に基づく基本計画の検討に係るワーキンググループのメンバーである武藤⾹織先⽣をお招きし
て、⽇本におけるゲノム医療の推進についてお話をうかがい、その倫理問題などを議論する。 
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3.6．第 42 回尊厳学フォーラム 

「尊厳学の確⽴ B01&B04合同ワークショプ」 
 
1． 主催 

B01 班と B04 班の共催 
 

2． ⽇時 
2025 年 3 ⽉ 8 ⽇（⼟）13 時―17 時 
 

3． 場所 
慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス 来往舎 207室/ オンライン 
 

4． 形態 
対⾯およびオンライン 
 

5． プログラム 
13:00‒13:05 「開会の挨拶」杉本俊介(慶應義塾⼤学) 
13:05‒13:20 ⾃⼰紹介 
13:20‒14:10 「尊厳の何が問題か」杉本俊介 
14:15‒15:05 「集団に基づく尊厳の侵害: ヘイトスピーチを例に」佐々⽊梨花(東京⼤学)・吉原雅

⼈(京都⼤学) 
 
合評会・朱穎嬌『尊厳の法理論──ケアと共感にもとづく⼈権のあり⽅』(弘⽂堂・2024) 
15:15‒16:05 書評 1:建⽯真公⼦(法政⼤学)・松尾直紀(法政⼤学) 
16:10‒17:00 書評 2:本⽥康⼆郎(⾦沢医科⼤学) 
 

6． 参加者数 
20名 
 

7． 概要と振り返り 
尊厳概念について、「何が問題か」という理論的考察と、具体的な問題として「集団にもとづ

く尊厳の侵害：ヘイトスピーチを例に」を取り上げ、検討した。 
さらに、2024 年に公刊された『尊厳の法理論―ケアと共感にもとづく⼈権のあり⽅』（弘⽂堂）

の読書会として、憲法学（建⽯真公⼦）および医療哲学（本⽥康⼀郎）による書評が⾏われた。両
論者共に評価する部分と異なる⾒解を指摘する部分とがあり、尊厳を『法理論』として提⽰する
事の難しさが浮き彫りになったと⾔える。 
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3.7．第 43 回尊厳学フォーラム 

「尊厳と憲法学」 
 
1． 主催 

B01 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 3 ⽉ 10 ⽇（⽉） 
 

3． 場所 
中央⼤学後楽園キャンパス 3号館 14階セミナールーム 
 

4． 形態 
対⾯/オンライン 
 

5． プログラム 
⽟蟲 由樹(⽇本⼤学法学部・教授) 

憲法規範としての尊厳保障 ードイツ憲法学における議論を中⼼にー(仮) 
⽯川 健治(東京⼤学法学部・教授) 

⼈間・⾝体・『⼈外』ー「被造物の尊厳」条項と憲法学ー 
伊藤 克彦(慶應義塾⼤学商学部・特任助教) 

尊厳と⼈権の関係をめぐる John Tasioulasの議論の検討(仮) 
司 会:池⽥弘乃(⼭形⼤学 ⼈⽂社会科学部・教授) 
 

6． 参加者数 
15名 
 

7． 概要と振り返り 
本フォーラムは、尊厳概念について、憲法学の観点からその射程、解釈、適⽤、⼈権上の意義

などについて、ドイツとスイスを取り上げて報告および議論を⾏った。 
ドイツは、そもそも憲法の規定として、「⼈間の尊厳は不可侵である」と定めており、1949 年

の制定当初は、規定の抽象性から具体的な事件、特に⼈権問題に関する適⽤や、憲法裁判所にお
ける適⽤と解釈は少なかったが、現在は、多様な分野の⼈権侵害について、法律の違憲性を判断
する法規範として適⽤されるようになっていることが紹介された。スイス憲法に関しては､「被造
物の尊厳」として、⼈間よりも広い射程の対象への適⽤が可能か、また望ましいか、について議論
が⾏われた。それに加え、そもそも『尊厳』という⽇本語の成り⽴ちや由来について、また dignitus
という語源についても其れは⾝分を指すという指摘があり、今は、キリスト教ではその語源から
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は離れた､⼈間である事を理由とする尊厳、動物では無いことによって正当化される「尊厳」概念
の流れが顕在化している事との関係も議論となった。憲法学は規範の学だが、そのなかでも『尊
厳』は、抽象性が⾼い規範であり、解釈者（裁判官）による恣意的な適⽤が懸念されるということ
も明らかになった。 
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3.8．第 44 回尊厳学フォーラム 

「領域横断交流会 ─⻄洋・東洋・現場の対話─」 
 
1． 主催 

総括班・共催 A02/A03 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 3 ⽉ 17 ⽇(⽉)~18 ⽇(⽕) 
 

3． 場所 
東洋⼤学 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
3/17（⽉） 各班の成果報告と意⾒交換 

13:00~13:05 企画趣旨(⾺場智⼀/⻑野県⽴⼤学, A02 班⻑) 
13:05~13:40 各班成果報告 A 班：岩佐宣明（A01）⾺場智⼀（A02） ⼩島毅（A03） 
13:40~13:55 休憩 
13:55~15:00 各班成果報告 B 班：建⽯真公⼦（B01オンライン） 川眞⽥嘉壽⼦（B02オン

ライン）後藤玲⼦（B03オンライン）本⽥康⼆郎（B04） ⽥坂さつき（B05） C
班 柳橋晃（C01オンライン） 

15:00~15:15 休憩 
15:15~16:45 意⾒交換 
16:45~17:00 休憩 
17:00~17:40 『尊厳概念の転移』の紹介（著者による論⽂の紹介エディ・デュフルモン「中江

兆⺠思想における尊厳と⾃由・平等観ーーフランス共和主義の導⼊を中⼼とし
て」、商兆琦「⾃由と徳性ーー丸⼭眞男の尊厳認識」） 

18:00~      交流会 
3/18（⽕）『尊厳概念の転移』(法政⼤学出版局,2024)書評会 

10:00~10:40 ⼩島毅「唐君毅の「⾃作主宰」--⼈格尊厳の根拠として」(評者:A01 班 ⻘⽥⿇未) 
10:40~11:20 前川健⼀「近代仏教における縁起と尊厳」(評者:B02 班 芝崎厚⼠) 
11:20~11:35 休憩 
11:35~12:15 牧⾓悦⼦「周作⼈「⼈間の⽂学」に⾒る中国近代知識⼈の「⼈間」観」(評者:A01

班 岩佐宣明) 
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12:15~12:55 ⾦光来「⼈間と動物の本性は同じか異なるか―挑戦朱⼦学の⼈物性同異論争」(評
者:C01 班 ⽯井礼花) 

 
6． 参加者数 
約 30名 
 

7． 概要と振り返り 
２年⽬を迎えた本研究研課題に関して、全⼗個の研究班相互の学術交流から今後の研究⽅針を

⾒直すとともに、次年度以降の活発な合同ワークショップやシンポジウムの企画に繋げることを
狙いとして「領域横断交流会〜⻄洋・東洋・現場の対話〜」を開催した。 
⼀⽇⽬は各班の代表者からこれまでの研究成果と現状の課題に関する報告が⾏われた。A 班か

らは尊厳概念の問題構制を問い直すための理論的視座が提⽰され、B 班からは法・政治・経済・先
端科学技術・先端医療の各分野における尊厳研究の現在地が共有された。例えば A02 班による「尊
厳」の理念的性格に関する議論が、B01 班による実定法と「尊厳」の関係を問う議論と対応する
可能性が⽰されるなど、次年度以降の建設的な合同研究の⽅途がいくつも⾒出された。また、両
班の成果を踏まえて社会実装のあり⽅を検討・提案する C 班の報告では活発な議論が交わされた。 
⼆⽇⽬は昨年末に刊⾏された A03 班の研究成果論集『尊厳概念の転移』（⼩島毅・加藤泰史編、

法政⼤学出版局、2024 年）の書評会を実施した。まず⼩島毅「唐君毅の「⾃作主宰」──⼈格尊
厳の根拠として」に対しては、A01 班の⻘⽥⿇未⽒から尊厳概念や⾃由の問題に留まらず、美学
研究者の視点を⽤いて「為⼈の学」を最⾼位に置く学問の階層や論考における「芸術」の内実が
問われた。続く前川健⼀「近代仏教における縁起と尊厳」に対しては、B02 班の芝崎厚⼠⽒が「尊
厳」や「⼈格」の受容の問題を⽂化触発論の図式で再構成する⾒⽅を提⽰し、さらに同論考が有
する広がりを明⽰した。牧⾓悦⼦「周作⼈「⼈間の⽂学」に⾒る中国近代知識⼈の「⼈間」観」に
ついては、A01 班岩佐宣明⽒が⻄洋近代哲学の⽴場から⼈類共同体に根差した周作⼈の個⼈主義
を再考するための論点を提出し、評者が与する⾃然主義の⽴場からの評価が展開された。そして
⾦光来「⼈間と動物の本性は同じか異なるか──朝鮮朱⼦学の⼈物性同異論争」に対しては、C01
班⽯井礼花⽒が⼈間の内⾯の本質をめぐる概念論争を⽣物学的な知⾒を踏まえて整理し、⼈物性
同異論争の⼈間中⼼主義とそこに起因する議論の問題点への批判がなされた。 
以上、⼆⽇間にわたって開催された本交流会では、多くの触発的な論点が提起され、豊かな議

論が交わされるなど、今後の研究の展開が⼤いに期待された。 
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3.9．第 45 回尊厳学フォーラム 

「Exploring Theories of Asian Feminism」 
 
1． 主催 

A04 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 3 ⽉ 21 ⽇〜2025 年 3 ⽉ 22 ⽇ 
 

3． 場所 
京都⼤学吉⽥キャンパス 

 
4． 形態 

ハイフレックス 
 
5． プログラム 
３⽉ 21 ⽇       

10:00 
開会―趣旨説明    Yoko Arisaka ＆ Uehara Mayuko 
10:20-11:50 
Kim Heisook, Ewha Womans University 基調講演 
“Weaving a Web from Split Selves of Asian Women” 
11:50-12:50 
Ishikawa Maya, Waseda University  
"Feminism or White Feminism? Perspective from the East" 
14:00-15:00 
Priyanka Jha, Baranas Hindu University オンライン発表 
"Anchoring Modern Indian women thinking in Asian Feminism: Solidarities and Resistances" 
15:00-16:00 
Uehara Mayuko, Kyoto University 
"Overcoming the “Onna Daigaku (⼥⼤学)-Women's Lesson Books” Theory by Japanese 
Feminists” 
16:15-17:45 
コメント 1 Mitsuyo Wada-Marciano, Kyoto University 
コメント 2 Sanada Moe, Kyoto University 
総括討論   

３⽉ 22 ⽇ 



3. 尊厳学フォーラム 

 49 

10:00-11:00 
Jin Y. Park, American University 
“Marginality and Womenʼs Philosophy” 
11:00-12:00   オンライン発表 
Jing Hu, Concordia University 
“The Moral Insights of Confucian Mothers“  
13:10-14:10 
Arisaka Yoko, Nanzan Institute for Religion and Culture 
“Neither Western nor Decolonial: Possibilities in Asian Feminism”  
14:10-15:10 
Gadis Arivia, Montgomery College 
“Toeti Heraty, An Indonesian Feminist Voice for Justice” 
15:25-16:25 
Yukiko Kuwayama, University of Tokyo 
“Rethinking Yin and Yang as a Perceptual Framework towards a Feminist Discourse" 
16:25-17:25    
総括討論 

 
6． 参加者数 
両⽇とも 11 ⼈ 
 

7． 概要と振り返り 
A04 班は、哲学はヨーロッパに起源があるという固定観念を捨てて、世界の様々な地域の哲学

と哲学史、および様々な場所性を有する哲学者たちの対話の実現を⽬指している。この観点から、
アジアの⼥性哲学者によるフェミニズム理論について議論するこのワークショップが企画された。 
この度は、インド、インドネシア（アメリカ国籍）、韓国（うち１名はアメリカ国籍）、中国、

⽇本の哲学者が集い、各⾃が⽣きる国・社会で⼥性にとっての研究と教育の現状や可能性、およ
びフェミニズムの⽅向性について報告した。アジア諸国のジェンダーの状況やフェミニズムの思
想は、⻄洋あるいは植⺠地のそれとはかなり異なるものであるが、現在、この問題は盛んに研究
されている。ワークショップでは以下通り問題を設定し、フェミニスト研究に内在する地政学的
歴史の様々な側⾯について議論した。アジアという地域は、結局、北⽶/ヨーロッパでも、⻄洋の
植⺠地主義の遺産によってまずは特徴づけられる南半球でもなくないのだ。植⺠地化されたアジ
ア諸国が存在する⼀⽅、⽇本は植⺠者でもあった（しかし⻄洋としてではない）。そして 19 世紀
末から⻄欧の対決を通して近代化のプロセスを辿る中で、⼥性たちは、アジア諸国のそれぞれの
歴史のさまざまな層において服従を強いられたのであった。 
以下、⼀部の発表者の報告を記載する。 
⽯川茉耶⽒の発表は、フェミニスト美学の成果を整理し、その議論が暗黙のうちに「⽩⼈性

(whiteness)」を前提としている点を批判的に検討する。そのうえで、⼈種や⽂化的背景を含む交
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差性の視点からフェミニスト美学を再構築する試みとして、⾮⻄洋・東アジアの美的理念が持ち
得る理論的可能性を問い直した。 
上原は、「家」制度のもとで⼥⼦の教育と⽬的を⾔語化した「⼥⼤学」の⽂化・社会的影響と

その哲学者・思想家による解釈を探った。「⼥⼤学」が描いた⼥性像は、⻑らく⽂化・社会に浸透
し続け、おそらく現代でも完全には⼀新されていないと考えられる。⼥性の社会進出を巡る諸問
題を検討するためには、「家」制度の内実を理解することが必要であることを主張した。 
Jin Park⽒は、韓国の尼僧・思想家であった⼤⾏師（1927‒2012）の⽣涯と教えを通して、「ア

ジア的フェミニズム」の意味と射程を探った。また⽒は、⾦⼀如（1897‒1971）の著書との対話を
通して、フェミニズムを⻄洋の歴史に由来する普遍的な理論的枠組みとして捉えるのではない。
むしろ周縁性、貧困、社会的排除という体験から、⼥性の哲学的主体性がどのように⽣まれるの
かを考察した。⼤⾏師の「中因功」（空虚でありながら主体性を持つ⾃⼰）という概念は、実存的
な脆弱性が倫理的責任、共感、そして社会参加の基盤となることを⽰している。 
桑⼭裕喜⼦⽒は「陰陽」概念の解釈史の⼀部を扱う発表であった。陰を⼥性、陽を男性にあて

る解釈は前漢の儒学者董仲舒由来といわれる『春秋繁露』による。ここでは、中国哲学研究者の
L. RaphalsとR. Wangが漢字⽂化圏における男尊⼥卑の考え⽅の端緒を⾒出した点に⽰唆を受け、
「陰陽」を相互対⽴ではなく相互補完的概念として解釈し直すM. Sloteの分析をもとに、知覚と
⾏為の基盤となる相互補完的「受動性」と「動態」の関係性を⾒出す現象学的視点の必要性を論
じた。 
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3.10．第 46 回尊厳学フォーラム 

「戦争の傷跡と⼈間の尊厳」 
 
1． 主催 

A03 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 4 ⽉ 12 ⽇（⼟） 

 
3． 場所 
東京⼤学駒場キャンパス 
 

4． 形態 
対⾯のみ 

 
5． プログラム 

15:00-15:05 開催にあたって：⼩島毅（東京⼤学教授） 
15:05-16:00 報告 張⽣（南京⼤学歴史系・教授）：戦争と尊厳――南京経験 
16:00-17:00 報告をめぐる質疑応答 

 
6． 参加者数 

20名 
 
7． 概要と振り返り 

この国際ワークショップは、戦争の傷跡と⼈間の尊厳の関係性を⽇中戦争期の南京虐殺事件を
事例に検討し、⽇本の中国研究者・アジア研究者および⽇本社会の次世代を担う⼤学院⽣・学部
⽣に⼈間の尊厳を多⾓的に捉えるきっけかを提供するものだった。なぜ戦争と尊厳という切り⼝
なのかと⾔えば、A03 班は、この数年間に⽇本や中国をはじめとする東アジア諸地域の尊厳概念
について認識を深めてきたが、20 世紀前半の東アジア諸地域は戦争という過酷な経験を共通して
経験し、その傷跡が当該地域の⼈間の尊厳概念の形成にどのような影響をもたらしたのか、戦争
の傷跡と⼈間の尊厳の関係性は世界⼤戦を経験した欧⽶諸国と⽐較した場合にどのような特徴を
もつのか、についてはこれまでほぼ検討されてこなかったからである。だからこそ、この両者の
関係性を如実に物語る中国の南京経験は、私たちが振り返るに値する歴史事実なのである。⽇本
社会は、⼈間の尊厳が戦争という経験を通じて戦後に発展していったことを今⼀度想起しておく
必要がある。 

本国際ワークショップは、張⽣⽒（南京⼤学歴史学部・教授）による報告「戦争と尊厳――南
京経験」とそれをめぐる質疑応答を中国語で活発におこなった。張⽣報告によれば、南京虐殺事
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件へのかかわりは、直接的か間接的かにかかわらず、当時の中国⼈はもちろんのこと、⽇本⼈を
含む外国⼈にさえも、ナショナリズムの論理を超越して、それぞれの⼼理に深い傷跡を残したの
であり、それが、⼈間の尊厳の重要性を⼈々に⽬覚めさせ、戦後の⼈権論や平和論を⽀える基盤
を形成していくことにつながった。 

確かに、このような理解は、⼀般論として既に多くの⼈に知れ渡っている。あるいは、このよ
うな理解は、⼀般論として認められるにしても、尊厳という世界から隔絶された中国の広⼤な農
村社会には当てはまらない、という⾒⽅もある。しかし、だからといって、この⼀般論が中国の
すべての⼈々にまったく適⽤できない、というわけではない。多くの⽇本⼈は、現在の中国の専
制的なあり⽅を中国⽂化論として過去に安易に投影させがちだが、⽇中戦争期の中国側の尊厳を
めぐる動向はもっと重視されて然るべきだろう。私たちは、⽇中戦争期の中国が尊厳概念を内部
からも外部からも少しずつ成熟させっていった様⼦を読み取りながら、⾮欧⽶圏の尊厳概念史に
対する理解をさらに深めていかなければならない。 
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3.11．第 47 回尊厳学フォーラム 

「15th Trans Pacific Labor Seminars, 2025@Tokyo」 
 
1． 共催 

B03 班，帝京⼤学先端総合研究機構 
・ムーンショット型研究開発事業「脳指標の個⼈間⽐較に基づく福祉と主体性の最⼤化」（課題
番号 JPMJMS2294） 

・公益財団法⼈ 神林留学⽣奨学会 
 
2． ⽇時 

2025 年 5 ⽉ 29 ⽇，30 ⽇ 
 
3． 場所 
帝京⼤学霞が関キャンパス 

 
4． 形態 
対⾯ 

 
5． プログラム 
Date: May 29 (Thursday) 

9:00 Opening remarks by Takao Kato and Reiko Gotoh 
Session 1: Inequality, Labor Movement, and Technology 

Chair: Peter Kuhn 
9:05-9:45 Nina Roussille, MIT: How Does Wage Inequality Affect the Labor Movement? With 

Barbara Biasi, Zoë Cullen and Julia Gilman 
9:45-10:25 Takahiro Toriyabe, Hitotsubashi University: Linking Lifecycle and Cross-sectional 

Inequality: Cohort Dynamics and the Role of Technological Change. With Christian 
Dustmann and Eric Klemm  

Session 2: Childcare and Gender 
Chair: Ryo Kambayashi 
10:55-11:35 Mari TANAKA, University of Tokyo and Hitotsubashi University: The Effects of 

Workplace Interventions on Men's Childcare Participation: Evidence from a Randomized 
Controlled Trial. With Hiroko Okudaira, Mariko Sakka, and Shintaro Yamaguchi.  

11:35-12:15 Dmitri Koustas, University of Chicago: Childcare in the Era of Remote Work. With 
Yana Gallen, Stephanie Karol and Ithai Lurie.  

Session 3: Gender Integration in Organizations 
Chair: Takao Kato 
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13:15-13:55 Melanie Wasserman, UCLA: The Effects of Gender Integration on Men: Evidence 
from the U.S. Military 

 
13:55-14:35 Chihiro Inoue, Kobe University: Does the Gender Ratio at Colleges Affect High 

School Studentsʼ College Choices? Joint with Asumi Saito and Yuki Takahashi.  
Session 4 Gender norms 

Chair: Reiko Gotoh 
15:05-15:45 Virginia Minni, University of Chicago: Managers and the cultural transmission of 

gender norms 
15:45-16:25 Saisawat Samutpradit, Osaka University: Me After You: Household Responses to 

Spousal Death in a Developing Economy 
18:00 Conference Dinner at Garb-central (Tokyo Garden Terrace Kioicho) 
 

Date: May 30 (Friday), 2025 
Session 5 Policy Interventions in the Labor Market I 

Chair: Peter Kuhn 
9:00-9:40 Nguyen Thanh TUNG, Hitotsubashi University: Minimum Wage, Firm Revenue, 

and the Role of Product Switching 
9:40-10:20 Simon Quach, University of Southern California: The Impact of Pay Transparency 

in Job Postings on the Labor Market  
Session 6 Policy Interventions in the Labor Market II 

Chair: Ryo Kambayashi 
10:50-11:30 Katsuhiro Komatsu, Kyoto University: The Welfare Impact of Reemployment 

Bonuses 
11:30-12:10 Peter Kuhn, UC Santa Barbara: Measuring Bias in Job Recommender Systems: 

Auditing the Algorithms. Joint with Shuo Zhang. 
Session 7 Heterogeneity in Schools and Work 

Chair: Atsushi Yamagishi 
13:15-13:55 Hitoshi SHIGEOKA, University of Tokyo: Hotter Days, Wider Gap: The 

Distributional Impact of Heat on Student Achievement. With Mika AKESAKA 
13:55-14:35 Miguel Zerecero, UC Irvine: No More Limited Mobility Bias: Exploring the 

Heterogeneity of Labor Markets 
Closing remarks by Peter Kuhn 

 
6． 参加者数 
約 40名 

 
7． 概要と振り返り 
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【概要】 
近年，経済学の実証研究は因果推論の考え⽅を取り⼊れ急激な発展をみましたが，そのインパ

クト評価は，たとえば賃⾦額が上昇するか否かなどにとどまるなど，経済学や他の学問が営々と
続けてきた規範的価値判断の議論を無視してきたかのように⾒えます．政策判断における因果関
係を真剣に問うのであれば，政策効果の評価基準も同時に考慮すべきでしょう．本会議では，個
別論⽂に依拠しながらも，互いの視点を交差させることにより，規範的な論点を深めることを試
みました． 

 
【振り返り】 
多くの論⽂は，すでに複数回のセミナー報告を経て，ワーキングペーパーとして公開されている
こともあり，完成度は⾼く，報告内容も充実したものでした．経済学的な分析技術は申し分のな
いものであったと思います．各論⽂が扱った材料は多岐にわたりました． 

たとえば，計量経済学上の⽅法論では，Miguel Zerecero (UC Irvine) が Abowd, Kramatz, and 
Margolis による固定効果の分解⽅法（いわゆる AKM 分解）に新しいモンテカルロシミュレーシ
ョンの⽅法を提案しました．また，⼩松功拓（京都⼤学）と⿃⾕部貴⼤（⼀橋⼤学）はいずれも最
適化の解を利⽤することで，将来にわたる価値判断の流列の集計を簡便化できると議論しました．
前者は失業給付の条件を，後者は消費のばらつきを題材とし，内容はまったく異なる論⽂ですが，
実証研究のツールという意味では同じ⽅向の提案をしています．規範意識の研究は，これから実
証研究が必須となっていくと考えられますが，固定効果モデルの推定や，将来にわたる数量の時
間を通じて総計する推定（たとえば将来のウェルビーイングの予想値を現時点で評価する場合）
などには，これらの計量経済学的知⾒が不可⽋と思われます． 
労働市 場 における 制 度 の影響を 考 察 し た の は  Simon Quach (University of Southern 

California) と Nguyen Thanh Tung (⼀橋⼤学)，Peter Kuhn (UC Santa Barbara)です．Quachは
求⼈広告への賃⾦額の明⽰の義務化を，Tungはベトナムにおける最低賃⾦の上昇を，Kuhnは労
働市場におけるマッチングにおけるアルゴリズムを取り上げ，これらが企業の⾏動に与える影響
を考察しました．とくにQuachの論⽂は，賃⾦額の明⽰が同業の競争を促し，賃⾦を上昇させる
効果をもったと議論しています．ただし，この市場競争の効果については，Virginia Minni 
(University of Chicago) が別の議論を提起しました．この研究は，制度を扱った論⽂ではなく，多
国籍企業におけるマネージャーの背景にある性別規範が，実際の賃⾦の男⼥格差に影響を与える
ことを報告したものです．Quach がいうように，現実の市場における格差が（当事者の意識とは
別に）競争の結果としてもたらされるとすれば，当事者の意識も格差に影響を及ぼしえるという
Minni が発⾒した多国籍企業の現状とどう整合的に解釈するべきか，その場での結論は得られま
せんでしたが，経済学がもつ（情報開⽰を通じた）市場競争圧⼒による決定というフレームワー
クと規範形成との関係をもっと理論的に突き詰める必要があることがわかりました． 
⼀⽅，より個別の労働者や⽣活者の規範形成がどのように⾏われるかについて⽰唆される論⽂

もありました．たとえば，井上ちひろ（神⼾⼤学）は男⼥の進学⾏動が偏る理由として，性別とい
う意味でマイノリティになりたくないという動機があると議論しました．集団の規範に少数者の
価値判断をいかに取り⼊れるかは規範研究の主要課題のひとつですが，現実には，マイノリティ
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にならないように，⾏動が先に起こってしまうことを⽰しています．⽇本社会において少数者の
価値判断が軽視されるゆえの⾏動だとすると，本研究における規範形成⽅法の具体化がもつ意味
は⼤きいといえます．また，⽥中万理（東京⼤学・⼀橋⼤学）は，企業におけるワーク・ライフ・
バランス研修の受講や労働者⾃⾝が育児休業を取得しようと思ったときに同僚がどう思っている
かを開⽰することが，育児休業の取得と家事参加を促すと報告しました．企業は使⽤者の⽴場で
すので，本来，労働者の⽣活規範に介⼊する必然性はありません。しかし実際には，家庭から離
れた勤務場所での働きかけが，労働者の⽣活意識に与える影響は無視できないでしょう．本研究
では互いの伴侶がいない状況での，いわば⼀⽅的介⼊が，相互の合意が必要な規範形成に与えた
影響を議論しているのですが，その詳細のメカニズムについて将来の研究の深化がまたれます．
さらに、Saisawat Samutpradit (⼤阪⼤学)は伴侶の死去という重⼤事件に際しての⾏動様式の変化
を考察し、Dmitri Koustas (University of Chicago) はパンデミック後の⼦育てにかんする市場サ
ービス⽀出が減少したことをつきとめ、それがリモートワークの普及によることを⽰しました。
⼦育てを誰が担うかは重要な社会規範で、⽇本でもどのように動かすかを巡って議論が絶えませ
んが、規範意識というよりは、単に家庭での滞在時間の⻑短という経済的制約による⾏動様式の
違いに帰着されることになります。この論⽂のように⾏動様式の違いがはっきりと追えれば規範
意識との分離は可能かもしれませんが、⽇本のように⾏動様式をはっきりと追えないときに規範
意識と⾏動様式の違いをどう整理するべきなのかという問題提起は私たちの実証研究に通じると
ころがあります。 
重岡仁（東京⼤学）は気候変動による気温の上昇が学校における学業成績の劣化を招き、空調

の導⼊によってその劣化を相殺できることを⽰した論⽂を報告しました。この論⽂は⼀⾒すると
このコンファレンスとなんの関係もないように思えますが、環境変化がヒトの思考に確かに影響
を及ぼすことを⽰しています。さすがに、昨今の世界的な動静不安が気候変動の結果だとする考
え⽅は突拍⼦もないことのようにも思えますが、気候変動によってひとびとの協⼒志向が左右さ
れるなどの論点はまだ追及されておらず、研究する準備も⼗分に整っているとはいえません。ヒ
トを⽣物としてとらえるとき、与件となる気候変動の影響は確かに新しい論点になりえるかもし
れません。 
以上のように，各論⽂はいずれも規範研究とのつながりをもつ視座をもっていました．以下で

は，2つの論⽂を取り上げて，より具体的に規範的な論点の考察を試みます．                                
(1)Nina Roussilleらによる ʻʻHow Does Wage Inequality Affect the Labor Movement? ̓ ʼについて． 

かつて労働運動（組合）を⽀持する⼈々の意識には，労働搾取への怒りが共有されていたよう
に思います．経営者と労働者，労働者と労働者の間の賃⾦不平等の事実は，反語的な⾔い⽅をす
れば，労働運動を活性化する「糧」ともなっていたと⾔えます． 

それに対して，⼿堅い実証研究により導出された本論⽂の結論はいささか衝撃的です．現代
USA においては，賃⾦不平等の事実が，労働者たちの意識の中で前景化して，労働者たちの集団
⾏動それ⾃体を困難にしているというのです． 

例えば，労働組合の組織者は，賃⾦不平等の⼤きな環境を回避して，⽐較的均質な⼩集団で，
賃⾦要求をめぐる内部対⽴を，アメニティなど⾮賃⾦的な要求に逸らす戦術をとる傾向にあると
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いいます．不平等な環境で個⼈的な交渉から利益を得る労働者らは，まっさきに集団⾏動から離
れる傾向にあるといいます．  
もし，これらが真実であるとしたら，ますます拡⼤していく賃⾦不平等に対する拮抗⼒を，も

はや労働組合はもたない，と結論づけられることになります．この結論は，現代のアメリカ福祉
国家が直⾯する困難を適切に捕捉しているといえるかもしれません． 
気になったのは，ここでとられた研究⽅法です．1 つ⽬の実証実験において著者らは，「平等

賃⾦」と「技能に応じた格差賃⾦」という 2 つの環境を設定したうえで，組合組織者らの評価と
パフォーマンスを探っています（ヴィネット調査）．また，ストライキに参加中の労働者に賃⾦
不平等の報告書を⾒せたうえで，彼らの意識の変容可能性を探っています． 
これらは，マイルドではありますが，明らかに介⼊研究です．いかなる調査研究も，研究⽬的

からの暗黙の影響から逃れられないという意味で，私は介⼊研究を否定するものではありません．
むしろ著者らの果敢な研究活動に拍⼿を送りたいです．問題はその設計です． 
ある集団における賃⾦不平等をどう評価するかは，規範的・公共的な問題です．それぞれの回

答者が，⾃分の⽴ち位置を離れて集団全体を⾒わたすソーシャルプランナーの視点を要求されま
す．ここに equityをめぐる公共的推論を創出することはできないものでしょうか．理のある複数
の分配基準（例えば，「貢献に応ずる分配」と「必要に応ずる分配」など）を，いかなる⽬的のも
と，どのような割合でバランス付けるべきか，それを皆で討議し，合意形成するための素材です． 

その⼿がかりが 1つ⽬の実証実験でなされたヴィネット調査にあるように思うのですが，そこ
でとられた規範的な設問と解釈が，他の 2 つの調査研究とどうつながるのかが，私にはよくわか
りませんでした．いつかまた，ご議論できることを楽しみにしています．  
（2）Melanie WassermanらによるʻʻThe Effects of Gender Integration on Men: Evidence from the 
U.S. Militaryʼʼについて． 

本稿の主要な関⼼は，性別による職業分離⼀般にあり，「戦闘職種」（⺠間軍事会社における）
の特殊性の探究ではないと思われます．「how men respond to the initial entry of women into an 
exclusively male occupation？」という冒頭の問いも，「Leverage removal of explicit ban to shed 
light on implicit barrier」という問題関⼼も，そして，「男性の認識とパフォーマンスの間にはく
さびがある」という結論も，性別による職業分離⼀般にあてはまる普遍性を持ちます． 
付記すれば，本稿が分析に⽤いた 3 つの認識指標(Organizational Effectiveness, Equal 

Opportunity, Sexual Assault Prevention and Response)と複数のパフォーマンス指標（定着，昇進，
降格，離職，刑事告発，健康状態など）は，性別による職業分離⼀般に適⽤可能な，包括性を持ち
ます．本研究の応⽤可能性がきわめて広いことは間違いありません． 

とはいえ，同時に，本稿は，「戦闘職種」に関する詳細な管理・調査データを基礎とすること
により，「戦闘職種」それ⾃⾝がもつ特殊性をもあぶりだすことに成功しています．そもそも「戦
闘職種」とはどのような技能やモラル，責任を要請される職種であるのかという，性別による職
業分離⼀般には解消されない，「戦闘職種」に伴う固有の規範的問いを引き受けているように思
います．そうだとしたら，次の 2つの問いを付加してはどうでしょう． 
i)「ジェンダー平等化」が進展されていく背後で，それを⼝実としながら，⼈種間の不平等化，

あるいは国籍間の不平等化を容認されることがありはしないか． 
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ii)「ジェンダー平等化」は，「戦闘職種」それ⾃体に，あるいはそれを取り巻く環境に，変化
をもたらす兆しはあるだろうか（例えば，戦闘先の住⺠たちの権利や尊厳への配慮を⾼めるよう
になる，戦闘の終結に向けた動きを促進するなど）． 

2 つ⽬の問いは，⼀般に，⺟性という⽣物学的本質主義に流れるおそれがあります（⼥性は平
和を好む性質をもつなど）．けれども，本稿はそれを免れます．本稿の分析枠組みは，「マイノリ
ティの参⼊が既存の価値を組み替える可能性」として，問題を⼀般化することを可能とするから
です．1つ⽬の問いに付記すれば，経済学の外では，差別のインターセクショナリティの議論が活
発になっています．そこに本稿のような⼿堅い経済学的実証研究が参加するとしたら，エキサイ
ティングです！ 
以上，⽅法論と政策的含意という 2つの視⾓から，各論⽂を読み解くことにより，次の論点が

浮かび上がってきました．研究者が，どのような政策的含意を導出することになるかは，いかな
る調査分析⽅法を採るかと深く関連します．そしていかなる調査分析⽅法を採るかは，研究者⾃
⾝のもつ（通常は，暗黙の前提とする）規範理論に深く規定されます．このことは，事実解明的な
分析を⾏う際にも，それに先⽴って，あるいは，それと並⾏して，分析の前提となる規範理論そ
れ⾃体の検討が不可⽋となることを⽰唆しています． 
これが，計量経済学の最先端の研究グループである TPLSと，尊厳学研究グループの連携から

得られた貴重な知⾒でした．  
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3.12．第 48 回尊厳学フォーラム 

「The Phenomenology of Human Dignity and Vulnerability」 
 
1． 主催 

B03 班、Kone Foundation(フィンランド) 
共催：神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科 ヒューマン・コミュニティ創成研究センター 

 
2． ⽇時 

2025 年 6 ⽉ 7 ⽇(⼟) 
 
3． 場所 
神⼾⼤学鶴甲第 2 キャンパス A 棟 3 階 A347 教室 

 
4． 形態 
対⾯のみ 

 
5． プログラム 

14：00〜17：00 
Speakers: 
Irina POLESHCHUK, University of Helsinki 

Phenomenology of Living-Pain: Shame, Guilt and Regaining Dignity in Long Lasting Pain 
Experience 

Rui MATSUBA, Rissho University 
Levinas and Figures of the Excluded 

Joonas MARTIKAINEN, University of Helsinki 
Losing a Voice of Oneʼs Own: Social Suffering, Shame, and Loss of Agency 

Shojiro KOTEGAWA, Kokugakuin University 
Phenomenology of "for the other” 

 
6． 参加者数 

17名 
 
7． 概要と振り返り 

 本国際交流ワークショップは、「尊厳（dignity）」と「脆弱性（vulnerability）」という、現代
社会において広く共有される根源的な問題に対して、現象学的アプローチを通じて理解を深める
ことを⽬的に開催された。社会的分断や不確実性が増すなかで、尊厳と脆弱性は単に倫理的・理
論的な課題にとどまらず、私たち⼀⼈ひとりの⽣の現場に深く関わる実践的なテーマでもある。
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とりわけ現象学は、抽象的な理念を前提とするのではなく、⾝体性や情動、対⼈的関係といった
具体的な経験の記述を通じて、⼈間の尊厳がいかに⽣成され、また損なわれうるのかを描き出す
有効な⽅法論である。 
 今回のワークショップには、フィンランドから 2名、⽇本から 2名の研究者が登壇し、それぞ
れが異なる視点から「尊厳」と「脆弱性」に関する研究成果を英語で発表した。発表テーマは、痛
みの経験や排除の感覚、羞恥や応答責任といった多様なトピックにわたり、参加者に新たな思考
の視座をもたらした。⼩規模な開催ではあったが、その分、参加者同⼠の距離も近く、登壇者と
聴衆の間で活発な対話が⾏われたことは特筆に値する。質疑応答の時間には、⽴場や専⾨を問わ
ず多様なコメントが寄せられ、テーマに対する関⼼の⾼さと、思索を深めようとする意欲が随所
に⾒られた。本ワークショップは、⽂化や学問分野を越えた対話を可能にする貴重な場となり、
今後の研究交流や共同研究の可能性をも広げる意義深い機会となった。 
 最初の発表者である Irina Poleshchuk ⽒（ヘルシンキ⼤学・ヨーロッパ⼈⽂⼤学）は、
「Phenomenology of Living Pain: Shame, Guilt and Regaining Dignity in Long Lasting Pain 
Experience」と題し、慢性痛における尊厳の回復をめぐる現象学的考察を展開するものである。発
表では、まず痛みが単なる感覚的現象ではなく、感情や⽂化的意味づけと不可分であることが強
調された。痛みは⽣物的であると同時に⽂化的でもある「⽣物⽂化的現象」として捉えられ、個
⼈の⾝体経験は社会的・歴史的⽂脈の中で形成される。とりわけ、感情や意味の構築が痛みの経
験に深く関与するという点に注⽬し、痛みをただの⽣理的反応としてではなく、個⼈の尊厳や倫
理性に関わる出来事として再解釈する必要があると論じられた。Poleshchuk⽒は、痛みの歴史的
表現が神学的、戦争的、法的、医療的な⽂脈において形成されてきたことを⽰し、こうした枠組
みが⾝体をもつ当事者の声を排除する危険性をはらんでいると指摘する。また、David Morrisや
Byron Goodら現代の現象学なアプローチを使っている医療⼈類学者の研究を参照しながら、慢性
痛の内在的かつ相互主観的な側⾯を明らかにしようとする試みが紹介された。痛みは⾔語化しき
れない経験であり、その表現の困難さが痛みに伴う孤⽴感や恥、主体性の喪失と深く結びついて
いる。本発表では、痛みを時間的に継続する主体性の経験として捉え直し、その中でどのように
して⼈が尊厳を保ち、あるいは再構築していけるのかという問いが中⼼的テーマとして据えられ
ていた。このアプローチは、単に痛みを軽減することを超えて、痛みの中で⽣きることの意味と
倫理性を問い直すユートピア的試みとも⾔える。 
 次に登壇した松葉類⽒（⽴正⼤学）の発表「Levinas and Figures of the Excluded」では、「⼈間
の尊厳」とその制度化の鍵となる「⼈権」概念を出発点に、そこから排除される存在に注⽬し、哲
学的に再考する試みがなされた。⼈権は 1789 年の『⼈権宣⾔』に由来し、すべての⼈間に⽣まれ
ながらにして⾃由で幸福に⽣きる権利があるとされるが、現実には「囚⼈」や「狂気に陥った者」
など、制度から排除される存在が常に存在してきた。松葉⽒はまず、ミシェル・フーコーが 1970
年代初頭に取り組んだ監獄制度への批判に⾔及し、フーコーが他の知識⼈たちと共に設⽴した「監
獄情報グループ（GIP）」の活動や、『監獄の誕⽣』1975 年）における権⼒構造の分析を紹介し
た。その上で、同時期に活動していたユダヤ系哲学者エマニュエル・レヴィナスとの思想的連関
を探る。両者は直接的な対話はなかったものの、「囚⼈」や「狂気」といった排除された他者の姿
に共通の関⼼を抱いていた。レヴィナスは『存在するとは別の仕⽅で、あるいは本質を超えて』
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（1975 年）において、「囚⼈」や「精神障害者」といった存在が国家と医学による抑圧の対象で
ありながら、なおも「正義」を問い直す声として現れることを論じている。この「語りの破綻」
が、他者からの呼びかけを通して倫理の再構築を促すという点で、レヴィナスにとって彼らは単
なる社会的弱者ではなく、倫理の根本を揺さぶる「他者」の姿を体現している。本発表では、こう
した排除された存在の哲学的意味を深掘りすることで、レヴィナスにおける「⼈権」概念、特に
「他者の権利」としての⼈権の再定義を⽬指す。抽象的理念としての⼈権を、具体的かつ実践的
⽂脈で読み解く試みとして意義深い発表となった。 
 続いて、Joonas Martikainen ⽒（トゥルク⼤学）の発表「Losing a Voice of One s Own: Social 
Suffering, Shame, and Loss of Agency」では、「尊厳（dignity）」という概念を出発点に、現代社
会における政治的主体性の喪失と、それに伴う「声の消失」という現象を現象学的に考察した。
フィンランド語の「ihmisarvo（⼈間の価値）」に⽰されるように、すべての⼈間が尊厳ある⼈⽣
を送る価値をもつという感覚は、決して個⼈の内⾯だけで完結するものではなく、社会構造と密
接に関係している。Martikainen ⽒は、フィンランドと⽇本の両国において、経済的不平等や公的
ケアの不⾜といった社会問題が、依然として多くの⼈々から尊厳ある⽣活の可能性を奪っている
と指摘する。とりわけ注⽬されたのは、「尊厳」と「政治的声（public voice）」との関係である。
尊厳を感じることができる⼈は、⾃らを対等な政治的主体として捉えることができるが、それを
失うと、⾃らの意⾒を表明し、⾏動する能⼒も喪失してしまう。その結果として現れるのが「声
の喪失（aphonia）」であり、それは繰り返される屈辱や恥の経験によって引き起こされる社会的
苦悩（social suffering）である。Martikainen ⽒はこのような現象を、「政治的貧困（political poverty）」
という独⾃の概念のもとで研究しており、今回はその⼀側⾯として、羞恥⼼がどのように⼈々の
主体性を奪い、⾃⼰擁護の声を封じてしまうかを論じた。⾝体の現象学、とくにモーリス・メル
ロ＝ポンティの理論を参照しながら、声を奪われた⾝体のあり⽅を読み解く試みがなされている。
この発表は、哲学的概念としての尊厳を、社会的・政治的現実の中で捉え直す挑戦的な内容であ
り、「声をもつこと」そのものの倫理的・政治的意義を深く問いかけるものであった。 
 最後に、⼩⼿川正⼆郎⽒（國學院⼤學）の発表「Human Dignity and Vulnerability: Levinas and 
Second personal Ethics」では、⼈間の尊厳と傷つきやすさ（vulnerability）との関係を、スティー
ヴン・ダーウォルの「⼆⼈称的倫理」とエマニュエル・レヴィナスの倫理思想を⽐較することで
検討した。発表冒頭で⼩⼿川⽒は、⼈間の尊厳に関する⼆つの主要な⽴場を整理する。⼀つは、
すべての⼈が⽣まれながらに尊厳を持つとする「持参⾦コンセプト」であり、キリスト教的価値
観に由来する。もう⼀つは、理性や⾃由意志といった能⼒に基づき尊厳を認める「能⼒コンセプ
ト」である。しかし後者は、胎児や重度障害者など、能⼒を持たないとされる存在を尊厳の枠外
に置くリスクをはらんでいる。ダーウォルはこの問題に対し、⼈間同⼠が互いに「要求し、応答
する地位（standing）」を持つという「⼆⼈称的関係」から尊厳を再定義する。この視点では、尊
厳とは他者との関係性に根差したものであり、個⼈の能⼒に依存しない。さらに⼩⼿川⽒は、ロ
バート・スターンの批判的議論を紹介する。スターンは、ダーウォルの主張する「内容から独⽴
した命令」は倫理的⾏動の理由としては不⼗分であるとし、ロイストロプの他者への依存と傷つ
きやすさに基づく⽴場から再考を促す。その上で、レヴィナスは他者の脆弱性だけでなく、他者
からの倫理的要請に対して応答せざるを得ない⾃⼰の脆弱性にも光を当てる。本発表は、従来の
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尊厳論の枠を超えて、他者との応答的な関係の中にこそ尊厳が⽴ち現れるという新たな倫理的視
座を提⽰した点で、意義深いものであった。 
 これらの発表を通して明らかになったのは、「尊厳」とは決して抽象的な理念や、あらかじめ
個⼈に備わっている固定的な属性ではなく、他者との関係性のなかで絶えず⽣成され、損なわれ、
そして回復されうる、動的かつ相互依存的な経験であるということである。痛み、排除、羞恥、応
答責任といった異なる切り⼝からの探究を経て、尊厳は「守られるべきもの」であると同時に、
「関わり合いの中で⽴ち現れるもの」として捉え直されるべきであるという理解が共有された。
現象学的アプローチは、その⼈の⾝体や感情、社会的⽂脈に根ざした経験を丁寧に記述すること
で、こうした尊厳の動的側⾯に光を当てる強⼒な⼿法となる。また、ワークショップ全体を通じ
て、登壇者だけでなく参加者からも多くの問いやコメントが寄せられ、質疑応答の時間が⾮常に
活発なものとなったことも特筆すべきである。⽴場や専⾨を超えた対話が⾏われたことにより、
多⾓的な視点からの考察が促進され、議論の深まりにも⼤きく寄与した。本ワークショップは、
異なる⽂化的・学問的背景をもつ研究者たちが⼀堂に会し、尊厳と脆弱性という普遍的かつ現代
的なテーマに対して学際的な視野からアプローチする貴重な対話の場となった。今後もこうした
哲学的な思考の交差点から、より豊かで現実に根ざした尊厳理解が深化していくことが期待され
る。 
 登壇者５名の講演が終わった後、B03 班の分担研究者である⽇笠晴⾹⽒（岡⼭⼤学学術研究院
ヘルスシステム統合科学学域）が各登壇者へ向けて建設的なコメントと問いを出した。登壇者間
の対話や議論が重視され、フロアの参加者も互いの意⾒を交換することができた。ディスアビリ
ティとジェンダーの交差性を考えることは、今後の尊厳学において重要な⽰唆を得るきっかけに
なるだろう。 
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3.13．第 49 回尊厳学フォーラム 

「国境を越えるケアの規範的考察：正義・ケア・尊厳の観点から」 
 
1． 主催 

B02 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 6 ⽉ 14 ⽇ 
 

3． 場所 
オンライン 
 

4． 形態 
オンライン 
 

5． プログラム 
⼭⽥祥⼦「国境を越えるケアの規範的考察」 
コメント：齋藤純⼀ 
 

6． 参加者数 
10 ⼈ 
 

7． 概要と振り返り 
⼭⽥⽒の報告の要点は以下の通り。（１）ケアのグローバル化と現代的課題 現代の先進諸国で
は、少⼦⾼齢化や⼥性の社会進出、さらにはケア労働の低賃⾦労働化に伴い、深刻な「ケアの危
機」に直⾯している。この解決策として移⺠や外国⼈労働者の受け⼊れが進んでおり、⽇本にお
いても特定技能制度による介護⼈材の導⼊や国家戦略特区での家事⽀援活⽤など、ケアは⽂字通
り国境を越えた社会的実践となっている。こうした状況は、移住労働者が⾃国に残した家族のケ
アを別の誰かに託し、⾃⾝は他国で他者のケアに従事するという「グローバルなケアの連鎖」を
⽣み出している。（２）正義とケアの倫理からの批判的考察 移住ケア労働をめぐる規範的議論
において、⾃発的な選択であれば問題ないとする⾃由主義的な擁護論がある⼀⽅で、報告者はそ
の背後にある構造的不正義を指摘する。移住の背景にはグローバルな経済格差やジェンダー不平
等が存在しており、さらに「部分的なシティズンシップ」しか与えられないといった制度的な脆
弱性が労働者を縛り付けている。また「ケアの倫理」の観点からは、物理的距離がもたらす親密
性の形成不全や「感情のコスト」といったミクロな関係性への危害が懸念されているが、これら
はケアを⺟⼦関係に限定しすぎる危うさも孕んでいる。（３）関係論的な尊厳概念の提⽰ これ
らの課題に対し、報告者は「関係論的な尊厳」という概念を軸に、適切なケア関係の構築を模索
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する。これは、理性的な決定能⼒に依拠する「所有の論理」ではなく、ただそこに存在すること⾃
体を尊ぶ「存在の論理」に基づく尊厳観である。この尊厳は⼀⽅的に与えられるパターナリステ
ィックなものではなく、⽇常的なケアの実践を通じて相互に確認し合う「尊厳感覚」によって培
われるものである。これにより、移住労働者を単なる労働⼒としてではなく、尊厳ある存在とし
て捉え直すことが可能となる。（４）⺠主的な変⾰とコスモポリタン的主体 ケア実践で結ばれ
た諸関係を⺠主的に変⾰するためには、国家レベルでの政治的包摂や、送り出し国と受け⼊れ国
の間でのケア責任に関する公的議論が不可⽋である。グローバルな経済システムや国際制度の変
⾰には、当事者によるトランスナショナルな運動に加え、私たち⼀⼈ひとりが「ケアするコスモ
ポリタン的主体」となることが要請される。ナショナリズムの枠組みを越え、⾒知らぬ他者に対
してもケアの志向性を持つことが、国境を越えるケアにおける不正義を乗り越え、尊厳を保障す
る道筋となるのである。コメンテーターの齋藤は、ケアの脱ジェンダー化、関係論的な尊厳概念
の構想、国境を越えるケア再編の課題について指摘を⾏った。 
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3.14．第 50 回尊厳学フォーラム 

「ワークショップ尊厳概念史の再構築に向けて（2）中世・近世」 
 
1． 主催 

A02 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 6 ⽉ 27 ⽇(⾦) 
 

3． 場所 
東洋⼤学⽩⼭キャンパス第三会議室（6号館 1階） 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
14:00~14:15 「これまでの振り返り」津⽥栞⾥（東洋⼤学,A02 班） 
14:15~14:45 「クザーヌスにおける尊厳概念」川崎えり（上智⼤学）  
14:45~15:15 「デカルトにおける尊厳概念」筒井⼀穂（東洋⼤学）  
15:15~15:30 休憩 
15:30~17:00 全体討論 

A02 班（⾺場、宇佐美、津⽥）からのコメントと発表者によるリプライ 
会場からの質疑応答 

 
6． 参加者数 
約 20名 
 

7． 概要と振り返り 
A02 班は「現代の『被造物の尊厳』などの新たな尊厳概念を踏まえた欧⽶圏の尊厳概念史の再

構築」を課題としており、「尊厳概念史の再構築に向けて」と題するリレーワークショップを開
催してきたが、今回は 2025 年 1 ⽉ 25 ⽇の開催に続く⼆回⽬で、中世後半から近世の時期の神学
者・哲学者による「尊厳およびその周辺概念」をめぐる思想について、若⼿の研究者からご報告
をいただいた。 
  はじめに A02 班の津⽥より、このリレーワークショップの基本的考え⽅、すなわち各思想家の
尊厳概念に限らずその周辺概念を考察の対象とし、尊厳の毀損についても配視する旨の考察⽅針
を説明し、これまでの報告の振り返りを⾏った。その後、上智⼤学の川崎えり⽒の「クザーヌス
における尊厳概念」と題する発表と東洋⼤学の筒井⼀穂⽒の「デカルトと尊厳の問題」と題する
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ご発表をいただいた。お⼆⽅の報告に共通に⾒られたのは、「尊厳 dignitas」という語⾃体は、ク
ザーヌスでもデカルトでも伝統的な意味以上の使われ⽅をしていないが、しかしその周辺概念の
考察の中で、それぞれ神学的観点や形⽽上学的観点から、後の⼈間の尊厳概念、ひいては被造物
の尊厳という考えにも繋がる価値概念への胎動を指摘しておられた点である。川崎⽒の報告では、
dignitas の周辺概念としての imago dei 概念の使⽤例から、⼈間精神に特権的な地位を認めなが
ら、神の現われとして被造物全体に尊厳を⾒いだす素地が確認でき、クザーヌスの思想の特徴と
して、⾃然物を含む他者への敬いと寛容の精神が確認されるが、その源泉は、神の完全性に⽐し
て不完全で有限な被造物としての⼈間の知的謙虚さなどの、imago dei概念が内包する豊かな意味
に求められることが⽰された。次いで筒井⽒の報告では、デカルトと同時代の思想家に⾒られた
諸学の共通概念や第⼀原理などを dignitas と位置づける考え⽅をデカルトの思想に適⽤すること
で、共通概念としての「意志の⾃由」が⼈間の尊厳との関わりで注⽬され、その意志の⾃由を「完
全性」に関する形⽽上学と、それに基づく道徳哲学の両⾯から考察することで、（神の似像とし
て）知性と意志の善⽤による⼈間的完全性が明らかとなり、それが「⾼邁」の徳に繋がっている
ことが⽰された。しかもこの⾼邁の徳は外的に毀損できない「絶対的で内的な価値」の特性を有
することで、カントの尊厳概念と類⽐的性格を有することが⽰唆されていた。 
 お⼆⽅の発表を承けて、参加者と報告者との間で質疑応答、意⾒交換がなされた。参加⼈数は
多くなかったが、A02 班の班員以外に A01 班、A03 班、そして総括班のメンバーから予定の時間
を⼤幅に超えて様々な質疑、意⾒交換がなされ、改めて伝統的な尊厳観とは異なり、後のカント
や現代の尊厳観にも繋がる、⼈間及び被造物の価値に関する多⾯的展開の思想史的豊穣さを確認
することができた。 
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3.15．第 51 回尊厳学フォーラム 

第７回ジェンダー学会議「伊藤公雄先⽣講演会」 
 
1． 主催 

総括（X00）班 
 
2． ⽇時 

2025 年 6 ⽉ 28 ⽇（⼟）14:00〜16:00 
 
3． 場所 
オンライン 

 
4． 形態 
オンライン 

 
5． プログラム 

14:00〜14:05 領域代表者挨拶：加藤泰史（椙⼭⼥学園⼤学） 
14:05〜15:30 伊藤公雄（京都⼤学・⼤阪⼤学名誉教授） 

「近代（男性主導）社会の曲がり⾓ 〜男性学・男性性研究の視点から〜」 
15:30〜16:00 質疑応答 

 
6． 参加者数 

11名 
 
7． 概要と振り返り 

第 7 回ジェンダー学会議として、京都⼤学・⼤阪⼤学名誉教授の伊藤公雄⽒をお招きし、「近
代（男性主導）社会の曲がり⾓ 〜男性学・男性性研究の視点から〜」と題して講演していただ
いた。 
男性学・男性性研究は、1970 年代に⼥性学の発展を受けて登場した学際的研究領域であり、単

なる⼥性学の裏返しではなく、「男性」および「男性性（マスキュリニティ）」を社会的・⽂化的
構築物として分析するものである。その背景には、⼥性差別撤廃運動の進展と、それに伴い可視
化された男性中⼼社会の構造がある。 

1970 年代以降、産業構造は第三次産業⾰命を契機に⼤きく変容し、情報化・サービス化が進展
した。これにより、男性＝⽣産労働、⼥性＝ケア労働という近代的性別役割分業は揺らぎ始めた。
その⼀⽅で、⻑時間労働、過労死、中⾼年男性の⾃殺増加など、「男性性の呪縛」が男性⾃⾝のウ
ェルビーイングを損なっている現実も顕在化した（メンズ・クライシス（男性性の危機））。さら
に近年は、経済的・社会的地位の相対的低下に伴う「剥奪感の男性化」が問題化している。経済的



3. 尊厳学フォーラム 

 68 

剥奪、社会的剥奪、精神的剥奪、さらには性的剥奪が重層的に絡み合い、暴⼒やハラスメント、排
外主義的傾向の背景となっている。ここで問われるのは、伝統的な⽀配的男性性（ヘゲモニック・
マスキュリニティ）からの脱却である。 
伊藤⽒は、出⼝として「男性とケア」の視座を提⽰する。近代社会は男性が⼥性のケア労働に

依存しつつ⽀配する構造を持っていたが、これを組み替えるには、男性⾃⾝がケアする⼒を育み、
他者からのケアを受け⼊れる⼒を持つことが必要である。⽀配と依存の⼆重構造を超え、⾃他の
⽣命や尊厳に配慮する「脱ジェンダー的男性性」への転換が求められる。また、科学技術や学術
研究も男性基準で構築されてきたことも指摘された。近年 EUなどで推進される「ジェンダード・
イノベーション」は、⽣物学的性差（セックス）、社会的性別（ジェンダー）、さらに⼈種や階級
などの交差性（インターセクショナリティ）を研究に統合することで、より包摂的で質の⾼い知
を⽣み出そうとする試みである。これは、健常な男性を標準モデルとしてきた近代科学の転換を
意味する。 
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3.16．第 52 回尊厳学フォーラム 

「ドイツ・ポーランド調査報告」 
 
1． 主催 

B02 班、A02 班と共催 
 

2． ⽇時 
2025 年 7 ⽉ 19 ⽇ 
 

3． 場所 
駒澤⼤学 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
全体報告（芝崎厚⼠）、報告１（川眞⽥嘉壽⼦）、報告２（柳原伸洋）、報告３（岸⾒太⼀）、コ
メント１（齋藤純⼀）、コメント２（⾺場智⼀） 
 

6． 参加者数 
25 ⼈ 
 

7． 概要と振り返り 
2025 年 9 ⽉に、芝崎、川眞⽥、岸⾒、柳原が⾏った、ミュンヒェン、ダッハウ、クラコフ、ア

ウシュヴィッツ、ワルシャワでのフィールドワークについて、それぞれが報告を⾏った。芝崎は
全体の旅程と訪問先について総合的な報告を⾏った。川眞⽥は戦後国際法とホロコーストの関係、
ホロコーストの実態を伝える努⼒などについて、柳原はホロコーストの歴史と強制収容所の歴史
について、尊厳の重視と現在議論になっているホロコーストの普遍性と特殊性の関係について、
岸⾒は⼊管研究者として、囚⼈バッジに着⽬した⾏政のカテゴリー化と尊厳について、それぞれ
詳細な報告を⾏った。全員に共通するのは、実際に歴史的な出来事が起きた現場に⽴ち、その当
時と現在、その歴史を守り伝える努⼒をリアルに体感することが、いかに尊厳研究にとって重要
なことであるかを深く感得した点であった。 
 齋藤純⼀は過去にアウシュヴィッツを訪れた経験から、⾺場はレヴィナス研究者としての視点
から、それぞれが政治理論・政治思想研究者として問いかけを⾏った。 
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3.17．第 53 回尊厳学フォーラム 

「『核と被爆者の国際政治学』をめぐる研究会」 
 
1． 主催 

B02 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 8 ⽉ 19 ⽇（⽕） 
 

3． 場所 
⽴正⼤学 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
「核抑⽌と核のタブーの関係性の再検討」（佐藤史郎） 
コメント１ 芝崎厚⼠、コメント２ 齋藤純⼀ 
 

6． 参加者数 
20 ⼈ 
 

7． 概要と振り返り 
佐藤報告は、国際社会における核兵器の使⽤を抑制する 2 つの主要な概念、「核抑⽌」と「核

のタブー」の関係性を、被爆者の語りという視点を交えて再検討するものである 。 
 第⼀の点は、核抑⽌の機能と限界である。 核抑⽌とは、核兵器による報復の威嚇を通じて、相
⼿の望まない⾏動を思いとどまらせる戦略である 。しかし、これにはいくつかの構造的な問題が
ある。第⼀に、抑⽌の成⽴は結果としてしか判定できず、戦争が起きなかった理由が抑⽌戦略の
おかげなのか、単に敵に攻撃意図がなかっただけなのかが不透明である 。第⼆に、威嚇による意
図伝達は相互に不安や恐怖を醸成し、軍備競争を招く「安全保障のディレンマ」を引き起こすリ
スクがある 。さらに、核抑⽌を肯定することは、核攻撃という究極の暴⼒を容認し、⾃らも加害
者や被害者になることを受容するという倫理的な暴⼒性を孕んでいる 。 
 第⼆の点は、核のタブーと被爆者の語りである。 ⼀⽅で、核兵器が実戦で使⽤されない理由と
して「核のタブー」が挙げられる。これは核兵器の先⾏使⽤に対する強⼒な事実上の禁⽌という
規範的信念を指す 。この規範の起源は広島・⻑崎にあり、被爆者（ヒバクシャ）の証⾔が「核兵
器の使⽤は道徳的に容認できない」という国際規範を醸成してきた 。被爆者の語りは、核兵器に
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「悪の烙印」を押し、その「⾮合法化」を推し進めることで、核兵器のない世界の実現を⽬指す原
動⼒となっている 。 
 第三の点は、 核抑⽌と核のタブーの逆説（アポリア）である。 しかし、被爆者の語りがもたら
す「核のタブー」は、⽪⾁にも核抑⽌を正当化するという逆説的な側⾯を持つ。核兵器の⾮⼈道
性が強調されるほど、その恐怖ゆえに「⾃国の安全を守るためには核兵器を持つしかない」とい
う核武装論や、悲劇を繰り返さないための核抑⽌論が強まるという「アポリア（解決困難な難問）」
が⽣じている 。例えば、パキスタンが核実験を⾏った際に「広島・⻑崎の⼆の舞を避けるため」
としたように、核の⾮⼈道性が核保有の正当化に利⽤されるケースがある 。 
第四の点は、 課題と展望である。 このアポリアを解消するためには、核のタブーをより深く浸
透させる必要があるが、そこには「核兵器は使⽤できる」という軍事的認識や、被害者・加害者の
多義性といった課題が⽴ちはだかる 。また、国家が主権国家ベースの安全保障観に固執する限り、
核への依存は続くと予測される 。 近年の⽇本被団協によるノーベル平和賞受賞の背景には、核
のタブーを「先⾏使⽤の禁⽌」という限定的なものから、「核兵器のいかなる使⽤・保有も許され
ない」という、より広範な対⽴的規範へと拡⼤させようとする動きがある 。核兵器廃絶には、安
全保障上の現実を考慮しつつも、被爆者の語りを通じて核の⾮⼈道性を訴え続け、核抑⽌と核の
タブーの新たな関係性を構築することが不可⽋である 。 
 芝崎は国際政治学の古典的な安全保障論と、被爆樹⽊を含めたヒト以外の主体の関係を論じる
ことをいかに統合するかという点について、齋藤は、⽯⽥忠など戦後⽇本における被爆者の意識
調査の成果などを踏まえたコメントを⾏った。 
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3.18．第 54 回尊厳学フォーラム 

「⽇本哲学と世界哲学」シンポジウム 
 
1． 主催 

A04 班 
 
2． ⽇時 

2025 年 9 ⽉ 20 ⽇（⼟） 
 
3． 場所 
東京⼤学東洋⽂化研究所 

 
4． 形態 
対⾯ 

 
5． プログラム 

13:30-13:40 開会挨拶 
納富信留（東京⼤学） 

13:40-14:20 基調講演 
ブレット・デービス（ロヨラ・メリーランド⼤学） 

14:20-14:50 コメント 
上原⿇有⼦（京都⼤学） 
板東洋介（東京⼤学） 

14:50-15:20  質疑応答 
15:50-16:20  講演 
⽵花洋佑（福岡⼤学） 

16:20-16:50  講演 
⻑野邦彦（お茶の⽔⼥⼦⼤学） 

16:50-17:20  コメント 
上原⿇有⼦（京都⼤学） 
板東洋介（東京⼤学） 

17:20-17:50  質疑応答 
全体司会 
中島隆博（東京⼤学） 

 
6． 参加者数 

20名 
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7． 概要と振り返り 

ブレット・デービス『⽇本哲学――世界哲学への貢献』（筑摩書房、⼆〇⼆五年）の出版を記
念して、デービスさん（ロヨラ・メリーランド⼤学）に基調講演「⻄洋独占主義的な哲学観の⽣成
と終焉――欧⽶と⽇本におけるメタ哲学的物語」をお願いして、「排他的暴⼒と包摂的暴⼒のジ
レンマを乗り越える唯⼀の道は、両⽅の⾓に対する批判的認識を維持し、包摂的暴⼒の⾓が双⽅
へ回転する余地を認める意思を持つことである。⾔い換えれば、⾮⻄洋的な源泉や声を「⻄洋哲
学」の観点から再解釈することを許容するだけでなく、こうした⾮⻄洋的な源泉や⾔説が、「世
界哲学」の対話の内容のみでなく、⽅法と⽬的に関しても、⻄洋の先⼊観に挑戦し、変容するこ
とも許容すべきである」と論じていただいた。また、訳者である⽵花洋佑さん（福岡⼤学）には
「哲学と「⽣き⽅」――⽥辺元の「懺悔」と神秘」と題して、ピエール・アドに着想を得ながら、
⽥辺元を中⼼に、京都学派の哲学を「⽣き⽅」から再検討することの重要性を論じていただいた。
また同じく役者の⻑野邦彦さん（お茶の⽔⼥⼦⼤学）には「『⽇本哲学』が拓く多元的世界――⽇
本倫理思想史の観点から」と題して、⽇本哲学を本質主義的に理解する危険を避けつつ、和辻哲
郎とりわけその『⽇本倫理思想史』をどう再評価するのかを論じていただいた。コメントは上原
⿇有⼦さん（京都⼤学）と板東洋介さん（東京⼤学）にお願いし、全体としては、⽇本哲学が世界
哲学へどのように貢献しうるのか、その課題は何かについて検討した。全体の司会は中島隆博（東
京⼤学）が務めた。中島は、この本の監訳を務めており、また解説も書いているので、あらためて
本書の今⽇的な意義について⾔及した。なお、A04 班の代表である納富信留さん（東京⼤学）に
は、尊厳学における世界哲学の意義についてお話しいただくとともに、この本についても書評を
書いていただいたので、そのご紹介もしていただいた。 
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3.19．第 55 回尊厳学フォーラム 

「美⾺達哉『臨床と⽣政治』書評会」 
 
1． 主催 

B05 班 
 
2． ⽇時 

2025 年 9 ⽉ 23 ⽇（⽕）13 時〜16 時 30分 
 
3． 場所 

⽴正⼤学品川キャンパス１号館４階 第７会議室 B 
 
4． 形態 

ハイブリッド 
 
5． プログラム 

（１）本書の研究内容について（美⾺達哉）    13:00-13:10 
（２）第⼀部 書評１ 松原洋⼦ （B05 班）    13:10-13:25 
       書評２ ⽯井礼花  (C01 班公募研究)    13:25-13:40 
       質疑応答 美⾺達哉     13:40-13:50 
（３）第⼆部 書評１ ⽯井哲也 （B05 班）    13:50-14:05 
       書評２ 阿久津英憲（B05 班）        14:05-14:20 
              質疑応答 美⾺達哉     14:20-14:30 
    休憩 10分 
（４）第三部 書評 1 本⽥康⼆郎（B04 班）    14:40-15:05 
       書評２ 吉良貴之 (B05 班公募研究)   15:05-15:20 
              質疑応答 美⾺達哉     15:20-15:30 
（５）第四部 書評１ ⾹川知晶 （B05 班）    15:30-15:45 
       書評２ 中塚晶博（岐⾩聖徳学園⼤学看護学部教授） 15:45-16:00 
               質疑応答 美⾺達哉      16:00-16:10 
（６）まとめ 美⾺達哉      16:10-16:20 
              ⽥坂さつき（B05 班）     16:20-16:25 
              加藤泰史（B05 班）     16:25-16:30 

 
6． 参加者数 

17名 
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7． 概要と振り返り 
 美⾺達哉⽒が当該科研の研究分担者から離脱する条件として、研究期間の⾃⾝の研究計画を遂
⾏し、完了していることを検証するために開催したものである。本書の各部について、当該班の
研究分担者らが分担して、書評を担当し、事前に美⾺⽒に質問を送り、美⾺⽒が回答するように
構成されていた。本書は尊厳（学）については直接的な⾔及はないが、17 世紀以降、近代・現代
の社会を動かしてきた⽣権⼒・⽣政治について論じることにより、尊厳研究が学として成⽴する
その前提を様々な⾓度から分析しているといえる。本書の業績は尊厳（学）の議論の基本前提の
解明として重要な位置を占めていることが明らかになった。 
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3.20．第 56 回尊厳学フォーラム 

「尊厳学の確⽴ B04班国際ワークショップ」 
 
1． 主催 

B04 班 
 
2． ⽇時 

10 ⽉ 9 ⽇（⽊）14:00-18:00 
 
3． 場所 
慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス（来往舎 2階中会議室） 

 
4． 形態 
対⾯とオンライン 

 
5． プログラム 
開会の挨拶と先⽣の紹介 

14:00-14:10 
講演 1：Gesa Lindemann（司会：杉本俊介） 

14:10-15:40（講演 60分、質疑応答 30分） 
講演２：Aybike Tunç（司会：⻄條玲奈） 

15:50-17:20 （同上） 
意⾒交換＆ディスカッション（司会：春⽥⼤登） 

17:30-18:00 
 
6． 参加者数 

7名 
 
7． 概要と振り返り 

B04 班の主催にて、10 ⽉ 9 ⽇（⽊）にドイツ・トルコから 2名の研究者（Gesa Lindemann先
⽣、Aybike Tunç先⽣）を招聘し「AI・ロボットと尊厳」をテーマとした講演会を⾏った。 
Lindemann ⽒は、あらゆる⼈間が等しく尊厳をもつという考え⽅が制度化された社会規範とし

て近代の時間秩序に基づいたものであり、この秩序に基づかない技術規範に従うかぎり AIやロボ
ットにおいても尊厳をもつ可能性はないと論じた。ここでの社会規範は 18 世紀産業⾰命以降に登
場した近代の時間秩序、以前―以降の関係だけでなく過去―現在―未来の近代的関係に特徴づけ
られた期待であり、秩序を維持する機能的側⾯と秩序を壊す者へ責任を課す道徳的側⾯をもって
いるとし、そのアイデアの詳細が議論された。⼀⽅、以前―以降の時間秩序に基づく技術規範に
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は機能側⾯はあっても道徳的側⾯はなく、技術規範に従う現在の AIやロボットには尊厳をもつ可
能性は開かれていないと論じられた。ただし、Lindemann ⽒によれば、今後社会規範に従う AIや
ロボットが登場する場合、尊厳をもつ可能性があることが⽰唆された。 
Tunç⽒は AIやロボットが法的⼈格を持ちうるかについて論じた。まず法的⼈格とは何かを規

定した上で、その条件として尊厳を持つことを挙げた。その際の尊厳とは⾃律性や合理性といっ
たカントに基づくものであった。しかし、アーレントによれば、こうした尊厳の理解において前
提されているのは、「個⼈が⽣まれながらに価値をもつ」という考え⽅である。その前提に基づ
く限り、⼈権が抽象的で空疎なものになってしまう。⼈権をそのようなものにしないためには、
互いに信頼し、平等であるという合意が必要である。相互の契約によってのみ権利の主体になる
ことができるとすれば、たとえば、象や川といったものも法的⼈格になることができる。 Tunç⽒
は、カリフォルニア州オハイで実際に象に⾝体的⾃由が認められた例を挙げた。同様の仕⽅で AI
やロボットも法的⼈格を持つことができる道筋はある。 
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3.21．第 57 回尊厳学フォーラム 

「The Concept of Human Dignity from Western/Eastern Perspectives」 
 
1． 主催 

総括班・A04 班の共催 
 
2． ⽇時 

2025 年 11 ⽉ 14 ⽇〜2025 年 11 ⽉ 16 ⽇ 
 
3． 場所 

京都⼤学吉⽥キャンパス 
 
4． 形態 

ハイフレックス 
 
5． プログラム 
November 14th  (Fri.) 

Moderators & Speakers Preliminary Meeting (followed by Dinner)   18:00 - 20:00 
 
November 15th (Sat.)  

Opening Remarks : 10:00 - 10:20 
Yasushi Kato (Sugiyama Jogakuen University) 

Session 1: 10:20 - 11:50 
Moderator : Masayuki Shimizu（Seigakuin University） 
Hans Feger (Freie Universität Berlin), The Abolition of the Person: On the Controversy 

between Kant and Carl Schmitt  
Lunch  11:50 - 13:50 
Session 2: 13:50 - 15:20  
Moderator : Shuoyang Meng (Hitotsubashi University） 
Wei Wei (Chinese Academy of Social Sciences), The Tension Between the Sanctity and 

Dignity: A Philosophical Reflection on the Concept of Dignity in Modern Japan 
Break  15:20 - 15:40 
Session 3: 15:40 - 17:10 
Moderator : Katsushige Katayama (The University of Tokyo) 
Balaganapathi Devarakonda （ University of Delhi ） , Self-Reliant Interdependence: 

Rethinking the Ontology and Ethics of Dignity 
Dinner  18:30 - 20:30  
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November 16th (Sun.) 

Session 4: 10:00 - 11:30  
Moderator : Yukari Matsuzuka (Hitotsubashi University) 
Corinna Mieth (Ruhr-Universität Bochum), Beyond (Non)-Instrumentalization: Migration, 

Poverty and Dignity within a Kantian Framework 
Lunch  11:30 - 13:00  
Session 5: 13:00 - 14:30  
Moderator : Michitaro Kobayashi (Osaka Medical and Pharmaceutical University)  
Ken'ichi Maegawa (Soka University), Buddhism-based (non-)subjectivity and personal 

dignity 
Break  14:30 - 14:40 
Session 6: 14:40 - 16:10 
Moderator : Atsushi Shibasaki (Komazawa University)  
Tomokazu Baba (Hosei University), The Challenge of “the Dignity of the Elected One” (la 

dignité dʼélu) in the Conceptual History of Dignity 
Break 16:10 - 16:20 
Session 7: 16:20 - 17:00 Closing Discussion 
Moderator : Mayuko Uehara (Kyoto University)  

Dinner  18:00 - 20:00 
 
6． 参加者数 

14 ⽇：7名 
15 ⽇：15名 
16 ⽇：18名 

 
7． 概要と振り返り 

Feger ⽒はカントとカール・シュミットの⽐較を通じて、⼈間の尊厳と⼈格の問題を論じた。
シュミットは政治的秩序は主権者が⾮常事態において下す決断によって成り⽴つと主張した。彼
の思想はナチスによる権⼒掌握を正当化し、⼈格の廃絶と全体主義国家へと繋がった。戦後ドイ
ツの憲法は⼈間の尊厳を「反全体主義的な基本規範」として不可侵のものとすることで、国家の
恣意性に対抗している。カントの道徳哲学は政治を道徳に服従させることで、シュミットの決断
主義に⽴脚した国家像と対⽴する。 
Wei ⽒は⽇本語の「らしさ」が介護の現場などで「⼈間の尊厳」と関係づけられている現象に

注⽬し、「らしさ」の歴史的な分析を試みた。⻄洋的な個⼈の概念は武⼠道的な「独り⽴つ」とい
う姿勢を通して受容された。内村鑑三は武⼠道とキリスト教を接ぎ⽊することで個⼈を公共的な
ものと結び付けることを試みたが、これには限界がある。現代においては「らしさ」を個⼈に属
するユニークな⽣き⽅としての層を「地位」という普遍的なものに位置づける必要がある。 
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Bala ⽒は尊厳を「⾃⼰完結的な独⽴」ではなく「⾃⼰依存的な相互依存」として捉え直そうと
試みた。尊厳概念は歴史的・⽂化的に多層的であり、多様な理解が存在する。戦争は尊厳の脆弱
性を露呈し、AIは⼈間をデータ化しながら同時に能⼒拡張ももたらすことで、尊厳の基盤そのも
のを揺るがす。こうした状況の中で、関係的存在論は尊厳を「依存の本質性を理解しつつ⾮本質
的依存を減じ、内的資源を強める」⾃⼰依存として捉える可能性を⽰す。これにより、尊厳は独
⽴ではなく関係の中で成⽴する⾃律として再構成される。 
Mieth⽒は移⺠をめぐる尊厳侵害をカント倫理の枠組みから再検討し、「他者を道具として扱

わないこと」だけでは不⼗分であると論じた。カントの「⼈間性の定式」は他者を「単なる⼿段と
して扱うこと」を禁じるが、移⺠の現実には、強制労働のような典型的な道具化だけでなく、無
関⼼や受動的存在として扱う形の尊厳侵害も存在する。今⽇の移⺠政策は、移動の⾃由を制限し
移⺠を脆弱化することで搾取を助⻑している。また、難⺠キャンプの貧困や就労禁⽌は、⼈びと
を「⾃ら役⽴つ存在として社会に参加する機会」から排除し、単なる受益者へと押し込める点で
尊厳を損なう。 
前川は仏教思想に影響を受けた⻄⽥幾多郎、鈴⽊⼤拙、⻄⾕啓治の「⼈間の尊厳」に関する⾔

説を分析した。彼らは世界の根源を絶対無（空）の視点から捉え、通常の⾃⼰は「偽りの意識」に
よって構築されたものとする。この⾃⼰否定は宗教的な性格を持つが、⽇常⽣活においては「職
⼈かたぎ」のように仕事への没頭を通じて達成されると⾒なされる。真の⾃⼰実現と尊厳を⾃⼰
否定に求めるこの考え⽅は哲学的前提よりも⽇本的な思考様式に強く根ざしている可能性がある。 
⾺場はレヴィナスの「選ばれた者の尊厳（la dignité dʼélu）」を⼿がかりに、尊厳概念の系譜を

再検討し、その中⼼を「責任」として再構成しようと試みた。レヴィナスが⼈権を「他者の権利」
として捉え、他者の脆弱さへの応答として主体が「選ばれる」経験を通じて尊厳が⽣じると論じ
た点を⽰した。リクールはこの⽴場に対し主体の「受容能⼒」や⾃⼰尊重の必要を指摘したが、
これに対しレヴィナスは「選ばれた者の尊厳」を、他者のために代わりに責任を負う主体性に⾒
いだす。 
今回のWSでは上述のように多様な視点から尊厳に関する発表がなされ、それぞれについて活

発な議論が交わされた。 
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3.22．第 58 回尊厳学フォーラム 

「Corrina Mieth先⽣講演会」 
 
1． 主催 

A04 班と哲学会（東京⼤学⼤学院⼈⽂社会系研究科）の共催 
 
2． ⽇時 

2025 年 11 ⽉ 18 ⽇（⽕）17:00-19:00 
 
3． 場所 
東京⼤学⼤学院⼈⽂社会系研究科、哲学研究室 

 
4． 形態 
対⾯ 

 
5． プログラム 

17:00~17:05 領域代表者挨拶：加藤泰史（椙⼭⼥学園⼤学） 
17:05~18:30  Kants Cosmopolitanism and Right Not to be Treated with Hostility：Corinna Mieth 

（Ruhr-Universität Bochum） 
18:30~19:00 全体討論 
19:00~ 懇談会 

 
6． 参加者数 

15名 
 
7． 概要と振り返り 

ルール⼤学ボーフムのコリナ・ミート⽒をお招きし、「Kant, Migration and the Cosmopolitan 
Right Not to be Treated with Hostility」と題してご講演いただいた。 

ミート⽒は、カントの『永遠平和のために』における「世界市⺠権」が、外国⼈が他国の⼟地
に到着したという理由で「敵意をもって扱われない権利」を意味するという点を出発点として論
を展開した。本講演ではまず、「敵意（hostility）」の概念が 3つの次元に整理された。すなわち、
排外主義や⼈種差別など他者に対する「感情や態度としての敵意（タイプ A）」、特定の考えや計
画に対する「拒絶としての敵意（タイプ B）」、そして「戦争における敵対⾏為（タイプ C）」で
ある。カントの道徳哲学においては、他者を単なる⼿段として扱わず、⽬的として扱うこと（尊
厳の尊重）が求められる。この枠組みにおいて、他者をモノやネガティブな⽬的として扱う「タ
イプ A」の敵意は、常に道徳的に誤りであるとされた。⼀⽅で、「タイプ B」や「タイプ C」の敵
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意は、平和的に振る舞わない相⼿に対しては正当化され得るものの、その場合であっても相⼿を
道徳的地位や基本的⼈権を持たない「単なる敵」として扱うことは許されないと論じられた。 
続いて、この理論的枠組みを⽤いて、現代の⻄欧⺠主主義諸国の代表者による移⺠に対する敵

意の具体例が評価された。第⼀に、テリーザ・メイ元英⾸相の「不法移⺠に敵対的な環境を作る」
という政策⽬標は、恐怖（ゼノフォビア）に基づく「タイプ A」の敵意であり、平和的に振る舞う
⼈々に対する不正義であると批判された。第⼆に、マクロン仏⼤統領が移⺠の若者を配⾞アプリ
の運転⼿として語った事例も、彼らの経済的境遇を踏まえれば、軽蔑（傲慢）に基づく「タイプ
A」の敵意であると評価された。第三に、リトアニアのランズベルギス外相によるロシア⼈の亡命
拒否については、送還による危険性を考慮すれば不当な敵意であると同時に、スパイ等の脅威を
想定すれば「タイプ C」の敵対⾏為として正当化しうる⾯もあり、カントの⽬的論的仮定も関わ
るため⼀義的な評価が難しい事例として提⽰された。 
結論として、カント的な視点からは、移⺠に対して敵対的な雰囲気を作り出すことは道徳的に

誤りであることが強調された。さらに、移⺠の消極的権利を侵害しないことに留まらず、商業な
どの交流を通じて、彼らが社会の完全なメンバーとなるための機会を提供することの重要性が提
起された。本講演を通じて、カント倫理学の枠組みから現代の移⺠をめぐる尊厳や敵意の問題が
多⾓的に再検討され、参加者との間で活発な議論が交わされた。 
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3.23．第 59 回尊厳学フォーラム 

「⼦どものウェールビーイングの保障」 
 
1． 主催 

C01 班・A02 班の共催 
 
2． ⽇時 

2025 年 11 ⽉ 18 ⽇（⽕） 
 
3． 場所 
オンライン 

 
4． 形態 
オンライン 

 
5． プログラム 

13:15〜13:20 本研究会の趣旨説明と報告者の紹介：柳橋晃（茨城キリスト教⼤学） 
13:20〜14:20 ご報告：⼭⼝有紗（⼦どもの虐待防⽌センター） 
14:20〜14:30 コメント：⾺場智⼀（法政⼤学） 
14:30〜14:45 質疑応答 

 
6． 参加者数 

9名 
 
7． 概要と振り返り 

本ワークショップでは、『⼦どものウェルビーイングとひびきあう−権利、声、「象徴」とし
ての⼦ども−』を執筆された⼭⼝有紗先⽣（⼦どもの虐待防⽌センター）をお迎えし、⼦どもの
ウェールビーイングの保障ついてのご報告をいただき、質疑応答を⾏った。⼭⼝先⽣は、⼩児科
医としての臨床経験および⼩児科学や疫学の知⾒を応⽤し、⼦どものウェールビーイングを保障
する⽣育論を展開している。 

ウェールビーイングとは、「その⼦のビーイング（存在）がこころもからだも周囲との関係や
社会的にもちょうどよく満たされ⼼地よい状態であること。そのゆらぎのプロセス」である。ACEs
研究によれば、⼦ども時代の体験は、発達の基礎であり、その後何⼗年にもわたって影響を及ぼ
す。虐待、ネグレクト、家庭機能の困難といった⼦ども期の逆境体験（Adverse Childhood 
Experiences: ACEs）は、⻑期にわたる⼼⾝機能の低下、覚せい剤の使⽤、慢性肺疾患、アルコー
ル問題、⾃殺未遂の確率を⾼めてしまう。こうした事情から、⼦どものウェールビーイングの保
障は喫緊の課題である。 
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しかし、逆境体験を受けたとしても、その影響をやわらげることは可能である。そのためには、
⼤⼈は、サポーティブでなければならず、保護的なあたたかい関係性、健康なアタッチメントの
形成を保障すべきである。⼭⼝先⽣は、⼦どもが問題を起している時にこそ、その⼦が困難な状
況になんとか適応しようと努⼒していると⾒て取らなければならないと主張する。つまり、こう
した時にこそ、⼦どもの権利と尊厳の保障が先鋭化しているのである。 
⼭⼝先⽣の報告を受けて、A02 班の⾺場智⼀先⽣（法政⼤学）は、⼦どもが「異和感」を感じ

表明することの意義についてコメントした。⾺場先⽣が⼦どもの「異和感」の表明に⼒点を置く
理由は、⼭⼝先⽣が⼦どもの問題⾏動に適応への努⼒を⾒て取るものと共通性があった。つまり、
⼦どもは時として⼗分な⾔葉を持たないが、だからこそ⼤⼈が⼦どもの思いを汲み取る必要があ
るということである。質疑応答において、⽚⼭勝茂先⽣（東京⼤学）は、⼦どもの尊厳の保障を念
頭に置いて、「⾃分⾃⾝はかけがえのない尊いものであり、尊いものとして尊重されていると、
⼦どもが実感できるようにすることが⼤切である」と発⾔した。この発⾔は、⼭⼝先⽣と⾺場先
⽣の主張を原理化したものである。 
英国の哲学者オノラ・オニールは、⼦どもの権利を保障するためには⼤⼈の負う義務を適切に

制度化する必要があると述べた。おそらく、今回のワークショップから引き受けなければならな
い課題は、⼦どもの尊厳を尊重することはどのようなことであり、⼦どもの尊厳を侵害すること
はどのようなことであるのかを具体的に探り当てた上で、それらの事柄を教育カリキュラム、教
師教育、そして、制度に繰り込んでゆくことだろう。 
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3.24．第 60 回尊厳学フォーラム 

「韓国調査報告会」 
 
1． 主催 

B02 班 
 

2． ⽇時 
2025 年 11 ⽉ 21 ⽇ 
 

3． 場所 
⽴正⼤学 
 

4． 形態 
ハイブリッド 
 

5． プログラム 
全体報告（芝崎）、報告（李⽃領）、報告（川眞⽥嘉壽⼦）、報告（齋藤純⼀）、コメント（⽥坂
さつき）、コメント（岸⾒太⼀） 
 

6． 参加者数 
80 ⼈（含む学部学⽣ 60 ⼈） 
 

7． 概要と振り返り 
２⽉にソウル・プサンで⾏ったフィールドワークについての報告会を⾏った。２⽉１５⽇はソ

ウルに到着後、国⽴中央博物館を⾒学した。１６⽇は⻄⼤⾨刑務所歴史館、⻄⼤⾨独⽴公園、戦
争記念館を⾒学した。１７⽇はソウルからプサンに移動し、影島における旧⽇本時代の遺構を⾒
学し、旧⽥中造船所で現在も稼働する造船所の⽅のお話をうかがった。１８⽇は世界で唯⼀国連
が管理するＵＮ記念公園（墓地）、国⽴⽇帝強制動員歴史館、ＵＮ国連平和祈念館、臨時⾸都記念
館を訪問した。各⾃がそれぞれの着眼点から報告を⾏ったほか、コメンテーターからは哲学及び
⼊国管理の観点から指摘がなされた。昨年度９⽉のドイツ・ポーランドと同様、隣国韓国の歴史
的事情と現在、そして歴史の継承について、現地で現場に⽴つことでしか得られない重要な⽰唆
を数多く得たことを改めて確認し、今後の尊厳学研究に深く活かしていくための機会となった。 
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3.25．第 61 回尊厳学フォーラム 

第８回ジェンダー学会議「池⽥弘乃先⽣講演会」 
 
1． 主催 

総括（X00）班 
 
2． ⽇時 

2025 年 12 ⽉ 12 ⽇（⾦）17:00〜19:00 
 
3． 場所 
オンライン 

 
4． 形態 
オンライン 

 
5． プログラム 

17:00〜17:05 領域代表者挨拶：加藤泰史（椙⼭⼥学園⼤学） 
17:05〜18:30 池⽥弘乃（⼭形⼤学） 

「ジェンダー・セクシュアリティをめぐる法と政治：ケアとクィアを⼿がかりに」 
18:30〜19:00 質疑応答 

 
6． 参加者数 
８名 

 
7． 概要と振り返り 

 第 8 回のジェンダー学会議として、B01 班の池⽥⽒を講師として招き、「ジェンダー・セクシ
ュアリティをめぐる法と政治：ケアとクィアを⼿がかりに」と題して講演していただいた。 
 報告ではまずフェミニズム法理論の系譜を踏まえつつ、「⼀⼈前の市⺠」という近代法の前提
が再検討された。従来の法は⾃⽴した主体を標準像としてきたが、その背後には妊娠・出産やケ
ア労働を担う存在が不可視化されてきた。池⽥⽒は「稼ぐ⼈」を基準とする市⺠像がケアを担う
者や「稼げない」者を周縁化してきたことを指摘し、関係的⾃律の観点から⾃律概念の再編を提
起し、「ケアする⼈をケアする社会」という⽅向性が⽰された。 

第⼆に、戦後⽇本における⽣殖と性の管理の歴史が概観された。優⽣保護法に象徴されるよう
に、戦後国家は「良き国⺠」形成の裏側で弱者の排除を制度化してきた。その後、⼥性差別撤廃条
約批准、雇⽤機会均等法、性同⼀性障害特例法、AV新法、不同意性交等罪創設、「多様な性」理
解増進法などを経て、法は徐々に個⼈の尊厳へと接近してきた。しかし、その過程は直線的では
なく、司法と⽴法の緊張関係の中で揺れ動いていることが⽰された。 
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第三に、⽣殖の管理と婚姻制度をめぐる近時の憲法訴訟が分析された。性同⼀性障害特例法の
⽣殖不能要件を違憲とした 2023 年の最⾼裁⼤法廷決定は、「⼈格的⽣存に関わる重要な権利」と
して⾝体への侵襲を受けない⾃由を保障し、過酷な⼆者択⼀を否定した。他⽅で、法的性別の意
義や性⾃認概念の射程については慎重な検討が必要とされる。また、「結婚の⾃由をすべての⼈
に」訴訟に関する⾼裁判決は分岐を⽰し、同性婚を認めない現⾏法を違憲とする判断と、⽴法裁
量を広く認める判断が併存する。婚姻を国家が設計する制度と捉える視点は、婚姻の相対化や婚
姻廃⽌論とも接続する。さらに、「セックスワークにも給付⾦を」訴訟では、性⾵俗業者を給付対
象から除外した措置の合憲性が争われ、最⾼裁は⽴法裁量を尊重したが、反対意⾒はスティグマ
の再⽣産を強く問題視した。同性婚に対しては社会的理解の進展を踏まえ違憲判断が拡張される
⼀⽅、性⾵俗業には消極的姿勢が⽰されるなど、問題に対する社会的理解の程度に応じて司法が
態度を変えているという特徴が指摘された。 
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3.26．第 62 回尊厳学フォーラム 

「「⼈間の尊厳を問う」講演会」 
 
1． 主催 

B05 班 
 
2． ⽇時 

12 ⽉ 13 ⽇（⼟）13:00 〜 17:00 
 
3． 場所 
埼⽟県⽴⼤学 

 
4． 形態 
対⾯ 

 
5． プログラム 

13 時から 13 時 5分  はじめのことば 
13 時 5分から 14 時 20分 「あしがらさん」上映 
14 時 20分から 15 時 50分 画家 ⼸指寛治 講演 
15 時 55分から 16 時 35分 訪問介護センターこすもす 施設⻑ 平野智⼦ 講演 
16 時 40分から 16 時 50分 埼⽟県⽴⼤学 看護学科学科⻑ 國澤 尚⼦ 
16 時 50分から 17 時  まとめ ⽴正⼤学教授 ⽥坂さつき 

 
6． 参加者数 

21名 
 
7． 概要と振り返り 

終末期医療について、社会の関⼼が⾼まり、⼈⼯呼吸器や経管栄養でベッドでむかえる終末期
というイメージが流布されているが、⽇本の⾼度経済成⻑期に東京オリンピック、都庁建設を⽀
えた⽇雇労働者や中⼩企業労働者のなかには、不況や景気低迷の中で路上⽣活を余儀なくされた
⼈たちがいる。彼らも今は⾼齢になり、終末期を迎えているが、どのような終末期を迎えている
のか。東京の⼭⾕で終末期を迎えた⼈々を訪問し、⽣き様を描いてきた画家⼸指寛治は、そこで、
⼭⾕のおじさんたちの終末期を⽀える訪問介護⼠の献⾝的な介護に出会う。 
今回は路上⽣活を経て⾼齢になった⽅がたの終末期を⽀える訪問介護⼠に焦点を当てて、まず

はじめに路上に戻るホームレステーマとした映画「あしがらさん」を上映し、⼸指寛治さんが作
品紹介を通して講演し、⼭⾕の訪問看護ステーションこすもすの所⻑平野智⼦さんが⼭⾕での訪
問看護について講演し、最後に埼⽟県⽴⼤学で訪問看護師を養成している教員からコメントをい
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ただく、という構成である。路上からアパートに移れば尊厳ある⽣活になるのか。アルコール依
存の⽣活が⻑いおじさんたちにどう看護したらよいのか。「⼈間の尊厳とは何か」を来場者と⼀
緒に考える内容となった。 
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3.27．第 63 回尊厳学フォーラム 

「⽀援と尊厳―⾒えない声に⽿をすますともに⽣きるコミュニティのつくり⽅」  
 
1． 主催 

B03 班 
 
2． ⽇時 

2025 年 12 ⽉ 17 ⽇（⽔）13 時 30分から 16 時 30分 
 
3． 場所 
神⼾⼤学鶴甲第 2キャンパス A棟 2階 ⼤会議室 

 
4． 形態 
対⾯のみ 

 
5． プログラム 
登壇者： 
坂本 新 （ＮＰＯ法⼈レスキュー・ハブ） 

「若年女性⽀援から⾒える課題歌舞伎町の女性の声が教えてくれる社会課題」 
藤原さと（⼀般社団法⼈こたえのない学校）  

「ケアは循環する フラットな関係性を模索するともだちプロジェクト（FOX Project)につい
て」 

司会：稲原 美苗  (神⼾⼤学⼤学院⼈間発達環境学研究科)  
 
6． 参加者数 

27名 
 
7． 概要と振り返り 

本研究課題「尊厳学の確⽴ B03」の⼀環として、ワークショップ「⽀援と尊厳―⾒えない声に
⽿をすますともに⽣きるコミュニティのつくり⽅」を開催した。平⽇開催にもかかわらず、のべ
27名の参加があり、⽀援と尊厳をめぐる実践と理論を横断的に考える機会となった。 
ワークショップの前半では、NPO法⼈レスキュー・ハブ代表理事の坂本新⽒より、「若年⼥性

⽀援から⾒える課題―歌舞伎町の⼥性の声が教えてくれる社会課題―」と題した報告が⾏われた。
坂本⽒は、新宿歌舞伎町において夜職に従事する若年⼥性を主な対象としたアウトリーチ型⽀援
の実践を紹介し、制度や既存の⽀援につながりにくい⼈々の⽣活世界がいかなるものであるのか
を、具体的な事例を通して⽰した。 
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報告によれば、⽀援対象者の多くは、家庭内不和や虐待、貧困といった困難な家庭環境を背景
に持ち、若年期から孤⽴を経験してきた⼈々である。その結果、頼るべき⼈間関係や制度的⽀援
を持たないまま、歌舞伎町という都市の歓楽街に、全国各地から流⼊してくるという特徴が指摘
された。歌舞伎町は、匿名性が⾼く、居場所を⾒出しやすい⼀⽅で、搾取や暴⼒、健康被害のリス
クを常に孕んだ場所でもある。坂本⽒はまた、⽀援対象者（当事者）の中に軽度知的障害や精神
障害を抱える⼥性が少なくないことを指摘し、こうした特性が、福祉制度や医療、家族関係とい
った既存の⽀援枠組みから彼⼥たちをさらに遠ざけている現状を明らかにした。制度はしばしば
「本⼈の理解⼒」や「⾃⼰申請能⼒」、「⾃⼰決定」を前提として設計されているが、実際にはそ
れらの前提⾃体が成⽴しない状況に置かれている⼈々が多数存在している。 

そのような中で、坂本⽒が強調したのは、「居場所を提供すること」や「その⼈をそのまま受
け⼊れること」⾃体の困難さである。⽀援する側とされる側のあいだには、意図せずして⼒の⾮
対称性が⽣じやすく、「対等な関係性」を築くことは決して容易ではない。信頼関係が形成され
るまでには時間がかかり、時には拒絶や裏切りとも受け取れる経験を伴うこともある。アウトリ
ーチ⽀援とは、そうした不確実性を引き受けながら関係を紡ぎ続ける営みであることが⽰された。 
さらに坂本⽒は、レスキュー・ハブの実践が、単独の⽀援にとどまるものではなく、福祉、医

療、法律、警察、婦⼈科医療など、多職種・多機関連携を前提とした⽀援であることを強調した。
⼥性たちの抱える課題は、⽣活困窮、健康問題、法的トラブル、暴⼒被害などが複合的に絡み合
っており、いずれか⼀つの専⾨領域だけでは対応できない。そのため、現場では状況に応じて適
切な専⾨職や機関につなぐ調整役としての⽀援が不可⽋となる。 
こうした現場からの報告は、「⾃⼰決定」や「⾃⽴」を当然の前提とする制度設計が、現実の

⽣活世界においていかに脆弱であるかを浮き彫りにした。同時に、尊厳とは個⼈の内的能⼒や主
体性のみによって⽀えられるものではなく、関係性や環境、⽀援の編成のあり⽅によって容易に
損なわれうるものであることを強く⽰唆するものであった。坂本⽒の報告は、本研究における「尊
厳をいかに捉え直すべきか」という根幹的問いに対し、切実かつ具体的な現場の声をもって迫る
ものであった。 

後半では、⼀般社団法⼈「こたえのない学校」代表理事の藤原さと⽒より、「ケアは循環する 
―フラットな関係性を模索するともだちプロジェクト（FOX Project）について」と題した報告が
⾏われた。藤原⽒は、Fox Projectを中⼼としたインクルーシブな教育・社会実践を通して、ケア
や⽀援を「与える側／受け取る側」という⾮対称的な関係としてではなく、⼈と⼈とのあいだで
循環し、⽣成し続ける関係性そのものとして捉え直す視点を提⽰した。 
Fox Projectという名称は、サン＝テグジュペリ『星の王⼦さま』における王⼦とキツネの関係

性に由来する。作中でキツネは、「なじみになる（tame）」こととは、相⼿と特別な関係を結ぶ
ことであり、時間をかけて互いに唯⼀無⼆の存在になっていく過程であると語る。この関係は、
役割や機能によって規定されるものではなく、出会い、待ち、共に時間を過ごすことによって⽴
ち上がる関係である。藤原⽒は、この王⼦とキツネの関係性こそが、Fox Projectの⽬指す「友だ
ちになる」実践の原型であると述べた。 
Fox Projectにおいては、「障害」を⽋如や不⾜として捉える視点が明確に退けられている。誰

もが得意なことと不得意なことを併せ持ち、不得意なことを補い合いながら⽣きているという理
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解のもとで、「不得意なこと」が「得意なこと」を育てる契機となることが強調された。いわゆる
障害のあるとされる⼈々は、むしろ多数派が持ちえない感性や能⼒、価値を有しており、それら
は関係のなかでこそ⽴ち現れる。こうした実践は、「多数派」の世界を標準とし、「少数派」がそ
れに適応することを当然視してきた社会的前提を問い直すものである。Fox Project が⽬指すのは、
「多数派」も「少数派」も等しく⽋けるところのない存在であるという前提に⽴ち、互いが⼤切
にしているものを尊重し合いながら、上下関係のないフラットな関係として「ともだち」になっ
ていく世界である。 
藤原⽒の報告において理論的に重要であったのは、⼈類学者ティム・インゴルドの提⽰する「メ

ッシュワーク」概念との接続である。メッシュワークとは、直線的に成果や⽬標へと向かうネッ
トワーク的関係とは異なり、⼈々が蛇⾏しながら交差し、結び⽬をつくり、ほどけ、再びつなが
り直していくような、⽣成変化し続ける関係性を指す概念である。Fox Project における関係は、
効率性や成果の可視化を前提とせず、このようなメッシュワーク的関係のなかで編み直されてい
く。 

また藤原⽒は、⼈が他者と関係を結ぼうとするときに働く想像⼒の重要性にも⾔及した。表⾯
的な特徴からは分からなくとも、「この⼈の中には⼤切なものがあるのではないか」と想像する
ことが、関係の始まりとなる。そのとき⼈は、「どうすればうまく話せるだろうか」「どんな時間
を共有すれば楽しいだろうか」と考え始めるが、それは恋愛の初期段階、あるいはデートにも似
た営みであり、他者に向けられた注意と想像⼒そのものがケアの契機であることが⽰された。 
以上のように、藤原⽒の報告は、尊厳を個⼈の内在的属性や達成⽬標としてではなく、他者と

の関係が結ばれ、深まり、編み直されていく過程そのものの中で⽣成するものとして捉え直す重
要な視座を提⽰するものであった。星の王⼦さまとキツネの関係になぞらえられた Fox Projectの
実践は、尊厳を⽀える条件を制度や役割に還元することなく、⽇常的な関係のなかに⾒出そうと
する試みとして、本研究テーマに対して豊かな理論的・実践的⽰唆を与えるものである。 
坂本新⽒の現場報告が、制度や社会から排除されやすい⼈々の⽣の現実を突きつけるものであ

ったのに対し、藤原さと⽒の実践報告は、尊厳を⽀える関係性の別様の可能性を具体的に⽰すも
のであった。前者が、都市の周縁に⽣きる⼈々の過酷な現実と制度の限界を可視化したのに対し、
後者は、制度や役割に回収されない関係のなかに尊厳を⽀える回路がありうることを提⽰した点
で、両者は対照的でありながら相補的であり、本研究テーマを多⾯的に深化させる報告であった。 
両⽒の実践に共通していたのは、「コストパフォーマンス」や「タイムパフォーマンス」とい

った効率性の論理では、⼈の⽣や尊厳には決して接近できないという認識である。⽀援や教育は、
短期的成果や可視化された達成度によって評価できるものではなく、時間をかけて関係を結び、
ほどけ、編み直していくプロセスそのものに意味があることが、具体的な事例を通して共有され
た。この点において、アウトリーチ⽀援とインクルーシブな教育実践という⼀⾒異なる領域が、
尊厳をめぐって深く接続していることが明らかになった。 
ワークショップ全体を通じて浮かび上がった重要な論点の⼀つが、当事者と⾮当事者のあいだ

に存在する隔たりである。異なる当事者性を持つ⼈々の問題意識は容易には重ならず、仮に交差
したとしても、理解したつもりになることや、傍観者的⽴場にとどまってしまう危うさがあるこ
とがフロアからも指摘された。とりわけ障害をめぐる問題においては、社会構造への理解と当事
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者経験とのあいだに埋めがたい隔たりがあり、「代弁すること」そのものへの違和感が⽣じやす
い。しかし同時に、異なる⽴場にある者同⼠が関係を結び続けることで、理解できなさそのもの
を引き受ける回路が開かれうることも、両⽒の実践を通して共有された。 

また、フロアとの議論の中では、夜職に従事する⼥性たちが、障害者としてラベル付けされる
ことなく承認を得られる場としてホストクラブに惹きつけられていく構造が、「居場所」の問題
として改めて焦点化された。⾦銭を介した関係であっても、そこで交わされる⾔葉や振る舞いが
本⼈の⾃⼰肯定感を⽀えてしまう現実は、現代社会における承認の⽋如を象徴しているとの認識
が共有された。さらに、セックスワークをめぐっては、売る側にのみ罰則が課され、買う側の責
任がほとんど問われないという社会構造そのものが、尊厳の⾮対称性を⽣み出している点につい
ても、活発な意⾒交換が⾏われた。 
これらの議論を通して、フロアにおいても「尊厳とは何か」という問いが改めて⽴ち上がった。

尊厳とは、能⼒や⽣産性、社会的有⽤性によって測定されるものではなく、「そのまま存在して
よい」と認められる感覚に根ざすものであるという理解が共有された。また、⽀援における尊厳
は、⽀援者が⼀⽅的に与えるものではなく、関係のなかで相互に守り合われ、時に回復していく
ものであり、そのためには⽀援者⾃⾝が⽴場の⾮対称性を⾃覚し、語られない声に⽿を澄まし続
ける姿勢が不可⽋であることが確認された。 

本ワークショップは、福祉と教育、現場実践と理論を横断しながら、「尊厳」を固定的な概念
としてではなく、関係的かつ⽣成的なものとして捉え直すための重要な契機となった。今後の研
究においては、本ワークショップで共有された実践知を理論的に整理・深化させ、尊厳を中⼼概
念とする学際的研究へと展開していくことが求められる。 
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3.28．第 64 回尊厳学フォーラム 

「市⺠公開講座「ゲノム情報･医療情報･⽣体試料の共有を巡ってー展望と課題」」 
 
1． 主催 

⽇本学術会議 統合⽣物学委員会・基礎⽣物学委員会・基礎医学委員会合同「ゲノム科学分科会、
臨床医学委員会「臨床ゲノム医学分科会」 

共催：⽇本⼈類遺伝学会共催） 
後援：B01 班 

 
2． ⽇時 

2025 年 12 ⽉ 20 ⽇ 
 
3． 場所 

パシフィコ横浜会議センター5Ｆ 503 
 
4． 形態 
対⾯ 

 
5． プログラム 

15:30 挨拶・座⻑ 
徳永 勝⼠(⽇本学術会議連携会員、国⽴国際医療研究所プロジェクト⻑) 
伊藤 隆司(⽇本学術会議連携会員、九州⼤学特任教授) 

15:35 ヒト疾患バイオバンクの成り⽴ちと医学・医療への貢献 
後藤 雄⼀(国⽴精神・神経医療研究センター理事⻑補佐) 

15:56 ゲノム情報は医療や健康管理にどのように役⽴ちますか? 
平沢 晃(⽇本学術会議連携会員、岡⼭⼤学医学部教授) 

16:17 個⼈情報保護法とデータ利活⽤ 
宍⼾ 常寿(東京⼤学法学部教授) 

16:38 ゲノム(遺伝)情報の利活⽤における「個⼈の尊重」:欧州におけるゲノム情報保護制度を
例に 
建⽯ 真公⼦(⽇本学術会議連携会員、法政⼤学名誉教授) 

16:59 諸外国における個⼈ゲノム情報利活⽤の現状 
有⽥ 正規(⽇本学術会議連携会員、国⽴遺伝学研究所教授) 

17:20 総合討論 (17:30終了予定) 
 
6． 参加者数 

200名 
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7． 概要と振り返り 

ゲノム情報の利活⽤法の制定により、ヒトゲノムや医療情報の利⽤が提起する課題および効⽤
について検討された。ゲノム情報の利⽤は、健康維持や疾患の治療に役⽴つ⾯もあるが、反⾯、
個⼈の最も重要な情報であり、また近親を含む家族の情報も関連することなどから、差別を引き
起こす懸念もあり、また労働、保険、婚姻等に影響する蓋然性もある。ヒトゲノム情報に関する
検査や利⽤については、欧州の法制度は、「尊厳」原則にもとづいて厳格さが特徴であり、アメリ
カの各州の許容的な制度と対⽐される。例えば欧州では、オビエド条約が医療と司法以外の理由
のゲノム検査を禁⽌しており、その利⽤に関しても差別につながらないように厳格な要件を付し
ている。フランスの⽣命倫理法も、「尊厳」を原則とし、医療と司法利⽤以外のゲノム検査を禁⽌
している。⽇本では、⽣命倫理を具現化する法律はなく「尊厳」の観点からのヒトゲノムのテス
トや利⽤を制約する根拠が希薄である。対策が必要であることが確認された。 
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3.29．第 65 回尊厳学フォーラム 

「尊厳と権利の関係を哲学的に再検討する」 
 
1． 主催 

B01 班と B04 班 
 
2． ⽇時 

2025 年 12 ⽉ 22 ⽇（⽉） 
 
3． 場所 
オンライン 

 
4． 形態 
オンライン 

 
5． プログラム 

17:00~19:00 「尊厳と権利の関係を哲学的に再検討する」 
報告者：伊藤克彦(⼭⼝⼤学時間学研究所・特命助教授) 
パネリスト：⽯川健治(東京⼤学法学部・教授) 
 
司会：宮下紘(中央⼤学総合政策学部・教授) 

 
6． 参加者数 

20名 
 
7． 概要と振り返り 

尊厳と権利の関係を､哲学的に考察する、というテーマで、報告者はジョン・タシウラスを取り
上げて、⼈権は⾃然権に由来する、という理論を検討した。⼈権哲学において、タシオウラスは
⼈権を、単に⼈間であるという事実によってすべての⼈間が持つ道徳的権利として理解する正統
的な⽴場を主張している。タシオウラスによれば、⼈権は⼈間の多様な利益と平等な⼈間の尊厳
の両⽅に基づく、という。報告者は、⼈権は政治的役割で⼈権を特徴づける⾒⽅とは⼀線を画し
ているとする。あまりにも正当な⾒⽅であるが、法的には解釈権者に依存するという側⾯を説明
できないのではという疑問が提起された。 
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4.1. 凡例 

 

� 所属・役職は 2025 年度のものを記載した。 
 

� 書式は⽇本学術振興会のものを利⽤した。 
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4.2. 総括班 

加藤泰史（領域代表者）（椙⼭⼥学園⼤学、教授、哲学/倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕  

該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
加藤泰史 ケアと尊厳−−看護科学にとって尊厳は何を意味するのか？ 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本看護科学学会、基調講演 2025 年 12 ⽉ 6 ⽇ 新潟⼤学/朱鷺メッセ 

タイトルの原題 

 ケアと尊厳−−看護科学にとって尊厳は何を意味するのか？ 

「尊厳学」との関わり 

看護科学にとって最も重要な「ケア」の概念をどのように「尊厳」と結びつけて理解し直すことが
できるのかを考察した 
 
発 表 者 名 発  表  標  題 
加藤泰史 尊厳ある減災・復興に向けて̶福⽥徳三を読み直す 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
関⻄学院⼤学減災復興制度研究所、招待講演 2026 年 1 ⽉ 11 ⽇ 関⻄学院⼤学減災復興制度研究

所 
タイトルの原題 

 尊厳ある減災・復興に向けて̶福⽥徳三を読み直す 

「尊厳学」との関わり 

福⽥徳三の「⼈間の復興」を尊厳の観点からワイマール憲法などとの⽐較で新たな分析を加えた 

 
3. 〔図 書〕 

著 者 名 出 版 社 
⼭泰幸・向井佑介 臨川書店 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
東アジア災害⼈⽂学への招待 2 0 2 5 242 
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著 者 名 出 版 社 
伊藤貴雄 東洋哲学研究所  
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
新カント派の哲学と近代⽇本 2 0 2 5 688 
タイトルの原題 
 第２部第１章「ベルリンの左右⽥喜⼀郎」担当（１０５〜１３８⾴） 
「尊厳学」との関わり 
⼤正期に「⼈格の尊厳」を積極的に主張した左右⽥喜⼀郎の思想展開をジンメル受容の観点から分
析して空⽩のベルリン時代の意義を明らかにした 
 
著 者 名 出 版 社 
⽔⾕信⼦ほか監修 東洋哲学研究所  
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
最新 ⽼年看護学第４版 2 0 2 6 422 
タイトルの原題 
 第３章「⽼年看護の倫理的課題と対応」「尊厳概念の系譜学」担当（７２⾴） 
「尊厳学」との関わり 
「複雑化する尊厳理解を整理するために概念史を⼆つの潮流に区分して尊厳の内実を解説した」 
 

李貞善（東京⼤学、特任助教、⽂化遺産学、社会学（戦争と社会） ） 

1. 〔雑誌論⽂〕 

該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
李 貞善 「戦争捕虜の「尊厳」を問い直す── 

朝鮮戦争期におけるジュネーヴ条約の適⽤」 

タイトルの原題 
 第２部第６章「⼤地が揺れると思想が変わる」担当（１０７〜１２２⾴） 
「尊厳学」との関わり 
前批判期カントの地震論における「⾃然の尊厳」の観点を分析するとともに、関東⼤震災後の寺⽥
寅彦と和辻哲郎の⼆⼈の⾵⼟論を⽐較・考察した 
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学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
第 16 回戦争社会学研究会⼤会 2025 年 6 ⽉ 22 ⽇ 早稲⽥⼤学 

タイトルの原題 

「戦争捕虜の「尊厳」を問い直す──朝鮮戦争期におけるジュネーヴ条約の適⽤」 

「尊厳学」との関わり 

朝鮮戦争停戦直前（1953.6.18）に韓国の李承晩⼤統領が断⾏した「（反共）戦争捕虜の釈放」が、
ジュネーヴ条約を基にした捕虜の「尊厳」に端を発していたという点を、諸史料を駆使して究明。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
LEE Chungsun（李 貞善） 「尊厳の遺産」、国連墓地：朝鮮戦争における記憶と和解 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
The 6th Annual International Conference of 
the International Association for 
Reconciliation Studies (IARS) 

2025 年 7 ⽉ 15 ⽇ 早稲⽥⼤学 

タイトルの原題 

 "Heritage of Dignity," the UN Cemetery: Remembrance and Reconciliation of the Korean War 

「尊厳学」との関わり 

20 世紀の朝鮮戦争が遺した世界唯⼀の国連墓地が、どのように今⽇における多⽂化共⽣社会の
「尊厳」と「和解」の⽂化遺産になり得るかを、⽣者の遺族・存命の兵⼠が⾏っている多様な記
憶の営みを通して多⾓的に考察。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
LEE Chungsun（李 貞善） 「平和」の名のもとで: 国連記念公園に関連する記念式典 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
Japan-Balkan Academic Caravan 2025, 
“World Heritage, Religion and Memory” 

2025 年 11 ⽉ 10 ⽇ Bosnia and Herzegovina 
（⽇本でオンライン発
表） 

タイトルの原題 

In the Name of ʻPeaceʼ: Commemorative Rituals Related to the 
United Nations Memorial Cemetery in Korea 
「尊厳学」との関わり 

世界唯⼀の国連墓地で開催されてきた国連軍の国籍・宗教による記念式典及び追悼の様々な様相
を考察することで、平和の名のもとで死者と⽣者の「尊厳」が持つ多⾯的な意味を解明。 
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3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

森永駿（椙⼭⼥学園⼤学、特任助教、哲学/倫理学、現象学） 

1．〔雑誌論⽂〕 

 
2. 〔学会発表〕 
発 表 者 名 発  表  標  題 
森永駿 ハイデガーにおける死すべき者の尊厳 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
饗宴第 8 回 2025 年 3 ⽉ 23 ⽇  ⼭⼝県政資料館 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

ハイデガー哲学における「⼈間の尊厳」概念を再構築する試みの⼀貫として、後期テキストに
おける「存在の牧⼈」と「死すべき者ども」という 2つの⼈間像と両者の関連について論じた。 

 
3. 〔図 書〕  
該当なし 

著 者 名 論  ⽂  標  題 
森永駿 オランダの安楽死制度における医師と看護師の役割と位置づけ 
雑  誌  名 査読の有

無 
巻 発 ⾏ 年 最初と最後

の⾴ 
⼈間学・ジェンダー研究 有 20 2 0 2 5 86-101 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 
オープンアクセス 国際共著 

     
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

現代の「⼈間の尊厳」をめぐる現実的な事例の⼀つである「安楽死」について考察すべく、他
国に先駆け安楽死を認めたオランダの現⾏制度を医師と看護師の役割に焦点を当てて論じた。 
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⿑藤安潔（椙⼭⼥学園⼤学、特任研究員、哲学/倫理学、古代ギリシア） 

1. 〔雑誌論⽂〕  

該当なし。 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし。 
 
3. 〔図 書〕  

該当なし。 
 

⾼畑祐⼈（椙⼭⼥学園⼤学、特任研究員、哲学／倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕  

該当なし。 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし。 
 
3. 〔図 書〕  

該当なし。 
 

那波泰輔（椙⼭⼥学園⼤学、特任研究員、歴史社会学） 

1. 〔雑誌論⽂〕  

該当なし。 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし。 
 
3. 〔図 書〕  

該当なし。 
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4.3. A01：理論［価値論/倫理学・応⽤倫理学］班 

「態度適合理論/分析」に基づいて「尊厳」を「絶対的価値」として分析すること 

⾼⽊駿（班代表者）（北九州市⽴⼤学、准教授、哲学/価値論） 

1. 〔雑誌論⽂〕  

著 者 名 論  ⽂  標  題 

⾼⽊駿 カントと感情としての寛容 ──『判断⼒批判』を頼りに 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

北九州市⽴⼤学基盤
教育センター紀要 

無 45 ２ ０ ２ ５ 17−27 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳としての寛容が持つ問題（普遍への強制）を克服できる寛容概念のモデルがカントにあること
を⽰す点で、尊厳学との関わりを持つと考える。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

⾼⽊駿 「尊厳の崇⾼論」の問題へ応答する――道徳法則の価値的基礎づけ
と感情の問題―― 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

北九州市⽴⼤学基盤教育セ
ンター紀要 

無 46 ２ ０ ２ 5 未定 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 

オープンアクセス 国際共著 
 

  

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 
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『問いとしての尊厳概念』へ寄稿した論⽂への⾃⼰批判論⽂である。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

⾼⽊駿 ⽣き物たちの価値概念──⾃然化された価値論の可能性 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

⽇本倫理学会 2025 年 10 ⽉ 11 ⽇  東北⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

⼈間以外をも対象とする「価値の態度適合理論」のモデル構築に関わる研究である。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

⾼⽊駿、清⽔颯 ⻘⼸社 

書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 

⽣物と AIのあいだで哲学する 2 0 2 6 未定 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

⾼⽊が担当した⽣物と哲学についてのパートに、⼈間以外をも対象とする「価値の態度適合理論」
のモデル化に関わる箇所がある。 

 

品川哲彦（関⻄⼤学、教授、⽣命倫理学/倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

品川哲彦 「結婚」の⽐喩、「反転図形」の⽐喩、「ひとつの⼈間の声」――ケアの倫理の推移
と変容 

雑   誌  
名 

査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後
の⾴ 

臨床哲 学ニ
ュ ー ズレタ
ー 

無（依頼） ７ ２ ０ ２ ５ 77−90 
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掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「ケアの倫理」の創始者キャロル・ギリガンの思想の思想が、その出発点である、すべての⼈間の
傷つきやすさを指摘し、誰もが気づかわれるべきだと主張する⼥性の倫理観を意味する「もうひ
とつの声」から、2023 年刊⾏の近著において真の⺠主主義が到来した時点で「⼈間の声」として
のケアの倫理にいたるまでの展開をたどった。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

SHINAGAWA, 
Tetsuhiko 

Metaethical analysis and human ontological foundation of a richer concept 
of justice and an effective concept of care 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

Science Impact 無 2025, 3 ２ ０ ２ ５ 38-40 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 

https://doi.org/10.21820/23987073.2025.3.38 

オープンアクセス 国際共著 

有   

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

イギリスのオンライン雑誌 Science Impactの求めに応じて、⼼理学から倫理学、政治学、社会学、
法学へと波及していった「正義の倫理」と「ケアの倫理」との対⽴についてメタ倫理学的ならびに
⼈間存在論的な視点からの分析を加え、すべての⼈間が尊厳をもって遇されるには、正義の観念
が弱者を包摂する豊かになるべきであるとともにケアの観念が実効性あるものとなるべきことを
指摘した。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

品川哲彦 倫理学と超越 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
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関⻄倫理学会 2025 年 11 ⽉ 8 ⽇  ⽴命館⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

カントの⼈間の尊厳概念がそうであったように、かつて倫理理論は形⽽上学的に解明される叡知界
に基礎づけられていたが、現代の倫理学はそうした超越の観念を忌避する傾向にある。倫理学にお
いて超越の観念がどのような意義をもつかについて、価値の態度適合理論を⼿引きとして、スキャ
ンロン、シェーンリッヒ、ウィギンズ、ハーストハウスなどの論者に⾔及しつつ、論究した。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 

⻘⽥⿇未（上智⼤学、助教、美学/環境論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

Mami AOTA Urban Redevelopment and the Aesthetics of Care: “ Nested 
Care” as a Framework for Urban Transformation 

雑  誌  名 査読の有
無 

巻 発 ⾏ 年 最初と最後の
⾴ 

The Nordic Journal of Aesthetics 有 34 2 0 2 5 34-69 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 

10.7146/nja.v34i69.160661 

オープンアクセス 国際共著 

オープンアクセス   

タイトルの原題→邦訳 

都市の再開発とケアの美学：都市変⾰のためのフレームワークとしての「⼊れ⼦状のケア」 

「尊厳学」との関わり 

都市環境において私たちの尊厳が守られるより良き⽣のありかたを捉えるために、ケアの美学と
いう枠組みを拡張しつつ⽤いた。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

⻘⽥⿇未 内なる⾃然と⽣活の技術の美学――
芸術を経由して  
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学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

2025 年度 ASLE-Japan/⽂学・環境学会全国⼤会 シンポジ
ウム「地球と繋がる技法」 

2025 年 8 ⽉ 30 ⽇ サンラポーむらく
も 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

地球規模での環境を捉え、そこに⽣き技術を⾏使する⼈間が⼈間以外の存在に美的-倫理的にかか
わる⽅途を検討することで、尊厳概念の展開を模索した。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

橋本努（編） 勁草書房 

書  名  発 ⾏ 年 総ページ数 

環境思想⼊⾨ 2 0 2 5 256 

タイトルの原題 

 項⽬「⾃然」「植物と⽣」「⽇常美学」を担当 

「尊厳学」との関わり 

⼈間以外との関係を前提とする⽣活のありようを上記 3つの記事を横断しつつ検討することで、尊
厳概念を⼈間以外に拡張し適⽤する可能性を探った。 

 

⼩林道太郎（⼤阪医科薬科⼤学、教授、哲学/倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
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4.4. A02：欧⽶圏[概念史]班 

現代の「被造物の尊厳」などの新たな尊厳概念を踏まえた欧⽶圏の尊厳概念史の再構築 

⾺場智⼀（班代表者）（法政⼤学、教授、哲学/倫理学、フランス哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

⾺場智⼀ 原⽣の時空と尊厳概念研究 

雑  誌  名 査 読
の 有
無 

巻 発 ⾏ 年 最初と最後
の⾴ 

Journal of global media studies : gms = ジャーナル・オブ・グロ
ーバル・メディア・スタディーズ 

なし 37 2 0 2 5 36-41 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 

なし 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

芝崎厚⼠（B02 班⻑）『グローバル関係論の思想史』書評会（駒澤⼤学、2024 年 9 ⽉ 14 ⽇）で
の発表「第Ⅱ部空間・時間 書評１：原⽣の時空と尊厳概念研究を巡るコメント」の⽂字化。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

⾺場智⼀ ジャック・マリタンのカント批判 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

尊厳概念史の再構築に向けて（１）：古代・中世哲学 2025 年 1 ⽉ 24 ⽇  東洋⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

A02 班主催ワークショップ 
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発 表 者 名 発  表  標  題 

⾺場 智⼀、垣花亘、美濃由紀
⼦ 

「異和感」から尊厳を考える〜感情活⽤のワークと哲学対話の⼿法
を⽤いて 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

初年次教育学会 2025 年 9 ⽉ 5 ⽇  ⽯川県⽴看護⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

抽象的な尊厳概念を⼤学初年次教育において体験的に理解する教育⼿法を提案した。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

Tomokazu Baba 尊厳概念史における「選ばれた者」の

挑戦 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発  表  場 
所 

The Concept of Human Dignity from Western/Eastern 
Perspectives 

2025 年 11 ⽉ 16 ⽇  京都⼤学 

タイトルの原題 

The Challenge of “the Dignity of the Elected One” (la dignité dʼélu) in the Conceptual History of 
Dignity 
「尊厳学」との関わり 

尊厳概念の根底にある尊厳を発⽣させる現象について、晩年のレヴィナスとリクールの相違をもと
に検討した。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

津⽥栞⾥（東洋⼤学、講師、哲学/社会思想史、ドイツ哲学/スピノザ主義/ジェンダ

ー学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
津⽥栞⾥ 啓蒙時代における狂いの星座 
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
⽇本病跡学雑誌 無 109 2 0 2 5 13-21 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
    
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

尊厳をもたないものとして社会のなかで扱われてきた「狂気」や「狂⼈」に注⽬して、18 世紀に
おける尊厳の社会思想的位置づけを検討した。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
津⽥栞⾥ なぜ尊厳概念史のネガティブ・アプローチなの

か 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
尊厳概念史の再構築に向けて（１）：古代・中世哲
学 

2025 年 1 ⽉ 24 ⽇  東洋⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

A02 班主催ワークショップ 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

宇佐美公⽣（岩⼿⼤学、嘱託教授、哲学/現代倫理学、英⽶哲学/英⽶倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

宇佐美公⽣ 尊厳概念の理念的性格―尊厳概念不要論の検討を介して 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

倫理学年報 無 74 2  0 2 5 69−72 
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掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

⽇本倫理学会第 75 回⼤会の主題別討議「尊厳概念の思想史的射程―⼆つの尊厳理解と尊厳概念の
正当化の問題―」（実施責任者 加藤泰史）でのパネラーとしての発表の報告 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

宇佐美公⽣ 尊厳概念の理念的性格―尊厳不要論と⾃律の
検討 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

尊厳概念史の再構築に向けて（1）：古代・中世哲
学 

2025 年 1 ⽉ 24 ⽇ 東洋⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

A02 班主催ワークショップでの発表 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
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4.5. A03：⾮欧⽶圏[概念史]班 

アジア・イスラムなどの⾮欧⽶圏の尊厳概念史の構築 

⼩島毅（班代表者）（東京⼤学、教授、中国思想） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 

⼩島毅（島薗進［編］の分担執筆） 東洋経済新報社 

書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 

『国家神道と天皇制ー憲法・君主制・宗教』 2 0 2 5 407 

タイトルの原題 

「近代の神道における儒教の影響」（pp.175-200） 

「尊厳学」との関わり 

近代における天皇の王権的尊厳性を⾼める儀礼装置として儒教祭祀が転移して⽤いられたことを
紹介した。 

 

中村元哉（東京⼤学、教授、近現代中国政治/中国法制史） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

中村元哉 近代中国リベラリズムからみる疎外と連帯 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

鄭浩瀾編『流動する中国社会―
―疎外と連帯』慶應義塾⼤学出
版会 

無 ― 2 0 2 5 109-136 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
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− 

オープンアクセス 国際共著 

なし − 

タイトルの原題 

⽇本語 

「尊厳学」との関わり 

近現代中国の尊厳概念の基盤となる中国リベラリズムの歴史的変遷を整理した。 

 
2. 〔学会発表〕 
発 表 者 名 発  表  標  題 
中村元哉 中華⺠国政治史研究の新たな発展――政治⼤学で公開され

た旧党史館檔案と『張君勱⽇記』を事例にして 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
2025 第⼗三屆数位史料与研究論壇：
張君勱思想与中華⺠国憲政発展 

2025 年 11 ⽉ 4 ⽇  台北（政治⼤学） 

タイトルの原題 

中華⺠国政治史研究的新発展――以政治⼤学公開的旧党史館檔案与《張君勱⽇記》為例 

「尊厳学」との関わり 

新たに公開された張君勱の⽇記から、彼の尊厳概念を分析した。尊厳概念に関する未公開の⼿稿も
扱った。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

⽵下（牧⾓）悦⼦（⼆松學舍⼤學、教授、近代中国⽂学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
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⼩倉紀蔵（京都⼤学、教授、朝鮮（韓国）哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
⼩倉紀蔵 ⾃我のあと、霊のまえ−ヘルダーリン『ヒュペーリオン』の魂概念 
雑  誌  名  査読の有

無  

巻  発 ⾏ 年  最初と最後の⾴ 

Heidegger-Forum 有 Vol.19 2 0 2 5 88-100 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

電⼦ジャーナル Heidegger-Forum 
vol.19 2025/9/1 

 

タイトルの原題 

After Self, Before Spirit-The Notion of Soul in Hölderlinʼs Hyperion 
「尊厳学」との関わり 

⾃我の尊厳は「魂」および「霊」といかに関わるのか。東洋との⽐較という視座からヘルダーリン
作品を分析した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
⼩倉紀蔵 安重根を哲学する 
雑  誌  名  査 読 の 有

無  

巻  発 ⾏ 年  最初と最後の⾴ 

安重根の平和思想と⼈⽂学的想像⼒ 無 
 

2 0 2 5 80-85 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著   

タイトルの原題  

「尊厳学」との関わり 

朝鮮の独⽴運動家である安重根に対して韓国⼈が持っているイメージを批判的に再検討すること
により、歴史を⽣きる⼈間の尊厳を考察した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
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⼩倉紀蔵 韓国⼈と⽩磁壺 
雑  誌  名  査読の有

無  

巻  発 ⾏ 年  最初と最後の⾴ 

⽩磁壺頌−朝鮮時代の⽩磁壺、その美を繙く 無 
 

2 0 2 5 158-163 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著   

タイトルの原題  

「尊厳学」との関わり 
「もの」に尊厳はあるのか。朝鮮時代のもの（⽩磁壺）をめぐる儒教的⼠⼤夫の態度を哲学的に分
析した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
⼩倉紀蔵 近代朝鮮思想与⽇本 
雑  誌  名  査 読 の

有無  

巻  発 ⾏ 年  最初と最後の⾴ 

世界哲学史 第五巻・中世紀Ⅲ 巴洛克
哲学 

無 
 

2 0 2 5 268-298 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著   

タイトルの原題 
近代朝鮮思想と⽇本 
「尊厳学」との関わり 

「近代朝鮮思想と⽇本」（『世界哲学史５−中世Ⅲ バロックの哲学』ちくま新書、2020）の中国
語訳（簡体字）。東⽅出版社（北京）刊。朝鮮思想の特⾊を明確にすることにより、中国や⽇本と
の「⽐較」の重要性を説いた。尊厳概念の分析にもつながる視座である。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
⼩倉紀蔵 近代朝鮮思想與⽇本 
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雑  誌  名  査 読
の 有
無  

巻  発 ⾏ 年  最 初 と 最 後
の⾴ 

世界哲学史５ 中世紀篇（Ⅲ） 巴洛克時代的哲
學・・・新世界的衝撃 

無 
 

2 0 2 5 221-246 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著   

タイトルの原題 

近代朝鮮思想と⽇本 
「尊厳学」との関わり 

「近代朝鮮思想と⽇本」（『世界哲学史５−中世Ⅲ バロックの哲学』ちくま新書、2020）の中国
語訳（繁体字）。讀書共和國出版集團（新北）刊。朝鮮思想の特⾊を明確にすることにより、中国
や⽇本との「⽐較」の重要性を説いた。尊厳概念の分析にもつながる視座である。 

 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
⼩倉紀蔵 筑摩書房 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
⽇本群島⽂明史 2 0 2 5 510 
タイトルの原題 
書名と同じ 
「尊厳学」との関わり 
⽇本を群島として捉え、そこに⽣きる「ひと」のあり⽅を⼤陸⽂明との⽐較において考察した。
群島と⼤陸で哲学や思想、⽂明や⽂化のあり⽅が違えば、おのずと尊厳のあり⽅が異なる。 

 

清⽔正之（聖学院⼤学、特任教授、⽇本哲学/⽇本思想史） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
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清⽔正之 「開くこと閉じること」―当事者とはだれか・道徳の主体
と尊厳 

雑  誌  名 査 読
の 有
無 

巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

『キリスト教と諸学』聖学院⼤学キリ
スト教センター、 

有 第 35号 2 0 2 5 7-21⾴ 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

    
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり  
当今の「当事者主権」のもつ問題点を挙げた。そのうえで、当事者主義も無視できない尊厳の概念
との連関を、現代の世界的思想の傾向の変遷のなかにおき、あらためて倫理学、そしてキリスト
教思想のなかでの「当事者」という概念をどう考えるかを論じた。 

 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
Masayuki SHIMIZU PUF 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
TSUCHIDA Kyoson を執筆 
 Dictionnaire de philosophie japonaise邦訳『⽇本哲学辞典』収録 

２ ０ ２ ５ 未定 

タイトルの原題 
TSUCHIDA Kyoson （⼟⽥杏村） 
「尊厳学」との関わり 
フランスでの⽇本哲学辞典に、⼤正期を中⼼に活躍し「⽣活価値の哲学」を説いた⼟⽥の⼈間論（⼈
間の地位）をめぐる議論を執筆した。 

 

⽝塚 悠（名古屋⼯業⼤学、准教授、⽇本哲学/環境論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
⽝塚 悠 和辻倫理学とディルタイ 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
「へだたり」の哲学、⼈間理解の深化、共⽣社会の模索̶牧野
英⼆著『京都学派とディルタイ哲学』をめぐる対話⼀ 

2025 年 2 ⽉
22 ⽇ 

 法政⼤学（オン
ライン参加） 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

近代⽇本における尊厳理解を考える上で重要な和辻哲郎の倫理学が、ディルタイの思想をいかに
受容し発展させたかを検討した。 

 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
 

ギブソン松井佳⼦（神⽥外語⼤学、名誉教授、⽐較⽂学/ジェンダー学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
 

前川健⼀（創価⼤学、教授、仏教学/⽇本思想史） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
前川 健⼀ 清沢満之のカント批判 
雑  誌  名  査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
創価⼈間学論集 無 19 ２ ０ ２ ５ 189-200 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  
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オープンアクセス 国際共著 

 公開中   

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

清沢満之の尊厳概念を理解する前提として、彼のカント哲学理解について検討を⾏った。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
前川健⼀ 鈴⽊成⾼は「京都学派の四天王」なのか 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本思想史学会 2025 年度⼤会 2025 年 11 ⽉２⽇  京都⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

京都学派の尊厳概念を検討する前提として、「京都学派」という概念そのものの範囲を検討した。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
前川健⼀ Buddhism-based (Non-)subjectivity and 

Dignity of Person 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
The Concept of Human Dignity from 
Western/Eastern Perspectives 

2025 年 11 ⽉ 16
⽇ 

 京都⼤学（オンライン参
加） 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

⻄⽥幾多郎・鈴⽊⼤拙・⻄⾕啓治における、仏教的世界観と個⼈の尊厳の関係について考察した。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
前川健⼀（伊藤貴雄［編］の分担執筆） 公益財団法⼈東洋哲学研究所 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
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新カント派の哲学と近代⽇本：受容と展開 ２ ０ ２ ５ ６７５ 
タイトルの原題 
鈴⽊宗忠：忘れられた宗教哲学者による知られざる新カント派受容（pp.301-304） 
「尊厳学」との関わり 
近代⽇本における尊厳概念の展開にも影響を与えた新カント派受容の⼀環として鈴⽊宗忠の社会
哲学について紹介・考察した。 

 

菊地達也（東京⼤学、教授、イスラム思想） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
菊地達也 イスラム教分派学と異教／異端 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
『⻄洋中世研究』 無 17 2 0 2 5 33〜50 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
− 
オープンアクセス 国際共著 

 公開予定なし − 
タイトルの原題 
 ⽇本語 
「尊厳学」との関わり 

分派学はイスラム神学において⾃⼰と他者を規定するものであり、その点において尊厳の問題に
関わる。 

 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
 

⾦光来（東京⼤学、特任研究員、朝鮮思想史） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
⾦光来 ⼀⼋世紀東アジアの⼼論──李瀷と戴震の⼼論と⻄学 
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雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
⽇本儒教学会報 無 ９ 2 0 2 5 45-56 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
− 
オープンアクセス 国際共著 
公開中（要認証） − 
タイトルの原題 

⽇本語 
「尊厳学」との関わり 

18 世紀の東アジアの学者がイエズス会の霊魂論の影響を受けて⾃らの独創的な⼼論を案出したと
いう事実は、前近代における東⻄哲学の交渉の⼀端を⽰すものであり、その点において東アジア
の尊厳概念史の問題に関わる。 

 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
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4.6. A04：世界哲学史構想班 

欧⽶圏と⾮欧⽶圏の尊厳概念史を統合して尊厳概念に基づく世界哲学史の構築 

納富信留（班代表者）（東京⼤学、教授、ギリシア哲学/世界哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
Noburu Notomi Organising History of East Asian Philosophy 

in World Philosophy 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発  ⾏ 

年 
最初と最後の⾴ 

Rolf Elberfeld, Anke Graness (eds.), Orders of 
Knowledge in Philosophy: Critical Assessments 

無 
 

2 0 2 5 173-192 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
10.18442/hpgp-iii-2 

オープンアクセス 国際共著 
  あり  なし 
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 
尊厳学プロジェクトの⼀環として⾏った学会発表を英⽂で発表したもの 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
納富信留 ソクラテスは教育者か？――哲学と教育の関係をめぐる⼀考察―― 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
フィルカル 無 10 2 0 2 5 8-19 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

 なし  なし 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学の社会的基盤となる教育哲学の問題を古代哲学の観点から論じたもの 

https://doi.org/10.18442/hpgp-iii-2
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Noburu Notomi World Philosophy and Its Languages: considering the diversity of cultures 

and philosophies 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
Encontro com a FISP, 
Salvador 

27 November 2025  Salvador, Bahia, Brazil 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学を世界哲学として展開するにあたっての基本問題を世界各国の哲学研究者と論じた 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
納富信留 世界哲学への誘い̶̶世界哲学としてのギリシア哲学を例に 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
創価⼤学東洋哲学セミナー 2025 年 11 ⽉ 4 ⽇ 創価⼤学東洋哲学研究所 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学を展開する基盤としての世界哲学について基本概念を発表した 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
Noburu Notomi Socrates and Politics: Arrest of Leon of Salamis 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
Socratica VI Conference, International Society for 
Socratic Studies 

22 October, 
2025 

 University of Crete, 
Rethymno, Greece 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳概念の起源となったソクラテスの哲学と社会政治との関係を論じた 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
Noburu Notomi Images and Imagination in the Central 

Books of Platoʼs Republic 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 

所 
The Research Centre for Greek Philosophy at the 
Academy of Athens: Platoʼs Republic V-VII Seminar 

Princeton Center in 
Athens, Athens, Greece 

 15 October, 
2025 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学において重要なプラトン哲学における「像」の問題を中⼼的に検討した 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
納富信留 世界哲学における古典̶̶プラトン哲学の伝統から考える̶̶ 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
第 8 回⽇中哲学フォーラム 2025 年 8 ⽉ 16 ⽇ 中国・北京 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

A04 班が展開している世界哲学における尊厳学について国際学会で基調報告を⾏った 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
Noburu Notomi Socrates, Plato and the 

Possibility of Dialogue 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
Reading Plato from the Global South, The Second Global 
Civilizations Forum: Ancient Wisdom for Global South 

25 June, 
2025 

 中国・重慶、⻄南
⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学を推進する鍵となる「対話」概念について古代ギリシア哲学において検討し、中国、欧⽶の
研究者と議論した 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
Noburu Notomi Epicharmus and Plato in the Theaetetus 
学 会 等 名 発 表 年

⽉⽇ 
  発 表 場 所 

XIV Symposium Platonicum: Platoʼs Theaetetus, 
International Plato Society 

5 May 
2025 

Universidad Complutense de 
Madrid, Madrid, Spain 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳概念の起点となるプラトンの認識論・存在論を哲学史的背景から検討し、世界のプラトン研究
者と議論した 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
Noburu Notomi Giving Birth in the Beautiful: Plato on the aesthetic experience of 

philosophy 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
The 3rd conference of 
WGEA 

25 April 2025 The Japan Academy, Tokyo 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学を美学の観点から検討するため、古代ギリシアの美について海外の研究者と論じた 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
納富信留 東京⼤学出版会 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
哲学の⾔葉を聴く 2 0 2 5 408 
タイトルの原題 

⻄洋古典哲学研究 
「尊厳学」との関わり 

尊厳学の基礎となる古代ギリシアの哲学諸問題・諸概念について、古典学の⼿法を使って解明した 
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中島隆博（東京⼤学、教授、中国哲学/世界哲学史） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
中島隆博 世界哲学と⼈間の再定義 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
地球システム・倫理学会会報 無 20 2 0 2 5 73-79 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
    
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
世界哲学の観点から⼈間を再定義することによって、尊厳の意義を再考した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
Takahiro Nakajima Listening to the Daoing in the Morning 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
Open Philosophy 有 8 2 0 2 5 1-9 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

 yes  yes 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
AIを考察することによって、⼈間の意義を「道」に再び求めることによって、尊厳の意義を再考
した。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
中島隆博 花する⼈間 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
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東京⼤学公開講座「⼈間の在り⽅、⽣き⽅」 2025/11/8   東⼤安⽥講堂 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

⼈間の価値にとって、尊厳の新たな翻訳でもある「花する」ことの重要性を論じた。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
中島隆博編 東京⼤学出版会 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
⽐較思想と世界哲学 2 0 2 5 373 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
世界哲学における概念の普遍化において、尊厳を含む近代⻄洋の鍵概念がどのように変容したのか
を論じた。 

 

上原⿇有⼦（京都⼤学、教授、⽇本哲学/⽐較哲学/ジェンダー学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 
 
  



4. パブリケーション 

 129 

4.7. B01：法制度[憲法/メディアなどを含む]班 

各国憲法や各国⽣命倫理法等の⽐較に基づく尊厳概念の法的分析 

建⽯真公⼦（班代表者）（法政⼤学、名誉教授、国際⼈権法/⽣命倫理法） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

建⽯真公⼦ 「序論 COVID-19以降に求められる⽣命権の解釈の深化」 

雑  誌  名  査読の有無  
巻 

86号 

発 ⾏ 年 

2025 

最初と最後の⾴ 

⽐較法研究 無 86号 2 0 2 5 未定 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

本論⽂は、第⼆次世界⼤戦後に実定法としての「⽣命権」が国際⼈権法や憲法に規定された意義
を、現代の⽂脈において明らかにするものである。「尊厳」も同時期に同じ背景から実定法として
登場したものであり、医療分野における⼈権においては⽣命権に「尊厳を持って⽣きる権利」を
含む解釈も成されており、相互に補強しあう権利といえる。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
建⽯真公⼦ 国際⼈権法における⽣命権保護 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
⽐較法研究 無 86号 2 0 2 5 未定 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

    
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

第⼆次世界⼤戦語の国際法はホロコーストの経験を踏まえ,国連憲章にあるように⼈間の尊厳を原
則とし、同時に⾃然権への回帰として世界事件宣⾔において⽣命権保護を規定した。この⽣命権
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保護は、多様な場⾯で適⽤され、⽣命権保護に関する加盟国の積極的保護義務は、尊厳を持って
⽣きる権利の保護へと拡⼤してきている。⽇本においては憲法上の権利としての⽣命権の保護の
適⽤は未だ確⽴したものではないため、国際⼈権規約の解釈を踏まえ、コロナ禍における⼈⼯呼
吸器の再配分の提⾔に対して、それが患者の⽣命権の侵害にあたるという解釈も可能である。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
建⽯真公⼦ ミニシンポ「序論 COVID-19以降に求められる⽣命権の解釈の深化」 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽐較法学会 2025 年 6 ⽉ 7 ⽇  ⽇本⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

第⼆次世界⼤戦後に実定法としての「⽣命権」が国際⼈権法や憲法に規定された意義を、現代の⽂
脈において明らかにするものである。「尊厳」も同時期に同じ背景から実定法として登場したもの
であり、医療分野における⼈権においては⽣命権に「尊厳を持って⽣きる権利」を含む解釈も成さ
れており、相互に補強しあう権利といえる。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
建⽯真公⼦ ミニシンポ「国際⼈権法における⽣命権保護」 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽐較法学会 

 
  

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

第⼆次世界⼤戦語の国際法はホロコーストの経験を踏まえ,国連憲章にあるように⼈間の尊厳を
原則とし、同時に⾃然権への回帰として世界事件宣⾔において⽣命権保護を規定した。この⽣命
権保護は、多様な場⾯で適⽤され、⽣命権保護に関する加盟国の積極的保護義務は、尊厳を持っ
て⽣きる権利の保護へと拡⼤してきている。⽇本においては憲法上の権利としての⽣命権の保護
の適⽤は未だ確⽴したものではないため、国際⼈権規約の解釈を踏まえ、コロナ禍における⼈⼯
呼吸器の再配分の提⾔に対して、それが患者の⽣命権の侵害にあたるという解釈も可能である。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
建⽯真公⼦（分担執筆） 公益財団法⼈⽇本学術

協⼒財団 
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書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
学術会議叢書 32『⽣殖補助医療のこれからー社会の合意にいたるために考
えること−』 
建⽯真公⼦「⽣殖補助医療の法制化で問われる⽣命倫理ー尊厳、精神及び
⾝体の完全性、脆弱性、⾃⼰決定権−」（p.79-96.） 

2 0 2 5 217 

タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
⽣殖補助医療との関係で保護される⼈権および⽣命倫理の原則の⼀つとして尊厳原則について考
察した。 

 
著 者 名 出 版 社 
建⽯真公⼦（分担執筆） 
編者 辻村みよ⼦ほか 

花伝社 

書  名 発 ⾏ 年 総 ペ ー
ジ数 

『産む権利/産まない権利 リプロダクティブライツの現在』 
建⽯真公⼦「憲法上の権利としてのリプロダクティブ・ライツの保護―
―「⾝体」に関する⾃由と尊厳」 

2 0 2 5 253 

タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
リプロダクティブライツについてどのような憲法上の権利なのかを、⾃由と,それを制約する尊厳
という関係において検討した。 

 
著 者 名 出 版 社 
建⽯真公⼦（分担執筆） 
編者 ⽥坂さつき 

知泉書館 

書  名 発 ⾏ 年 総 ペ ー ジ
数 

⽣命操作と⼈間の尊厳 
建⽯真公⼦ 分担執筆「終末期の⼈々の『脆弱性』と医療との関
係における権利保護」 

2 0 2 5 343 

タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
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終末期の⼈々の権利のなかで、特に近年、尊厳を保護するために「死を選ぶ権利」を法制化する
国が増えているが、しかし終末期の患者のような「脆弱な」⼈々の権利とはどのような内容を指
すのだろうか。「脆弱性」の意味を確認しつつ、患者の権利の観点から考察した。 

 

宮下紘（中央⼤学、教授、プライバシー権/個⼈情報論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Hiroshi Miyashita Navigating the Digital Frontier: Overcoming IT, Cybersecurity, and AI 

Challenges in the Asia-Pacific Region 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
38th LAWASIA 
Conference 

2025 年 10 ⽉ 12 ⽇  ベトナム・ハノイ 

タイトルの原題 

 Navigating the Digital Frontier: Overcoming IT, Cybersecurity, and AI Challenges in the Asia-
Pacific Region 
「尊厳学」との関わり 

デジタル関連⽴法における⼈間中⼼の意味について、アジア 6 カ国の弁護⼠等と各国⽴法における
「⼈間の尊厳」の位置づけ等について発表し、司会進⾏として成果を報告した。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
Ana Beduschi, 
Massimo Marelli, and Aaron Martin 

Routledge 

書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
Data Protection in Humanitarian Action 2 0 2 5 389 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
分担執筆 Hiroshi Miyashita : Data Protection and the Asia-Pacific Region: Zooming into 
Humanitarian Action pp.331-352 
⼈道⽀援活動におけるデータ保護の問題について，データ保護義務の例外事由の⼀つである欧州の
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尊厳やインテグリティについて，アジアのこれらの概念との⽐較について⼀部⾔及した。 
https://www.routledge.com/Data-Protection-in-Humanitarian-Action-Responding-to-Crises-in-a-
Data-Driven-World/Beduschi-Marelli-Martin/p/book/9781041094586  

 

池⽥弘乃（⼭形⼤学、教授、法哲学/ジェンダー・セクシュアリティと法） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
池⽥弘乃 共感・反感・尊厳：法を成り⽴たせる感情について 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本哲学会 2025 年 5 ⽉ 17 ⽇ ⽴正⼤学  

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

法と感情の関りを論ずるにあたり、特に⼈々の⾃尊感情や尊厳（の毀損）に関わる感情に焦点を当
てて考察した。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

⽯川健治（東京⼤学、教授、憲法学/⽐較法学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
Kenji Ishikawa Tomoo Otaka and his ʻOde to Joyʼ: Focusing on the ʻOtaka-Problemʼ 
雑  誌  名 査読の有

無 
巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

Global Intellectual 
History 

有 07 Oct 2 0 2 5 1-16 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
https://doi.org/10.1080/23801883.2025.2529324 

https://www.routledge.com/Data-Protection-in-Humanitarian-Action-Responding-to-Crises-in-a-Data-Driven-World/Beduschi-Marelli-Martin/p/book/9781041094586
https://www.routledge.com/Data-Protection-in-Humanitarian-Action-Responding-to-Crises-in-a-Data-Driven-World/Beduschi-Marelli-Martin/p/book/9781041094586
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オープンアクセス 国際共著 

    
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
随所で研究成果を披瀝しているが、特に註８では尊厳 (Würde, dignity) 概念について詳述してい
る 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
⽯川健治 ⼈間・⾝体・『⼈外』――「被造物の尊厳」条項と憲法

学 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
「尊厳と憲法学」（「尊厳学と法」B01 班） 2025 年 3 ⽉ 10 ⽇ 中央⼤学  

後楽園キャンパス 
タイトルの原題 
 

「尊厳学」との関わり 

プロジェクトにおける、現時点での研究成果の報告である 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
市村弘正 集英社 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
市村弘正研究ノート 上（『市村弘正著作集上巻』⽉報） 2 0 2 5 32p.(2-9) 

タイトルの原題 

⽯川健治「トランシルヴァニアに『声』をきく」 
「尊厳学」との関わり 

「被造物の尊厳」条項（スイス憲法）のもつ⽂化的な含意について、問題意識を披瀝している 

 
著 者 名 出 版 社 
愛敬浩⼆ほか編 ⽇本評論社 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
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憲法学の領分̶̶中島徹先⽣古稀記念論集 2 0 2 5 550p.(363-389) 
タイトルの原題 
⽯川健治「憲法２４条の領分」 
「尊厳学」との関わり 
憲法 24 条の「個⼈の尊厳」概念につき、「尊厳学」研究を踏まえた特⾊ある問題提起を⾏ってい
る 

 

松尾直紀（法政⼤学、リサーチ・アシスタント、憲法学/アイデンティティへの権利） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
松尾直紀 配偶⼦提供における提供者の同意と「⾃⼰の出⾃を知る権利」に関する⼀考察―独

仏の状況を参考に 
雑   誌  
名 

査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

憲法理論叢書 有 33号 2 0 2 5 113-125 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 無 
オープンアクセス 国際共著 

 無  無 
タイトルの原題 
標題に同じ 
「尊厳学」との関わり 

配偶⼦の提供者に関する情報を知るという「⾃⼰の出⾃を知る権利」は、個⼈の⾃律的⽣の観点
から極めて重要な権利であり、⽇本国憲法の掲げる「個⼈の尊重」、ひいてはこれと密接関連する
当該個⼈の「尊厳」を保障する法制度について外国法を参照し検討した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
松尾直紀 「研究ノート 法的な『出⾃』情報とは何か─内密出産，匿名出産，⽣殖補助医療

および養⼦縁組に関する独仏の状況を参考にして─」 
雑   誌  
名 

査読の有
無 

巻 発 ⾏ 年 最初と最後の
⾴ 

法学志林 無 122巻 2 0 2 5 283−309 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 無 
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オープンアクセス 国際共著 

 無  無 
タイトルの原題 
標題に同じ 
「尊厳学」との関わり 
「⾃⼰の出⾃を知る権利」は個⼈の⾃律的⽣、ひいては当該個⼈の「尊厳」と極めて密接な関係に
ある権利だが、その核⼼である「出⾃」とは何か、という問いに答えることなく議論が進められて
いる⾯がある。この点を明確にすることは、個⼈が真に⾃らの⽣を⾃⾝のものとする上で不可⽋
であることから、事例に応じた「出⾃」情報の扱いについて外国法を参照し検討した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
松尾直紀 特別養⼦縁組における「出⾃」情報に関する⼀考察 ―「他者のプライバシ

ー」としての「⾃⼰の出⾃」 
雑   誌  
名 

査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最 初 と 最 後
の⾴ 

法政法学 無 31号 2 0 2 5 1-23 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 無 
オー プ ン ア
クセス 

国際共著 

 無  無 
タイトルの原題 
標題に同じ 
「尊厳学」との関わり 

特別養⼦縁組における縁組情報、ひいては「出⾃」情報の収集・保管・開⽰に対する我が国の法整
備は未だ不⼗分であり、特別養⼦となった個⼈が⾃分の「出⾃」情報に⼗分にアクセスできず、そ
の⾃律的⽣を妨げられるリスクを負い続けている。この点について、東京都はとある縁組あっせ
ん機関を巡る問題との関連でいち早く情報開⽰に関する⼿続きを整備しており、これ⾃体は⼀定
の評価すべき余地がある⼀⽅、権利保障の観点からは未だ不⼗分な点もあることから、この点に
ついて批判的に検討した。 

 
2. 〔学会発表〕 
発 表 者 名 発  表  標  題 
松尾直紀 法的な『出⾃』情報とは何か――独仏の状況を参考に 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
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憲法理論研究会 2025 年 4 ⽉ 19 ⽇  慶応義塾⼤学三⽥キャンパス 

タイトルの原題 

 標題に同じ 

「尊厳学」との関わり 

配偶⼦の提供者に関する情報を知るという「⾃⼰の出⾃を知る権利」は、個⼈の⾃律的⽣の観点か
ら極めて重要な権利であり、⽇本国憲法の掲げる「個⼈の尊重」、ひいてはこれと密接関連する当
該個⼈の「尊厳」を保障する法制度について外国法を参照し検討した。 

 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
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4.8. B02：政治[国際政治/移⺠・難⺠などを含む]班 

法・政治・国際関係と尊厳 

芝崎厚⼠（班代表者）（駒澤⼤学、教授、国際関係論/国際平和論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
森良和編（共著） ⽟川⼤学出版部 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
エラスムス像の謎 2 0 2 5 240 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり  
 第５章「第五章 エラスムスと貨狄様：時空を超えたグローバルな「未知との出会い」」を執筆
した。エラスムスはルネサンス以降の近代⻄洋における尊厳概念の最も重要な擁護者であり、その
像をめぐる国際⽂化交流史は尊厳概念のグローバルな流通と深く関わっている。 

 
著 者 名 出 版 社 
伊藤貴雄（共著） 東洋哲学研究所 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
新カント派の哲学と近代⽇本 2 0 2 5 700 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
 コラム「蠟⼭政道̶̶近代⽇本の社会科学／政治学と新カント派の交錯点」及び終章「近代⽇本
における新カント学派受容史研究の対象と⽅法̶̶国際／グローバル⽂化交流研究からの考察と
展望」を執筆した。尊厳概念の基礎を提⽰したカントとその哲学が⽇本に本格的に導⼊された際に
最も重要な役割を果たした新カント派哲学の受容過程の研究である。 
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著 者 名 出 版 社 
国際⽂化学会（共著） 昭和堂 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
共に⽣きるための国際⽂化学 2 0 2 6 288 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
「「未知との出会い」としてのグローバル⽂化交流」を執筆した。尊厳概念の世界的な流通・伝播
はまさにグローバルな国際⽂化交流現象であり、尊厳学の確⽴を国際⽂化交流の観点から考察する
理論的基礎を提供している。 

 

川眞⽥嘉壽⼦（⽴正⼤学、教授、国際法/移⺠難⺠論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
川眞⽥嘉壽⼦ ⼥性差別撤廃条約と司法 ―宮崎・宇賀反対意⾒のインパクト 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
国際⼥性  無 29号 2 0 2 5 24-29⾴ 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
    
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

⼥性差別撤廃条約の実施はジェンダー平等の不可⽋の基礎であり、最終的には性別にかかわらず
全ての⼈の「尊厳ある社会」の実現に不可⽋である。本稿は、⽇本の司法においてこの条約の国内
的実施が条約批准後どのように達成されているのかを検討したものであり、「尊厳ある社会」の
実現を模索するもので、尊厳学の確⽴に貢献する。 

 

2. 〔学会発表〕 

該当なし 
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3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
川眞⽥嘉壽⼦編著 成⽂堂 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
男⼥賃⾦格差をめぐる法政策の現段階 ⽇本・EU・カナダ 2 0 2 5 78⾴ 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
ジェンダー平等の実現は、全ての⼈の「尊厳ある社会」の実現の重要な要素である。本書は、⽇本
ではジェンダー不平等―⼥性の尊厳の棄損―の象徴でもある、男⼥賃⾦格差が諸外国に⽐して未だ
⼤きい原因と諸外国の法政策を検討し、⽇本の男⼥賃⾦格差を解消し「尊厳ある社会」の実現を⽬
指すものであり、尊厳学の確⽴に貢献する。 

 

齋藤純⼀（早稲⽥⼤学、教授、政治理論/不平等論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
齋藤 純⼀ 相互性のある社会的協働の構想 
雑  誌  名 査読の有無  巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
   思想  無  1217 2 0 2 5 171-186 
掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
    
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
  ある⼈々を劣位化することのない社会的協働のあり⽅を検討した 

 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
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岸⾒太⼀（福島⼤学、准教授、政治理論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
岸⾒太⼀ ⼊管⾏政における⼿続的正義：関係論から⾏政裁量を考える 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本法哲学会 2025 年 11 ⽉ 29 ⽇  早稲⽥⼤学国際会議場 

タイトルの原題 

 ⼊管⾏政における⼿続的正義：関係論から⾏政裁量を考える 

「尊厳学」との関わり 

 オーストラリアの移⺠収容政策に関する憲法判例の批判的分析を通じて、⼈⾝の⾃由に関わる⼿
続的正義について考察した。本研究は、収容者の尊厳を尊重するために要請される⼿続的保障の要
件を明確化する点で尊厳学に貢献する。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
岸⾒太⼀ ナカニシヤ出版 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
 「〈マイノリティ〉と⺠主主義」（共
著、『現代⺠主主義理論ハンドブック』
第 6章） 

2 0 2 6 270⾴ 

タイトルの原題  

「尊厳学」との関わり 
マイノリティの尊厳をかけた⾝体的な抗議活動について⺠主主義理論の系譜を辿り、既存の論争に
おいて⾒落とされてきた「社会的位置」や「社会集団」概念の重要性を指摘した。本研究は、既存
の理論⾃体を題材にして、マイノリティの尊厳が尊重されるで⾒落とされることのない概念装置を
明らかにした点で尊厳学に貢献する。 

 
著 者 名 出 版 社 
岸⾒太⼀ 丸善出版 
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書  名 発 ⾏ 年 総ページ
数 

⽇常における境界構築と⼈の移動の政治理論̶̶国⺠国家的な国境
観を問い直す （共著『越境と⾵⼟・伝統の哲学』1章） 

2 0 2 5 216⾴ 

タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
リベラリズムにおける既存の論争(国境開放論争)が移動者の⽇常的経験を考慮に⼊れることに失
敗していることを指摘した後に、この⽋陥を乗り越えるための関係論的アプローチに基づく探求
の重要性を論証した。本研究は、特に 19 世紀の歴史社会学の知⾒を丹念に追うことで「移⺠」と
いうラベルを使⽤することが、尊厳の不可⽋な要素である移動者の主体性/エージェンシーを不可
視化してしまうことを指摘した。 
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4.9. B03：経済・福祉政策班 

ケイパビリティ毀損と⼈間の尊厳 ― 福祉経済政策の倫理と哲学 ― 

後藤玲⼦（班代表者）（帝京⼤学、教授、経済哲学/ケイパビリティ論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
後藤玲⼦ ケイパビリティを測る意味と⽅法 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
今⽇の⼈間の安全保障 有 3号 2 0 2 6 近刊 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

    
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

「尊厳へのケイパビリティ」を測るための理論的・実証的基礎について解説している 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
後藤玲⼦ ケイパビリティ・アプローチから私たちの「社会のあ

り⽅」を哲学する 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
『オアシス』（区⺠と創る港区の男⼥平等参
画のための情報誌） 

無 86 2 0 2 5 pp.4-6 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

    
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 
マーサ・ヌスバウムの「尊厳としてのケイパビリティ」について解説している 
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2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Reiko Gotoh  
  

How to measure individual capability as an opportunity set ̶via a 
collaboration of econometrics and normative approach̶ 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
Human Development & 
Capability Association 

September 1-4, 2025  University of Bradford 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「尊厳へのケイパビリティ」を測るための理論的・実証的展開⽅法を提供している 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
後藤玲⼦ Capability and Meritocracy 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
教養研究プロジェクト（領域横断型共同研究）「流動化する
「境界」と新たな「包摂」」 

2026年1⽉23
⽇ 

東京理科⼤神楽坂キ
ャンパス 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「尊厳へのケイパビリティ」を価値の⼀元的序列化（メリットクラシー）との関係で論じた． 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
Reiko Gotoh To What Extent Does Freedom Converge with Equality? ‒ A Preliminary 

Study on Empirical Challenge of Capability Approach 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
Normative Economics 
and Philosophy 

2025 年 6 ⽉ 2 ⽇ 東京理科⼤神楽坂キャンパス 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

個⼈の尊厳の基礎なる⾃由と平等の内在的関係を社会的選択理論モデルによって定式化した． 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
後藤玲⼦ ケイパビリティ・アプローチとは何か 

--理論・⽅法・哲学-- 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
責任研究会 2025 年 8 ⽉ 12 ⽇  オンライン 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「尊厳へのケイパビリティ」の理論的・実証的基礎と展開⽅法を紹介した 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
後藤玲⼦ Reiko Gotoh & Ryo Kambayashi (2025) "Empirical Challenge of 

Capability Approach: Measurement of Capability Set and 
Unfreedom”の紹介 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
＜経済学部 研究奨励委員会＞
2025 年度第 2 回研究報告会（帝
京⼤学） 

 
  

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「尊厳へのケイパビリティ」の理論的・実証的定式化⽅法を統計学と数理⾔語を⽤いて記述した． 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
後藤玲⼦ ケイパビリティ（潜在能⼒）・アプローチをご存じですか？ 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
第８回 帝京⼤学研究交流シンポジウ
ム 

2025 年 8 ⽉ 29 ⽇ 帝京⼤学板橋キャンパス 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「尊厳へのケイパビリティ」の理論的・実証的基礎と展開⽅法を紹介した 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
後藤玲⼦ ケイパビリティ・アプローチとは何か 

--理論・⽅法・哲学-- 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⼋王⼦キャンパス合同研究会第 2 回サマーセミナー「⾷と
ケイパビリティ」 

2025 年 7 ⽉ 30
⽇ 

帝京⼤学⼋王⼦キャ
ンパス 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「尊厳へのケイパビリティ」の理論的・実証的基礎と展開⽅法を紹介した 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
後藤玲⼦・吉原直毅訳 勁草書房 
書  名 発  ⾏ 

年 
総ペー ジ
数 

ジョン・ローマー『機会の平等――境遇による格差から⾃由な社会に向けて』 2 0 2 5 286 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
個⼈の尊厳を⽀える「機会の平等」をいかに保障するかについて数理的に検討されている． 

 
著 者 名 出 版 社 
鈴村興太郎・蓼沼宏⼀・後藤玲⼦監訳 勁草書房 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
（訳書）アマルティア・セン『集団的選択と社会厚⽣ 拡⼤新版』 2 0 2 5 682  
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

個⼈の尊厳を⽀える「集団的選択と社会的厚⽣」をいかに実現するかに関して書かれている 
 

鈴⽊（⽇笠）晴⾹（岡⼭⼤学、准教授、哲学/認知症論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
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該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
⽇笠 晴⾹ 意識のある⼈の代理意思決定における代⾏判断と最善の利益 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本医学哲学・倫理学会 2025 年 9 ⽉ 14 ⽇  神奈川⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

認知症や最⼩意識状態など、意識があるものの意思決定能⼒を⽋いており必ずしも⽣命予後が短い
わけではない⼈の意思決定において、本⼈の現在の利益を評価し尊重する必要性を考察したもので
あり、そのような⼈⾃⾝とその尊厳を尊重する意思決定のあり⽅を明確にするためのものである。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
⽇笠 晴⾹ 代理意思決定における代⾏判断と⾃律の尊重 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
京都⽣命倫理研究会 2025 年 9 ⽉ 27 ⽇  京都⼥⼦⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

認知症などで意思決定能⼒を⽋く⼈の意思決定において、その能⼒を有していた時点での⾃律的
選択や⼈⽣において価値づけたものに基づく選択を⾏うべきであるという議論を精査し、その議
論が意思決定能⼒を⽋く⼈の尊厳を尊重するには不⼗分であることを考察したものである。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
⽇笠 晴⾹ コメント 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発  表 

場 所 
尊厳学の確⽴ B02 班主催研究会（⼭⽥祥⼦⽒の報告「国境を越える
ケアの規範的考察：正義・ケア・尊厳の観点から」） 

2025 年 6 ⽉
14 ⽇ 

 オン ラ イ
ン 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 



4. パブリケーション 

 148 

社会的な正義と多様なケアにかかわる報告へのコメントであり、構造的要因や制度的構築によっ
て脆弱である⼈の尊厳をいかにして相互に尊重すべきかの議論のポイントを検討したものであ
る。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
⽇笠 晴⾹ 書評とコメント 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発  表 

場 所 
⽇本保健医療社会学会関⻄定例研究会・合評会「看護の〈学〉の新たな
地平：医学の⼒で治せる病気は少ないが、看護できない病⼈はいない」 

2025年3⽉
15 ⽇ 

 ⽴命館⼤
学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

「延命」にかかわる議論をまとめた書籍への書評とコメントであり、特に意思表明が困難な⼈の
⽣命維持・延命に関する⽣命倫理学の議論と、そのような⼈の尊厳の捉えられ⽅を検討したもの
である。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
⻑⽥ 怜（編著）、吉川 孝、吉良 貴之、⽇笠 晴⾹ 丸善出版 
書  名 発 ⾏ 年 総ペー

ジ数 
合理性と⾮合理性の哲学 (未来世界を哲学する)（うち、第 3章「医療ケアの意
思決定における⾃律を問い直す――現実に即した合理的な選択とは」（pp.93-
142）を担当） 

2 0 2 5 224 

タイトルの原題  

「尊厳学」との関わり 
意思決定問題に関する従来からの基礎である「⾃律尊重」の意味を合理性の観点から改めて検討す
るものであり、これは認知症などで意思決定能⼒を⽋くと判断される⼈の尊厳を尊重するための意
思決定の根拠を⽰す基盤となるものである。 

 

稲原美苗（神⼾⼤学、准教授、現象学/障害者研究） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
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著 者 名 論  ⽂  標  題 
稲原美苗 「家族愛」に潜むケアの課題：フェミニズムと現象学の交差点から  
雑   誌  
名 

査読の有
無 

巻 発 ⾏ 年 最 初 と 最 後
の⾴ 

シモーヌ 無 20
26
年
冬
号 

2 0 2 6 21−27 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

    
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 
本論⽂は、2016 年に起こった相模原障害者殺傷事件を⼿がかりに、無条件に肯定されがちな「家
族愛」（⺟親からの愛情）が、いかにして障害者の尊厳を不可視化・侵害しうるかを分析した
ものである。フェミニズムと現象学の視点から、ケア関係に内在する権⼒性や⾮対称性を明ら
かにすることで、尊厳を個⼈属性ではなく関係的・社会的に成⽴するものとして捉える尊厳学
の理論的射程を拡張する成果となっている。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
稲原美苗・
井上太⼀ 

 「わたし」の声を聴き合う対話の場〜特別⽀援学校におけるお⺟さんたち
との哲学カフェの実践〜 

雑   誌  
名 

査 読 の
有無 

巻 発 ⾏ 年 最 初 と 最
後の⾴ 

ふくしと教
育 

無 通巻 43
号 

2 0 2 5 64-69 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
    
タイトルの原題 
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「尊厳学」との関わり 

 本報告は、特別⽀援学校における哲学カフェを、専⾨知や制度によって語られがちな「⺟親」
ではなく、固有の経験を⽣きる「わたし」の声が⽴ち上がり、相互に聴き合われる場として描
いている点に意義がある。尊厳学が重視するのは、⼈が評価や役割から切り離された存在とし
て尊重される条件を問い直すことであり、本実践はまさに、ケアの担い⼿として不可視化され
がちな⺟親の語りを可視化し、関係性の中で尊厳が⽣成されるプロセスを⽰している。 

 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
若松良樹（編著）井上達夫、尾形健、⽶村滋⼈、藤⽥信夫、
児⽟聡、稲原美苗、⽵内幹 

信⼭社 

書  名 発 ⾏ 年 総 ペ ー
ジ数 

法と哲学新書『マスクを取ってもいいですか？』 
稲原は 7 章を担当「コロナ禍は障害者に何をもたらしたの
か̶ニューノーマルについての哲学的考察」pp.267-314. 

2 ０ 2 6 361 

タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
本論⽂は、コロナ禍で急速に導⼊された「ニューノーマル」が、障害者の⽣活経験にいかなる変容
をもたらしたのかを、当事者の具体的経験に即して分析したものである。とりわけ、合理化や効率
性を基準とする社会秩序が、⽀援の名のもとに尊厳の侵害を⽣み出す危険性を明らかにした点に本
研究の意義がある。これは、尊厳を抽象的理念ではなく、関係性と経験の中で捉え直そうとする尊
厳学の理論的基盤を補強する成果である。 
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4.10. B04：先端科学技術政策班 

AIやロボット、ビッグデータ等の先端科学技術の社会的受容における尊厳概念の分析 

杉本俊介（班代表者）（慶應義塾⼤学、教授、応⽤倫理学/情報科学哲学/組織論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
杉本俊介 AI時代の尊厳：⽣成 AIの事例 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
2025 Uehiro-MCRI Conference September 20, 2025 University of Oxford Japan Office 

タイトルの原題 

Dignity in the Age of Artificial Intelligence: The Case of Generative AI 

「尊厳学」との関わり 

⽣成 AIがもたらす尊厳の毀損を分析した。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
杉本俊介 尊厳の何が問題か 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
京都⽣命倫理研究会 2025 年 3 ⽉ 22 ⽇ キャンパスプラザ京都 

タイトルの原題 
 

「尊厳学」との関わり 

尊厳の何が問題かを明らかにした。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
杉本俊介 尊厳の何が問題か 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
尊厳学の確⽴ B01 班＆B04 班合同ワークショップ 2025 年 3 ⽉ 8 ⽇ 慶応義塾⼤学 

タイトルの原題 
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「尊厳学」との関わり 

尊厳の何が問題かを明らかにした。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

本⽥康⼆郎（⾦沢医科⼤学、教授、技術哲学/科学技術倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

本⽥康⼆郎 「書評 『臨床と⽣政治』 第３部 〈医〉と政治」 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

尊厳学の確⽴ B05 班 美⾺達哉『臨床と⽣政治』
書評会 

2025 年 9 ⽉ 23
⽇ 

⽴正⼤学品川キャンパス１
号館 

タイトルの原題  「書評 『臨床と⽣政治』 第３部 〈医〉と政治」 

  

「尊厳学」との関わり 

美⾺達哉著『臨床と⽣政治』（⻘⼟社、2024）の書評を⾏った。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
本⽥康⼆郎 「医療倫理教育において倫理理論を道具と

して活⽤する」 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
The Second International Conference of Japanese 
Association for Philosophical and Ethical 
Researches in Medicine 2025（⽇本医学哲学倫理学
会主催） 

2025 年 7 ⽉ 19 ⽇ ⾦沢医科⼤学 

タイトルの原題 

 "Utilizing Ethical Theories as Tools in Medical Ethics Education" 

「尊厳学」との関わり 
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医学部初年次の医療倫理教育において、倫理理論（特に義務論）のエッセンスをテンプレート化
し、さまざまな事例を分析する道具として活⽤させる⽅法を論じた。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
本⽥康⼆郎 新しい尊厳概念と⾝体保守主義 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
第２回⽣命倫理学・医学⼈⽂学研究会 

 
2025 年 7 ⽉ 19 ⽇ ⾦沢医科⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

⾝体保守主義という⽴場から新しい尊厳概念を提案した。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
本⽥康⼆郎 ⼈間の尊厳はアップデート可能か 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
1st POSTHUMAN STUDIES 
CONFERENCE (PSC) 

2025 年 6 ⽉ 21
⽇ 

Babeș-Bolyai University, Cluj-
Napoca 

タイトルの原題 

Can Human Dignity Be Updated? 

「尊厳学」との関わり 

ポストヒューマニズムの時代において⼈間の尊厳はアップデートできるかを問うた。 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
本⽥康⼆郎 「書評『尊厳の法理論 ケアと共感に基づく⼈権の在り⽅』

第６・７章を中⼼に」 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
尊厳学の確⽴B01 班＆B04 班合同
ワークショップ 

2025 年 3 ⽉ 8 ⽇ 
 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

朱穎嬌著『尊厳の法理論 ケアと共感に基づく⼈権の在り⽅』（弘⽂堂、2024）の書評を⾏った。 
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3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
久⽊⽥ ⽔⽣;神崎 宣次;佐々⽊ 拓;本⽥ 康⼆郎 名古屋⼤学出版会 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
『AI・ロボットからの倫理学⼊⾨』 2 0 2 5 250⾴ 
タイトルの原題 
 「第 6章 このロボットを作ったのは誰だ!? ̶̶ 製造物責任と技術者倫理について考える」 
「尊厳学」との関わり 
ロボットの商品化がもたらす問題が、技術者倫理の枠内で解決できないことを指摘し、⼈間の尊厳
の棄損や、ロボットに尊厳はあるのか、といった複雑な問題をも含むことを論じた。 

 

⼩⼭⻁（⼭⼝⼤学、准教授、分析哲学/ロボット倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
 

⻄條玲奈（東京電機⼤学、助教、ロボット哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 

⻄條玲奈 AI・ロボットのジェンダー設計とその評価：ジェンダー平等の観点から 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

応⽤哲学会第 17 回⼤会 2025 年 9 ⽉ 6 ⽇ ⼤阪成蹊⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

ジェンダー平等の観点から、AI・ロボットのジェンダー設計の評価を⾏った。 
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発 表 者 名 発  表  標  題 
⻄條玲奈 Can AI be an Author of Artwork in the Society? 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
国 際 シ ンポジ ウ ム東京  RESPECT: AI 
Creativity, Aesthetics and Ethics 

2025 年 6 ⽉ 28 ⽇ 上智⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

画像⽣成 AIと⼈間による美術作品について AIのオーサーシップ基準について評価した。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

伊藤克彦（⼭⼝⼤学、特任助教、法哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
伊藤克彦 「尊厳と⼈権の関係を再検討する̶J.Tasioulasの⼈

権論の検討と評価̶」 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
ワークショップ「尊厳と⼈権の関係を哲
学的に再検討する」 

2025 年 12 ⽉ 22 ⽇  オンライン 

タイトルの原題 
 

「尊厳学」との関わり 

英語圏の「⼈権の哲学」の議論を参照しながら、尊厳と権利の関係を哲学的に再検討した。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
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4.11. B05：先端医療技術政策班 

ゲノム編集や iPS細胞等の先端医療技術や尊厳死等の問題を尊厳の毀損の観点から分析 

⽥坂さつき（班代表者）（⽴正⼤学、教授、ギリシア哲学/臨床哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
⽥坂 さつき（編著） 知泉書館 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
⽣命操作と⼈間の尊厳 2 0 2 5 366 
タイトルの原題 
 安楽死を考える臨床哲学 
「尊厳学」との関わり 
 本書では，「いのち」を⾃⼰決定により操作する⼈間の尊厳毀損の問題，安楽死・尊厳死だけで
なく，胎児の操作や⽣殖補助治療など⽣命技術の使⽤と制御についても広く考える。 

 

加藤泰史（領域代表者）（椙⼭⼥学園⼤学、教授、哲学/倫理学） 

※総括班を参照 
 

松原洋⼦（⽴命館⼤学、教授、⽣命倫理/科学史/科学技術社会論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
Aya Homei, Yuki Funatsu, Motoyuki 
Goto, and Yoko Matsubara 

Confronting and archiving the eugenic past in Japan 

雑  誌  名 査
読

巻 発 ⾏ 年 最 初 と 最 後
の⾴ 
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の
有
無 

The Lancet 無 406 2 0 2 5 224, 225 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
10.1016/S0140-6736(25)01319-4 
オープンアクセス 国際共著 
 無  有 
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

尊厳死や⽣命操作と優⽣思想は密接な関係にある。本論⽂では、旧優⽣保護法（1948‒1996 年）
下の強制的な不妊⼿術や中絶という⼈の尊厳の毀損について、被害の例や、国賠訴訟と最⾼裁の
違憲判決等を説明し、被害実態解明のためのアーカイブ構築の重要性を指摘した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
松原洋⼦ 「〈不良な⼦孫〉の出⽣防⽌」と⼈権侵害̶優⽣保護法の教

訓 
雑  誌  名 査読の有

無 
巻 発 ⾏ 年 最初と最後

の⾴ 
『研究紀要』（兵庫県⼈権啓発協
会研究推進委員会） 

無 27 2 0 2 5 2, 5 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
無 
オープンアクセス 国際共著 

有 無 
タイトルの原題  

「尊厳学」との関わり 
尊厳死や⽣命操作と優⽣思想は密接な関係にある。本論⽂では、優⽣保護法下での障害者と⾒な
された⼈々に対する強制不妊等について、被害者の尊厳の毀損に留意しながら、歴史的な観点か
ら問題を検討した。兵庫県で推進された「不幸な⼦どもの⽣まれない運動」にも⾔及した。 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
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松原洋⼦ 倫理的・法的・社会的問題（ELSI）としての強制不妊̶⽇本の優
⽣保護法史の検討 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本社会福祉学会第 73 回
秋季⼤会 

2025 年 10 ⽉ 4 ⽇ 同志社⼤学今出川校地 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳死や⽣命操作と優⽣思想は密接な関係にある。本講演では、⽇本の優⽣保護法史は歴史的 ELSI
であるという観点から、障害者の⼈権を侵害した優⽣保護法問題について論じた。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
藤井克徳、池上洋通、⽯川 満、井上 英夫（ 編著） ⾃治体研究社 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
『「もっと⽣きたかった」やまゆり園事件と⼈権』 2 0 2 5 348 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
尊厳死や⽣命操作と優⽣思想は密接な関係にある。本書で担当した「優⽣思想に抗うために」（326-
334⾴、単著）において、松原洋⼦は⽇本社会に深く浸透している優⽣思想にいかに対抗するかに
ついて論じた。 

 
著 者 名 出 版 社 
ジェンダー法政策研究所・辻村みよ⼦・糠塚康江・⼤⼭
礼⼦・⼆宮 周平（共編） 

花伝社 

書  名 発 ⾏ 年 総ペー ジ
数 

『産む権利/産まない権利 : リプロダクティブ・ライツ
の現在』 

2 0 2 5 253 

タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
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尊厳死や⽣命操作と優⽣思想は密接な関係にある。本書で担当した「〈不良な⼦孫〉の出⽣防⽌と
⼈権侵害̶̶優⽣保護法の歴史から」（196-210⾴、単著）において、松原洋⼦はリプロダクティ
ブ・ライツの著しい侵害といえる戦後⽇本の強制的な不妊⼿術・中絶について論じた。 

 

⽯井哲也（北海道⼤学、教授、ゲノム編集） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
Sonia Allan, Susannah Baruch, Antonio 
Capalbo, Georgina Chambers, Mark 
Evans, Tetsuya Ishii, Kristen Ivani, 
Molly Johnston, Erkan Kalafat, Rafal 
Lukasiewicz, Kathleen Miller, 
Uchechukwu Ngwaba, Steven Ory, and 
Mariana Rodriguez Iturburu 

International Federation of Fertility Societiesʼ (IFFS) 
Triennial Report 2025: Global Trends in Reproductive 
Policy and Practice, 10th edition. 

雑  誌  名 査読
の有
無 

巻 発 ⾏ 年 最 初
と 最
後 の
⾴ 

Global Reproductive Health 無 10(2):e0110 2 0 2 5 
 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
Triennial Report 2025: Global Trends in Reproductive Policy and Practice, 10th edition. 
オープンアクセス 国際共著 
 該当  該当 
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

世界における⽇本の⽣殖医療の実施状況が盛んであるが、規制制定が遅れている状況を明らかに
し、親になりたい⼈々や⽣まれるの⼦の尊厳の保持に課題があることを⽰した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
Tetsuya Ishii Precautions for polygenic embryo selection: prohibition or 

cautious use 
雑  誌  名 査読の有

無 
巻 発 ⾏ 年 最 初 と 最 後

の⾴ 
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Frontiers in Reproductive 
Health 

 
Volume 8 - 
2026 

2 0 2 6 1-7 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
10.3389/frph.2026.1771127 
オープンアクセス 国際共著 
 該当   
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり  

 

 

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
⽯井哲也 

 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本医学哲学・倫理学会 2025 年 11 ⽉ 13 ⽇  横浜 

タイトルの原題 

 多遺伝⼦に基づく胚選別と遺伝⼦還元主義 

「尊厳学」との関わり 

複雑な疾患のほか知能などの社会的形質を胚の段階で予想し、選択する多遺伝⼦胚選別に内在する
遺伝⼦還元主義が、後年、親⼦の尊厳を損なう可能性を指摘した。 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

⾹川知晶（⼭梨⼤学、医学研究員、フランス哲学/⽣命倫理学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
⾹川知晶 「死ぬ権利」は存在するか？ 
雑   誌  
名 

査読の有
無 

巻 発 ⾏ 年 最初と最後の
⾴ 
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精神療法 無（招待） 第 51 巻第 2 号(通巻 267
号) 

2 0 2 5 7-11 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
    
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
⼈間の尊厳と「死ぬ権利」との関係を考察した 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
⾹川知晶 近接と遠隔――⾦森修と⽣命倫理 
雑   誌  
名 

査 読 の
有無 

巻 発 ⾏ 年 最 初 と 最 後
の⾴ 

科学史研究 無 （ 招
待） 

第 III 期第 64 巻
No.313 

2 0 2 5 59-69 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
    
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 
⽇本の⽣命倫理における⽣命の終わりと尊厳をめぐる議論を検討した 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
⾹川知晶 知泉書館 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
⽣命操作と⼈間の尊厳 2 0 2 5 343 

タイトルの原題 
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DNAR指⽰と ACP､問題点を考える  

「尊厳学」との関わり 

⼈間の尊厳を⽣命操作との関連で論じた 

 

笹⽉桃⼦（早稲⽥⼤学、教授、⼩児医療/緩和医療学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

笹⽉桃⼦ 「意思決定⽀援」をめぐる問いと実践 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 

⽇本⼩児⾎液がん学会雑誌  依頼原稿 61-5 号 2 0 2 5 
 

掲載論⽂の DOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 

オープンアクセス 国際共著 

    

タイトルの原題 

  

2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
笹⽉桃⼦ 遺伝性疾患におけるウェルビーイング〜⽣命倫理の

⽴場から〜 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
第 47 回 ⽇本⼩児遺伝学会学術集会 
招待講演 

2025 年 3 ⽉ 1 ⽇ 東京 

タイトルの原題 
 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

笹⽉桃⼦ 出⽣前検査に対する⽇本⼩児科学会の⽴場 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 

第 15 回⽇本⼩児科学会倫理委員会公開フォーラム 2025 年 3 ⽉ 22 ⽇ web 

タイトルの原題 
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3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
笹⽉桃⼦ 
編者：秋葉俊介、三重野雄太郎 

⼤学教育出版 

書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
概説⽣命倫理学 2 0 2 5 220⾴ 

タイトル 

⼩児医療 

 

阿久津英憲（国⽴研究開発法⼈国⽴成育医療研究センター、部⻑、再⽣医療） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
阿久津英憲 Human Embryo Genome Editing and Whole Genome Sequencing: Current 

Status, Scientific Needs, and Ethical Challenges 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本⼈類遺伝学会
第 70 回⼤会 

2025 年 12 ⽉ 19 ⽇  パシフィコ横浜 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

シンポジウム（ヒト胚とゲノム解析）のシンポジストとして発表・パネルディスカッションを⾏い
ました。着床前診断（PGT）は、PGT-A、PGT-Mや PGT-SRなど⼿段・⽬的の多様的展開がな
されている。この検査全般において、⽣の価値の序列化や優⽣思想への懸念など命の選別を巡る問
題が解決していない。医療者、患者（ご夫婦）、関連学術団体など年々混乱度が増すなか本研究領
域で議論する考え⽅が寄与する役割が⼤きい。 

 
3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
阿久津英憲＋美⾺達哉 ⻘⼟社 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ数 
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現代思想 2026 年 2 ⽉号 特集＝医療の未来 2 0 2 6 P8-20 
タイトルの原題 
 (討議)⽣命のはじまりから考える科学・倫理・社会 
「尊厳学」との関わり 
科学技術、医療の進歩は社会へ恩恵がある⼀⽅で、⽣命に関わる⾃⼰決定件について早期に、ある
いは⽣まれる前から現存する時代となった。本研究領域の「尊厳学」がカバーする、時代の要請に
応える内容の⼀端に触れて議論した。 

 

森永駿（椙⼭⼥学園⼤学、特任助教、哲学/倫理学、現象学） 

※総括班を参照 
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4.12. C01：社会実装班 

尊厳の理念の学校カリキュラムへの導⼊を通じた社会実装の探究 

柳橋晃（班代表者）（茨城キリスト教⼤学、准教授、教育哲学/カリキュラム論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
ポール・フォルモーサ著、 
藤井基貴監訳、柳橋晃訳 

訓練から⾃律へ−カントの道徳性発達理論− 

雑  誌  名  査読の有無  巻  発 ⾏ 年 最初と最後の⾴  
『茨城キリスト教⼤学紀要』 無 59 2 0 2 5 329‒342 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 
有 無 
タイトルの原題 
From Discipline to Autonomy: Kant's Theory of Moral Development 
「尊厳学」との関わり 
尊厳を基礎づける道徳的⾃律の教育⽅法を論じている先⾏研究を翻訳した。 

 
2. 〔学会発表〕 

該当なし 
 
3. 〔図 書〕  

該当なし 

伊藤博美（椙⼭⼥学園⼤学、教授、教育哲学/幼児教育論） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
森崇記・伊藤博美 社会変化に即した PTA 活動のあり⽅ ─尾張⼩中学校 PTA 連絡協議会

事務局の活動を通して ─ 
雑  誌  名  査

読
の

巻  発 ⾏ 年 最初と最後の⾴  
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有
無  

『椙⼭⼥学園⼤
学教育学部紀要』 

無 18（1） 2 0 2 5 51‒61 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
未 
オープンアクセス 国際共著 
  無 
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 

 「関係的⼦どもの権利説」およびケアリング論から⾒た PTA 活動のあり⽅の検討 
 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
伊藤博美 エピソード記述に⾒られる実習での学び─ケアリングを観点

として─ 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本保育者養成教育学会第９
回⼤会 

2025 年３⽉１⽇ 鎌倉⼥⼦⼤学・鎌倉 ⼥⼦⼤学短期⼤学部 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

保育における法的責任でなく倫理的責任を問う葛藤状況の解消を⽬指す実習⽣の学びの考察 

 
3. 〔図 書〕  

該当なし 
 

⽚⼭勝茂（東京⼤学、准教授、道徳教育/教育哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 
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該当なし 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
 

藤井基貴（静岡⼤学、准教授、道徳教育/教育哲学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

ポール・フォルモーサ著、 

藤井基貴監訳、柳橋晃訳 

訓練から⾃律へ−カントの道徳性発達理論− 

雑  誌  名  査読の有無  巻  発 ⾏ 年 最初と最後の⾴  

『茨城キリスト教⼤学紀要』 無 59 2 0 2 5 329‒342 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
 

オープンアクセス 国際共著 

有 無 

タイトルの原題 

From Discipline to Autonomy: Kant's Theory of Moral Development 
「尊厳学」との関わり 

尊厳を基礎づける道徳的⾃律の教育⽅法を論じている先⾏研究を翻訳した。 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 

藤井基貴 現代の教育における『尊厳』概念の射程 ― カント・デューイ・科目「公共」

― 

雑  誌  名 査読の有無  巻  発 ⾏ 年  最初と最後の⾴ 

『⽇本デューイ
学会紀要』 

有 66 2 0 2 5 121−130 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 

未 

オープンアクセス 国際共著 

無  無 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

デューイとカントの思想における尊厳概念の整理検討と現代的意義の考察 
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著 者 名 論  ⽂  標  題 
藤井基貴 いのち・防災と道徳教育―考える・脅さない・伝える・⽀え

る防災― 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
道徳と教育（⽇本道徳教育学会
学会誌） 

無 344 2 0 2 5 157−159 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦） 
無 
オープンアクセス 国際共著 

未 無 
タイトルの原題  

「尊厳学」との関わり 
「尊厳学」の社会実装としての防災教育に関する実践的研究の成果概要報告 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
藤井基貴 公⺠科『公共』における『国際⼈道法』の授業開発―研究の背景

と授業案の作成― 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
『静岡⼤学教育実践⽀援セ
ンター紀要』 

有 35 2 0 2 5 150−161 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

有 無 
タイトルの原題 

  
「尊厳学」との関わり 
「尊厳」概念に根ざした国際⼈道法の授業開発の可能性と課題について検討 

 
著 者 名 論  ⽂  標  題 
上⽥啓瑚・藤井基貴・廣
澤孝俊 

⽯川県能登町⽴⼩⽊中学校における防災教育の特徴とその影響作⽤
―令和 6 年能登半島地震を経て― 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 ⾏ 年 最初と最後の⾴ 
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『静岡⼤学教育実践⽀
援センター紀要』 

有 35 2 0 2 5 47−55 

掲載論⽂のDOI（デジタルオブジェクト識別⼦）  

オープンアクセス 国際共著 

有 無 
タイトルの原題 
  
「尊厳学」との関わり 

防災教育の中⻑期的効果について被災地での調査を⾏い、尊厳学の⼀環としての防災教育の⽴案
と実践について検討した。 

 
2. 〔学会発表〕 

発 表 者 名 発  表  標  題 
藤井基貴・加藤弘通・鈴⽊
澄礼 

「防災道徳」授業における⽣徒の思考変容―ワークシート記録の
分析から― 

学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本道徳教育学会 2025 年 11 ⽉ 30 ⽇  岐⾩⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学の社会実装としての防災教育の新たな可能性を検討した 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 
鈴⽊希実・藤井基貴・加藤弘通 哲学対話を導⼊した道徳科の授業実践に関する⼀考察 
学 会 等 名 発表年⽉⽇   発 表 場 所 
⽇本道徳教育学会 2025 年 11 ⽉ 30 ⽇  岐⾩⼤学 

タイトルの原題 

  

「尊厳学」との関わり 

尊厳学の社会実装としてノーベル平和賞受賞者であるマララさんの思いや考え⽅を取り扱った哲
学対話の授業を考案・実施し、さらなる実践可能性と課題について分析を⾏った。 
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3. 〔図 書〕  

著 者 名 出 版 社 
藤井基貴 広島⼤学⾼等教育研究開発セ

ンター 
書  名 発 ⾏ 年 総ページ

数 
『⾼等教育研究叢書 研究・教育における⽣成 AIの利活⽤の
⽅法とその考え⽅』（担当：73−84⾴） 

2 0 2 5 100 

タイトルの原題 
⼈⽂社会科学研究における⽣成 AI 
「尊厳学」との関わり 
尊厳学の構築に向けた研究基盤として研究倫理と⽣成ＡＩに関する検討を⾏った。 

 

松塚ゆかり（⼀橋⼤学、教授、統計学/教育経済学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
 

孟碩洋（⼀橋⼤学、特任助教、⾼等教育学） 

1. 〔雑誌論⽂〕 
該当なし 
 
2. 〔学会発表〕 
該当なし 
 
3. 〔図 書〕  
該当なし 
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主催：総括班 
タイトル：「ケアと尊厳──看護科学にとって尊厳は何を意味するのか？」 
開催⽇：2025年 12⽉ 6⽇ 
場所：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター 
活動の概要：領域代表者の加藤泰史が第 45回⽇本看護科学学会学術集会「看護科学と尊厳」
にて、基調講演「ケアと尊厳──看護科学にとって尊厳は何を意味するのか？」を⾏い、看
護科学にとって最も重要な「ケア」の概念をどのように「尊厳」と結びつけて理解し直すこ
とができるのかを論じた。講演の後には特別に質疑応答の機会が設けられ、活発な議論がな
された。 
 
主催：総括班 
タイトル：「尊厳ある減災・復興に向けて──福⽥徳三を読み直す」 
開催⽇：2026年 1⽉ 11⽇ 
場所：関⻄⼤学 
活動の概要：領域代表者の加藤泰史が関⻄学院⼤学減災復興制度研究所からの依頼で 2026
年度復興・減災フォーラム「頻発する激甚災害からの⼈間の復興―被災者・被災地の尊厳を
守るために」において特別講演「尊厳ある減災・復興に向けて──福⽥徳三を読み直す」を
⾏った。 
 
主催：A01班 
タイトル：『その悩み、カントだったら、こう⾔うね』合評会 
開催⽇：2025年 4⽉ 14⽇ 
場所：東洋⼤学 
活動の概要：⼀般向けに開催、著者の秋元康隆⽒、コメンテーターに AIとカントと研究し
ている清⽔颯⽒を招いた。尊厳や価値についてもコメントをいただくとともに、⾼⽊も本研
究で得られた知⾒を市⺠に還元した。 
 
主催：B01班 
タイトル：映画「ブルーボーイ事件」飯塚花笑監督×池⽥弘乃教授(⼭形⼤学)アフタートー
ク付き特別上映（https://forum-movie.net/yamagata/news/35441） 
開催⽇：2025年 11⽉ 29⽇ 
場所：フォーラム⼭形 
活動の概要：1960 年代の実話をもとに、性的マイノリティの尊厳を訴える映画『ブルーボ
ーイ事件』の上映に際し、同作の監督・飯塚花笑⽒と共に公開のトークセッションを⾏った。
同作のテーマである個⼈の尊厳について、監督の思いをお聞きし、法学的な⾒地からの補⾜
を⾏いつつ、対談は進⾏した。⽇本国憲法 13条の意義や性的マイノリティの⼈権をめぐる
⽇本の現状と未来についても意⾒を交換した。このイベントには、市⺠ 150 ⼈ほどが参加
し、イベント中も活発な質問が寄せられたが、イベント終了後も熱⼼な参加者からたくさん
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の感想や質問が寄せられた。このイベントの模様は、地元紙『⼭形新聞』（2025年 11⽉ 30
⽇付）でも報じられた。 
 
主催：B01班 
タイトル：憲法ネット 103主催シンポジウム 「環境と⽣命を憲法から考える」 

建⽯真公⼦「「⽣命権に関する国の積極的義務の射程を考えるー終末期を中⼼にー」 
開催⽇：2025年 11⽉ 24⽇（⽉） 14時〜17時 
場所：オンライン 
活動の概要：憲法に関⼼のある市⺠に対し、患者の権利を保護する法律の制定が必要である
ことを伝えた。現在、死亡者の 70％以上が病院で無くなるという「死の医療化」を踏まえ、
終末期に於ける患者の権利ついて、⽣命権の保護の観点から検討した。「患者の権利」に関
する法律の無い⽇本では、安楽死も⾃殺幇助も、治療の停⽌も、その基準を裁判所が決定し
ている現状では、国⺠の⽣命を保護する義務を負っている国の⽣命権に関する積極的義務は
放棄されているといわざるを得ない。患者の権利を保護する法律の制定が必要である。 
オンラインを通じての感想は、諸外国における安楽死法の制定は危険であること、障がい者
を社会から排除する危険があるのでは、等であった。 
 
主催：B03班 
タイトル：哲学カフェの実践 
活動の概要：附属特別⽀援学校で⺟親と教師が参加する哲学カフェを⾏った（稲原美苗）．
詳細については，稲原・井上(2025)「「わたし」の声を聴き合う対話の場〜特別⽀援学校に
おけるお⺟さんたちとの哲学カフェの実践〜」『ふくしと教育』,43を参照のこと．⽴ち位
置の⾮対称性と，「話し⼿」と「聴き⼿」の交換可能性（対等性）を尊重するための⼯夫が
⾒事に描かれている． 
 
主催：B03班 
タイトル：多摩地域福祉有償運送運営協議会への参加 
活動の概要：多摩地域福祉有償運送運営協議会に委員として参加しつつ，特別⽀援学校の通
学，障害者・⾼齢者らの移動を⽀援する有償ボランティア（NPO 法⼈他）との対話を深め
た（後藤玲⼦）．⼀⽅で，物価⾼騰により⾚字つづきであること，「こんな事業はなくても
いいんじゃないか」という⾏政の無理解に苦しみながらも，利⽤者との対話を深め，⽀援を
続ける姿が印象的であった． 
 
主催：B04班 
タイトル：「声優と尊厳と⾳声合成 AI -Voice:声から始める倫理学⼊⾨」- 
開催⽇：2025年 8⽉ 7⽇(⽊) 
場所：学術バーQ（東京・御徒町） 
対象：⼀般の⽅や哲学・倫理学の初学者、声優や AIエンジニアの⽅など（20名程度） 
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概要：本イベントでは、この数年間で⾶躍的に技術が向上している「⾳声合成 AI」の倫理的
な利⽤法に向けて何を為すべきかをテーマとして、臨時職員の⾼萩・⾼原が講演を⾏った。
とりわけ声優業や俳優業の⽅の「声」が無断で学習データに使われているという時事問題を
分析し、そこで⽣じている倫理的問題を⼈の尊厳との関連で分析した。 

参加者からは「AI との向き合い⽅を考えるよい機会になった」「声やその扱い⽅につい
て考えるよいきっかけとなった」「（⾳声合成 AIを経由した）声のクローニングを単に法
的な問題として考えるだけではなく、⼀⼈⼀⼈が意識すべき倫理的な問題として考えるべき
だと思った」などの反応をいただいた。 
 
主催：B04班 
タイトル：「尊厳学 PJと NOMORE無断⽣成 AI 夏の意⾒交換会」 
開催⽇：2025年 8⽉ 28⽇（⽊） 
場所：慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス 来往舎 2 階⼩会議室 
対象：『NOMORE無断⽣成 AI』有志の会より、声優・弁護⼠の⽅など（10名ほど） 
概要：本イベントでは、アウトリーチ１の後に上記の⽅々から「⾳声⽣成 AIと尊厳」をテ
ーマとした勉強会・意⾒交換会を開催したいとのコメントをいただき実現したものである。
⾳声合成 AIの発展に伴って⽣じている「声を仕事にする⼈々」の葛藤を聞くとともに、B04
班からは⾳声合成 AIの利⽤を⼈の尊厳の観点から分析した成果をプレゼンテーションとし
て発表した。 

有志の会の⽅からは、「⾃分たちに降りかかっている課題に対して、学術的にはこのよう
なアプローチがとれるのだと知れて助かった」「⾃分の仕事について哲学的に考えるよい機
会となった」といった肯定的な感想をいただきつつ、同時に「⾳声合成 AIの利⽤のために
他⼈の声を⽤いることが尊厳の毀損と⾔えるのか」という問題については参加者の中でも意
⾒が分かれた。 
 
主催：B05班（⽴正⼤学⽂学部哲学科共催） 
タイトル・開催⽇：2025年度「臨床哲学」公開講演会 
第 1回「⼈間価値論‐命の価値は横⼀列‐副題：⼈の価値とは‐障害者の価値はここにあ

る‐」株式会社アース副社⻑ 舩後靖彦（10 ⽉ 30⽇ 13:25 〜 15:10） 
第２回「ALS患者遺族・⽀援者から聞く」さくら会 川⼝有美⼦⽒（11⽉ 6⽇ 13：25 〜 

15：10） 
第３回「エモーショナルサポートドックによる精神疾患者⽀援」特定⾮営利活動法⼈ ウ

ェルフェアポート湘南 出海宏平（11⽉ 20⽇ 13：25 〜 15：10） 
第４回「障害が重い⼈が地域で暮らすということ」社会福祉法⼈⼗愛療育会「たっちほど

がや」施設⻑ ⽣⽥⽬昭彦（11⽉ 27⽇ 13：25 〜 15：10） 
第５回「重度障害者の親から聞く−殺す親ころさせられる親「⼤きな絵」と「⼩さな物語」」

フリーライター、⽇本ケアラー連盟理事、重度障害児の⺟ 児⽟真美（12⽉ 4⽇
13：25 〜 15：10） 
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第６回「⽇本の⾼度経済成⻑を⽀えた⽅々の終末期―⼭⾕の路上⽣活者と訪問看護師の物
語」画家 ⼸指寛治（12⽉ 18⽇ 13：25 〜 15：10） 

第７回「障害の医療モデルと社会モデル」参議院議員 天畠⼤輔（1⽉ 8⽇ 13：25 〜 15：
10） 

場所：⽴正⼤学品川キャンパス 11号館 1151教室 
活動の概要：医療技術の進歩により、われわれは⽣命の誕⽣と終わりとを操作できるように
なり、⽣命の質を選択できるまでになった。本授業では、⾃⼰決定のもとに⾏われる選択の
倫理的な問題を考察した。机上の議論に留まらないように、難病や障がいを⽣きる⼈々を⽀
える家族や通所施設の職員や、進⾏性難病 ALS 患者を講師に招き、メディア情報空間を活
⽤してできるだけ現場の声を聴き⼤和するのが「臨床哲学」である。この種の問題が他⼈事
ではなく、いつかわがこととなる可能性を意識しながら、学⽣とともに考察するために、上
記の講義については講師の希望もあり、⼀般公開とした。 
 
主催：C01班 
タイトル：愛知県教育委員会職場内家庭教育研修「家庭内・職場内のよりよいコミュニケー
ションづくりに向けて」 
開催⽇：2025年 2⽉ 27⽇（⽊） 
場所：愛知県安城市・安城市⺠交流センター 
活動の概要：愛知県教育委員会職場内家庭教育研修の派遣講師として、特定⾮営利活動法⼈
愛知ネットの職員を対象に講演を⾏った。参加者は 15名程度であった。同講演では、家庭
内・職場内のよりよいコミュニケーションづくりを⽬指し、受講⽣が⾃⾝を取り巻く関係性
に⽬を向けてコミュニケーションのありようを考えるため、家庭（家族）、学校組織、NPO
におけるコミュニケーションに関する先⾏研究を解説し、NPO 法⼈の職員とボランティア
が連携する⽅法について意⾒交換を⾏った。 
 
主催：C01班 
タイトル：愛知県教育委員会職場内家庭教育研修「現代社会と⼦供たち」・「職場と家庭の
調和」 
開催⽇：2025年 9⽉ 13⽇（⼟） 
場所：愛知県知⽴市・株式会社テスコ 
活動の概要：愛知県教育委員会職場内家庭教育研修の派遣講師として、特定⾮営利活動法⼈
愛知ネットの職員を対象に講演を⾏った。参加者は 15名程度であった。同講演では、令和
7年度こども⽩書に⽰された現代の⼦どもをとりまく状況を解説し、⼦ども・⼦育てをする
親はすでにマイノリティともいえる状況にあるなか、格差は広がり、また学校という中間集
団も SNS に対しては⼦どもを守れないこと等を解説した。その後、ワーク・ライフ・バラ
ンスについてグループワークで検討し、最後に意⾒交換を⾏った。 
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主催：C01班 
タイトル：令和 7年度 愛知県現任保育⼠研修・中堅後期保育⼠研修 
開催⽇：2025年 8⽉ 23⽇（⼟） 
場所：椙⼭⼥学園⼤学 
活動の概要：愛知県からあいち現任保育研修研究協議会への委託事業である愛知県現任保育
⼠研修にて、主に 7年以上の経験がある 83名の保育⼠を対象に「保育者論」の研修を⾏っ
た。「⼦どもを尊重する保育」について、事前に⽇本保育⼠会によるセルフ・チェックリス
トに回答してもらい、当⽇はグループワークで振り返りを⾏った。最後に、佐伯胖や保育園
⻑である平松知⼦による「おてんとうさま」概念の解説を通して、⼦どもを尊重する保育に
おける保育者の役割を確認した。 
 
主催：C01班 
タイトル：令和 7年度全国保育⼠養成セミナー 第 6分科会「保育⼠養成 × 新・発達⽀
援でアップデート‼」 
開催⽇：2025年 8⽉ 28⽇（⽊） 
場所：名古屋柳城⼥⼦⼤学・オンライン 
活動の概要：全国保育⼠養成協議会が毎年夏に⾏う全国保育⼠養成セミナーの第 6 分科会
にて、岐⾩県関市の親⼦教室の職員および関市⽴保育園園⻑が発達障害をもつ⼦どもとその
親への⽀援のあり⽅について、岡崎⼥⼦⼤学が特別⽀援に特化した保育⼠養成カリキュラム
について発表された。これに対し指定討論として、医学から⽣活モデルへという福祉システ
ムの転換に対して⽀援がサービスに陥ることへの危惧と、保育⼠に新たに求められる専⾨性
のあり⽅を問うた。オンライン実施のため参加者は不明（事前申し込みは 40名程度）。 
 
主催：C01班 
タイトル：海外招聘セミナー「⽇本の道徳教育の改⾰」 
開催⽇：2025年 12⽉ 2⽇（⽕） 
場所：韓国・京仁教育⼤学校 
活動の概要：韓国の国⽴京仁教育⼤学校からの招聘講演として同⼤学において「⽇本の道徳
教育の改⾰」について英語による講演を⾏った。参加者は 40名程度で、内訳は研究者、⼤
学院⽣、⼤学⽣、現職教員であった。同講演では、⽇本における道徳教育の改⾰とあわせて、
⽇が眞本⼤震災以降におえる防災教育の動向や道徳教育との接続について解説するととも
に、韓国と⽇本との制度の違いや共通の課題について意⾒交換を⾏った。 
 
主催：C01班 
タイトル：Academic Babywearing Conference 2025 
開催⽇：2025年 10⽉ 18⽇（⼟） 
場所：ビジョンセンター⻄新宿 
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活動の概要：「他者と共に⽣きること―試⾏い・対応・尊厳から考える」と題した講演を⾏
った。参加者は理学療法⼠、助産師、医療関係者、⼤学関係者であった。同カンファレンス
は 2年に⼀回開催されている。本年度のテーマは「尊重という関係のはじまりを問う―⽀援
場⾯での傾聴と対話」に設定されており、招聘講演として「哲学における尊厳概念」を中⼼
に話話題提供を⾏った。 
 
主催：C01班 
タイトル：越境学習ワークショップ 
開催⽇：2025年 7⽉ 11⽇（⾦）、24⽇（⽊） 
場所：静岡県庁 
活動の概要：損保保険ジャパン株式会社、静岡県危機管理部と共に、⼆⽇間にわたる BCP
ワークショップを企画・実施した。BCP とは事業継続計画の略書であり、災害時において
どのように復旧・復興を果たすかということは産学官共通の喫緊の課題となっている。本ワ
ークショップに開催にあたり、全体の学習デザイン、教材開発・提供、進⾏等を担当した。
なかでも企業としての復旧・復興の視点だけでなく、家庭⼈・市⺠としての視点を取り⼊れ、
とりわけ「⼈間の尊厳」「越境」という視点からワークショップをデザインしている。参加
者は静岡県内の企業を中⼼に 50名ほどであった。参加企業の内訳は以下のとおりである。
静岡鉄道、遠州鉄道、TOKAIグループ、KENTEM、東海澱粉、JA静岡、スルガ銀⾏、テレ
ビ静岡。 
 
主催：C01班 
タイトル：オンライン防災教育研修 
開催⽇：2025年 6⽉ 
場所：オンライン 
活動の概要：建設システム株式会社の企画により、「防災×IT」をテーマとしたオンライン
研修を担当した。防災庁の設置に向けた議論の紹介、災害時における課題、IT を活⽤した
復旧・復興の事例などを紹介しつつ、既存の防災アプリの活⽤⽅法や学校教育等での導⼊の
仕⽅について解説した。 
 
主催：C01班 
タイトル：岩⼿県教育研究発表会 
開催⽇： 2025年 2⽉ 5⽇（⽔） 
場所：岩⼿県・⽣涯学習推進センター 
活動の概要：岩⼿県教育委員会からの依頼により、「いわての復興教育」をテーマとした教
員研修会において基調講演を⾏った。同研修は東⽇本⼤震災以降において進められてきた
「いわての復興教育」の現状と課題について検討する趣旨で企画・開催されたものであり、
その特徴や成果について専⾨的知⾒から分析を⾏い、今後取り組む。 

 


